
    
      
        
      
    

  

































僕は友達が少ない⑧
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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回想／祈りと叫び







　たとえばの話だ。

　長い間ずっと、友達ができなかったヤツがいたとする。

　生まれつき目つきが悪くて強こわ面もてだとか、髪の色がヤンキーみたいだとか、上う手まく笑うことが苦手だとか、人に話しかけるときに緊張して挙きよ動どう不ふ審しんになってしまうとか、多少空気が読めないところがあったりするのかもしれなかったり、もしかすると、ちょっとだけユーモアのセンスに難なんがあったりするのかもしれない……とか、たしかにそいつ自身の外見的特徴やコミュニケーション能力も大きな原因ではあったのだろうが──……それ以上に、何よりもそいつは、とにかく間が悪かった。

　失敗してはいけないところで失敗し、成功してはいけないところで成功し、負けてはいけないところで負け、勝ってはいけないところで勝ち、怒ってはいけないところで怒り、喜んではいけないところで喜び、笑ってはいけないところで笑い、泣いてはいけないところで泣く。

　そんなことを繰くり返してきた。

　もしかしたら……運が悪かった、と言い換かえることもできるのかもしれない。

　とにもかくにも、そんなヤツが。

　ずっとずっと一人ぼっちで、居場所を作ることができなかった、そんなヤツが。

　偶ぐう然ぜんにも手に入れてしまったとしたら。




　もしもそいつの父親が聖クロニカ学園の理事長と友達じゃなかったら。

　もしも父親の転勤で一緒にアメリカに行く選択をしていたら。

　もしも転校初日にバスの路線を間違えなかったら。

　もしも十年前に離ればなれになったかつての親友と同じクラスになっていなかったら。

　もしも十年前のあの日、ソラと出で逢あっていなかったら。

　もしも三み日か月づき夜よ空ぞらがそいつのことを覚えてなかったら。

　もしも三日月夜空が新しい友達と一緒に楽しい学園生活を送っていたら。

　もしも柏かしわ崎ざき星せ奈なが人当たりがよく同性の友達がたくさんいる人気者だったら。

　もしも柏崎星奈が三日月夜空と正面からケンカできる少女じゃなかったら。

　もしも高たか山やまマリアが礼拝堂談話室４の管理人じゃなかったら。

　もしも高山マリアが飛び級した先の高校で上う手まくやれていたら。

　もしも楠くすのき幸ゆき村むらがそいつのことを「かっこいい男」だなんて勘違いしてなかったら。

　もしも楠幸村が自分のことを男だなんて勘違いしてなかったら。

　もしも志し熊ぐま理り科かが実験をミスったときに理科室の前を通りがかっていなかったら。

　もしも志熊理科が本当に空気の読めないただ天才なだけの少女だったら。

　どれか一つでも違えばすべてが狂ってしまうような、そんな無数の「もしも」が積み重なって。

　どんな因果か。

　なんの奇跡か。

　はたまたなにかの間違いか。

　どういうわけだか、幸運にも手に入れてしまったとしたら。

　自分の居場所を──世界を。

　ぬるま湯のように心地よい世界を。

　これまでいくら求めても手に入らなかったものが突然、唐突に、あれよあれよという間に自分の手の中に転がり込んできてしまったとしたら。

　や、もちろんそいつだって、べつにまったく努力してこなかったわけじゃない。

　周囲からの誤解を解いて友達を作るために、そいつなりにいろいろやってきた──つもりではあるのだ。

　でも──「これは自分の努力が報われた結果なのだ」と素直に喜んで享きよう受じゆするには、そいつが突然手に入れたものはあまりにも大きすぎた。

　それを踏まえた上で考えてみてほしい。

　想像してみてほしい。




　そこから踏み出すことの意味と────その恐怖を。





　　






　志し熊ぐま理り科かと初めて出で逢あった日──今から１２９日と数時間前（あいつに聞けば分単位で正確な時間を答えてくれる気もするが、特に意味はない）のことだ。

「理科は理科室登校なのです」

　人ひと気けのない階段の踊り場にて、志熊理科はそう言った。

「……初めて聞く単語だな」

　怪け訝げんに思う俺おれに、理科はさらりと説明した。

「保健室登校というのがあるじゃないですか。それの理科室版のようなものです」

　保健室登校。

　なんらかの事情により、生徒が学校の教室の代わりに保健室で過ごすこと。

　実際には理科の『理科室登校』は世間一般における『保健室登校』とはだいぶ異なるものだったのだが──それはさておき、あのとき俺はこう思ったのだ。




　──いろいろと問題はあるし賛否も分かれるだろうが、俺はこの保健室登校、いい制度だと思う。

　──クラスの一員として他の生徒たちと交わりながら過ごすという、多くの人にとっては当たり前のようにできることが、どうしてもできないやつだっている。

　──それを『弱さ』とか『甘え』と断じてしまうことは簡単で、もしかすると正しいことなのかもしれないが……俺は、たとえ正しくなくても、少しくらい当たり前じゃないやつにとって、優しい救いのようなものがあってもいいと思う。あってほしいと思う。




　正しくなくてもいいじゃないか。

　間違っていてもいいじゃないか。




　俺おれたちみたいなはぐれものにだって、降ってわいたような奇跡や、都合のいい救いの一つや二つくらい、あってもいいと思う。あってほしいと思う。あるべきだ。あってくれ。

　弱さや甘えを許さないことが『正しさ』だと言うのなら、俺は間違っていても構わない。




　……理り科かから逃げるように屋上をあとにして、体育祭が行われているグラウンドへと戻るため無人の廊下を独り歩きながら。

　俺はあのときのことを思い出していた──……。





前座







　体育祭が終わった。

　………………いや、終わったものは終わったんだから仕方ない。

　大きく取り上げる必要があるような特別な出来事などなにもなく、本当になにごともなく──俺がこれまでいろんな学校で経験してきた多くの体育祭と同じように──、ざっくりと流れるように終わってしまった。

　優勝したのは白組──各学年の３組から成るチーム。

　特にトラブルもなく、それなりには盛り上がりつつ、すべての競技が終わって順位が決まり、整理体操をして、閉会式で優勝チームの団長（３年３組の体育委員）が学園長（理事長の柏かしわ崎ざき天馬ぺがさすさんとは別の人だ）から優ゆう勝しよう旗きを授じゆ与よされて、生徒会長の日ひ高だか日向ひなた先輩が当たり障さわりのない挨あい拶さつをして、




「以上をもちまして、聖クロニカ学園高等部体育祭を終了いたします」




　そんな放送が流れ、終了。

　体操服から制服に着替えて教室に戻り、いつも通りのホームルームのあと解散。

　スピーカーから流れる、明日の文化祭の日程や「文化祭の準備のために夜まで残ることを希望する生徒は、６時までに届け出るように」というアナウンスを聞きながら、俺おれは廊下を歩き部室へと向かう。

　部室には夜よ空ぞらと星せ奈なと幸ゆき村むらがいた。

「よう。優勝おめでとう」

　俺はまず星奈に声をかけた。

「ふふん、当然の結果よ」

　髪をかきあげ得意げに笑う星奈。

　白組の優勝にぶっちぎりで大きく貢献したＭＶＰは、間違いなくここにいる２年３組の柏かしわ崎ざき星奈だろう。

　一人の生徒が出場可能な最大数の種目に出場し、そのすべてでトップに。

　星奈が出場するというだけで他のチームの選手の戦意が目に見えて下がり、星奈が競技に臨のぞんでいる最中だけは客席が大いに盛り上がっていた。

　……盛り上がるのは主に男子生徒ばかりで、女子は（同じ白組の連中ですら）複雑な顔をしていたのだが。

「あたしってほんとに勝利の女神よね！　優勝したのはあたしのおかげと言っても過言じゃないわ！」

「まあ、たしかにそうかもな」

　苦笑しつつも素直に認めると、星奈は「えへへ」と無邪気な子供のようにはにかんだ。

「武蔵むさし坊ぼう弁べん慶けいのごとき見事なお働きでした、あねご」

　幸村が尊敬のまなざしを向ける。

「弁慶みたいって言われても微妙なんだけど……一応ありがと。もっとあたしを褒ほめ称たたえてもいいのよ！」

　ますます調子に乗る星奈に、




「…………残ざん念ねん無む双そう」




　本を読みながら夜空がボソリと言った。

　ぴき、と星奈の顔がひきつる。

「な、なんですって……？」

「残ざん念ねん無む双そうと言ったのだ。……こうして、ますます貴様はクラスの女子からハブられるというわけだな」

「う……」

「去年の体育祭からなにも学んでいないとは……残念な肉だ」

　……夜よ空ぞらや理り科かが言うには、去年の体育祭でも星せ奈なは大いに暴れまわり、他の女子生徒からドン引きされていたらしい。

　今日の星奈の活躍ぶりもたしかに華々しかったけど……周囲からあまりにも浮きすぎていたのも間違いない。恐らく夜空の言うとおりになるのだろう。

「ふ……貴様の空回りっぷりは見ていて滑こつ稽けいだったぞ」

「あたしは悪くないわよ！　全力で戦わない他のやつらが悪いんでしょ！」

「ふん……誰だれもが貴様のように体力が有り余っているわけではないのだ」

「わ、わかってるわよそんなことくらい……あたしだってザコばっかやっつけても楽しくないし。でもあたし手加減なんてできないし……」

　拗すねたように星奈はこぼし、ため息をつく。

「あーあ、せめてあんたがもっと色んな競技に出てたら楽しめたのになー」

「わ、私が？」

　星奈の言葉に、夜空が少し動揺した。

　ちなみに夜空は体育祭で、女子全員参加の玉入れにしか出場していない。

「うん。卑ひ怯きような手を使ってくるあんたに、あたしはちょっとだけ苦戦しちゃったりするけど、最後は華か麗れいに逆転して勝つの。いい感じでしょ」

「なにがいいのだバカ肉め」

　愉快そうに話す星奈に、夜空がジト目を向けた。

「……わたくしも、あねごたちの戦いを見てみたかったです。きっと歴史に残る名勝負となったことでしょう」

　幸ゆき村むらがやんわりと言った。

「ゆ、幸村まで何を言うのだ……」

　夜空と星奈の戦いね……。

　俺おれは二人が騎き馬ば戦せんや障害物競走で戦う光景を想像してみた。

　抜群の身体能力をたのみに直球勝負の星奈と、巧みな戦術を駆く使しして戦う夜空。

　かつてゲームの『モンスター狩人』で行われたような名勝負（『モン狩』が対戦ゲームではないという致命的なツッコミどころを無視すれば、あれは間違いなく名勝負と呼ぶに値するものだった）を、体育祭で。

「……たしかに見てみたいかもな」

　ぽつりと俺おれが言うと、星せ奈なは目を輝かせて、

「でしょ!?　というわけで夜よ空ぞら！　来年の体育祭では色んな種目にエントリーしまくりなさいよ！」

「だ、誰だれがそんなこと……」

　夜空はたじろぎつつ、

「…………まあ、来年、気が向けばな……」

　顔を背けながらボソリと言った。

「絶対だからね！」と嬉しそうに星奈。

「そ、そんなことより明日の文化祭についての話だが！」

　夜空が誤ご魔ま化かすように話題を変えた。

「文化祭についての話？　なにかあるの？」

　首を傾かしげる星奈に夜空は「う……」と小さく呻うめき、

「いや……はやく完成した映画が観たいな、と」

「そんなのみんな同じよ」

　星奈の言葉に俺と幸ゆき村むらも頷うなずいた。












　映画。

　俺おれたち隣りん人じん部ぶは文化祭の出し物として、自主製作映画の上映会を行う。

　撮影は終わり、上映会の告知ポスターも校内の掲示板に貼り終え、会場の準備も終わっている。

　あとは理り科かによる最後の仕上げを待つばかり。

　ちなみに上映会の会場は礼拝堂内にある『談話室２』で、部屋の白い壁にプロジェクターで映像を投影する。部屋の広さはここ『談話室４』とほぼ同じくらいだが、お客さんもそんなに来ないだろうし、十分だろう。

　……投影に適した壁なら部室にもあるのにあえて別の部屋で行うことにしたのは、部室には俺たち隣人部員の私物がたくさん置いてあるから……ということになっている。

「はやく来ないかしらねー理科」

　星せ奈なが待ち遠しそうに言ったそのとき。

　夜よ空ぞらの鞄かばんの中から、「ぴろりーん♪」という音がした。

「む……理科からメールだ」

　……思わずぎくりとする俺。

「え、なんで見てないのに理科ってわかるの？」

　星奈が訊たずねると、

「私のアドレスを知っている人間のうち、この場にいないのは一人だけだからな」

　答えながら夜空は鞄からケータイを取り出し、メールを確認する。

「……ええと……。映画の編集作業、あと数時間はかかりそうなので部員のみなさんは今日は帰ってください。明日にはきっと、……ぜ、絶頂モノのすごいのをお見せしますから、楽しみにしていてくださいねハート音符星ハート音符星……、だそうだ」

　赤面しつつも律りち儀ぎに記号まで読み上げる夜空だった。

「ええー」と星奈が不満そうな声を上げる。

「……ふむ……数時間か…………完成するまでここで待つのもありか……」

　思案顔で夜空が呟つぶやいた。

「……いや、居残りには申請が必要だし、言われたとおり今日は帰ろうぜ」

　俺はそう言った。

「うーん……でもなにか手伝いとか、ふぁぁ……」

　なおも名な残ごり惜おしげな様子の星奈だったが、言葉の途中で小さな欠伸あくびを漏もらして少し顔を赤らめた。

　今日一日中全力で暴れて、さすがのこいつも疲れているのだろう。

「……残っても俺おれたちにできることはないし、理り科かならきっと大丈夫だろ」

「…………ふん……そうだな」

「そうかもね……」

「理科どのでしたら」

　俺の言葉に、夜よ空ぞら、星せ奈な、幸ゆき村むらがうなずく。

　……そんなわけで、俺たちは下校することになった。

　体育祭の後かたづけが慌あわただしく行われているグラウンドを横目に、校門を出る。




　これで今日は理科と顔を合わせなくてすむ──。




　……そんなふうに少しホッとしている自分に、気づかないフリをしながら。





リア王と道化







　翌日──文化祭当日。

　俺は小こ鳩ばとと一緒に、普段よりも早い時間に学校へやってきた。

　学園祭用に飾り付けられた校門。

　あちこちに貼られたポスターや立て看板。

　すでに登校してきている生徒も多く、開店準備中の模も擬ぎ店てんからは甘い匂いが漂ただよってきている。

「ククク……我が眷けん属ぞくよ……我に生いけ贄にえを捧ささげるがいい……じゅるり……」

　俺の手を握って歩きながら、小鳩が舌なめずりをした。どんだけ食い意地はってるんだお前は……。

「朝飯食ったばかりだろうが。つーか、まだ開店してねえよ」

「ククク……開店前だろうが力ずくで奪い取ればよいではないか……」

「……俺の評判がさらに悪化するだろ」

「愚かな……。人間どもの評判など気にせず、思うまま振る舞えばよいのだ……」

「そりゃお前はいいかもしれないけどな……なんたって小こ鳩ばと姫ひめだし」

「あ、あああああんちゃん!!」

　俺おれがからかうと、小鳩は顔を赤くして取り乱した。

　大きく深呼吸し、

「すー、はー、すー、はー……ク、クククク……わ、我を二度とその忌まわしき名で呼ぶでない……。我が名はレイシス・ヴィ・フェリシティ・煌スメラギ……高貴なる闇の王なので……姫とかではないですので……」

「わかったよ、小鳩姫」

「ふんがー！」

　むくれる小鳩の頭をくしゃくしゃと撫なでる。

　常日頃から痛々しい言動をしている小鳩だが、中等部ではすごい人気者らしい。

　まるでお姫様のように扱われ、クラスの出し物では小鳩のプロモーションビデオ同然のような映画が製作されるほどだ。

　同じ血を分けた兄妹だというのに、俺と小鳩、どうして差がついたのか……。

　益やく体たいもないことを考えながら模も擬ぎ店てんのテントが立ち並ぶ前庭を通り過ぎ、礼拝堂へたどり着く。

　調べたところでは隣りん人じん部ぶの他にもいくつか礼拝堂を使うグループがあるのだが、ほとんどが展示ものなど朝早くから準備をする必要がない企画ばかりだった。

　だから賑にぎやかな校舎周辺やグラウンドとはうってかわって、普段通りの落ち着いた空気が漂ただよっている。

　なんとなく気持ちがホッとするのを感じ、小さく苦笑が漏もれる。

　華やかなお祭りの中心よりも、静かな普段どおりの場所のほうがいいなんて、我ながらちょっとじじむさい。

「あんちゃん？」

「なんでもない」

　怪け訝げんな顔を浮かべる小鳩に言って、俺は談話室４へと向かった。





　　






「うぃーっす」

「あっ、来たわね小こ鷹だかに小鳩ちゃん！」

　俺たちが部室に入ると、星せ奈なが顔をほころばせた。

　部屋の中には隣りん人じん部ぶの４人が集まっていた。

　星せ奈なに夜よ空ぞらに幸ゆき村むら、そして顧問のマリア。

　……理り科かだけがいない。

「理科は？」

「まだ来ていない」

　夜空がいつもの不機嫌そうな顔にどこか不安そうな色を滲にじませて答えた。

「まだ？　それじゃ映画は？」

　夜空は無言で首を横に振った。

　俺おれたちがこうして朝早くから集まったのはもちろん、文化祭が始まる前にみんなで映画の完成版を観るためだ。それなのに……。

　不安を覚えながら、俺たちはなにをするでもなく部室で理科を待った。

　いつもは読書をしている夜空も、ゲームをしている星奈も、今は無言のままソファでじっとしている。

　しかし文化祭開始の三十分前になっても、理科は部室に現れなかった。

　夜空が何度かメールを送ってみたが返信もない。

「このままでは文化祭が始まってしまうな……」

　焦りの色を浮かべて夜空が言ったのをきっかけに、俺は椅子から立ち上がった。

「小こ鷹だか？」

「……ちょっと見てくる」

　短く言って部室を出る。

　向かうは理科室。

　本当になんとなくだが、彼女は登校してきていないのではなく、理科室にいる気がしたのだ。

　特別教室棟の二階、理科室へと足を踏み入れ、『セクトΣシグマ』というプレートのかかった理科準備室の扉の前に立つ。

　ここにはカードキーがないと入れないので、とりあえずノックする。

「おーい、理科ー？」

　…………返事はない。

　何度か呼びかけてみても、やはり返事はない。

　いないのかな……。

　そう思いながらなんとなくドアの引き手に手を掛け力を込めると、扉はあっさり開いた。

「うお!?」

　……不用心だな……わざわざカードキーを導入してる意味がない。

「入るぞ……」

　ゆっくりと扉を開け、中に入る。

　志し熊ぐま理り科かは、ちゃんと部屋の中にいた。




　……正確には──部屋の床の上に倒れていた。




　心臓が爆発したように跳ね上がり、

「理科ぁっ!!」

　悲鳴のような叫びを上げて、俺おれは理科に駆け寄った。

「おい！　しっかりしろ！」

　うつ伏せに倒れていた理科の身体をひっくり返し、抱き起こす。

　顔は青白く、目には隈。

「くっ……！」

　急いで保健室へ運ぶため彼女の身体を抱きかかえようとする。

　と、




「…………あ…せん、ぱい……」




　理科が目をわずかに開き、か細い声を漏もらした。

「お、おい、大丈夫か!?」

　すると理科はばつの悪そうな弱々しい笑みを浮かべ、

「……すいません……映画、まだ完成してません……もうちょっとなんで……待っててください……」

「んなこと気にしてる場合か！　ほら、さっさと保健室行くぞ！」

　バカなことを言う理科を問もん答どう無む用ようで抱き上げる。

「あは……先輩にお姫様だっことか、夢みたい……」

「これで二回目だ馬鹿野郎」

「へ？」

「たしか１３０日ぶりだな」

　理科と初めて会った日も、こんなふうに抱きかかえて保健室へと運んだ。

　俺おれの言葉で理り科かはそれを理解したらしく、

「あは……あの時もお姫様だっこだったんですか……寝ちゃってたのが残念です……」

　苦笑しながらそう言って、目を閉じた。

「くそ……っ！　邪魔だ！　どけ！」

　奇き異いの視線を向けてくる他の生徒たちに怒鳴って道を空けさせながら、俺は保健室に駆け込んだ──。





　　






「風邪だってさ」

　隣りん人じん部ぶの部室にて、俺は他の部員たちに説明した。

　保健室に理科を運んでいき先生に看みてもらったところ、ただの風邪ということだった。

　睡眠不足で体力が落ちていたのが原因だろうとも。

「もう。心配かけさせないでほしいわね」

　星せ奈なが安あん堵どのため息をもらして言った。

　他の部員たちも一いち様ようにホッとした様子だ。

「……少し……あいつに頼りすぎていたのかもしれないな」

　夜よ空ぞらがぽつりとこぼした。

「そうだな……」

　映像の編集作業を完全に理科に任せきりにしていたことを反省する。

　理科のパソコン関係のスキルは隣人部でぶっちぎりのため、俺たちに手伝えることがなにもなかったのは事実だ。それどころか、逆に邪魔になっていただろう。

　……それでも……編集作業を直接手伝うことはできなくても、なにかできることはあったんじゃないか？

　…………いや、違うな。

　たとえ邪魔になってしまっても……作業効率の面でも作品のクオリティの面でもマイナスになってしまっても、それでも理科一人に任せるのではなく、全部みんなで取り組むべきだったんじゃないか。

　だってこれは、一つの作品である前に、隣人部の出し物なんだから。

　完成度よりも大事にすべきことがあったんじゃないか。

　これまでに経験してきた文化祭ではせいぜい割り当てられた役目を機械的に片付けるだけで、企画の主要なメンバーの一人となって取り組むなんてことは今回が初めてだったから……俺おれはそのことを思いつきもしなかったのだ。




「……ふう、今はそんなことを言ってる場合じゃないな」




　軽くため息をついて、淡たん々たんと夜よ空ぞらが言った。

「そんなことって……」

　どこか冷たい感じのする物言いに、少し反発を覚える俺。

　夜空はそんな俺に小さく鼻を鳴らして立ち上がり、

「反省など後回しだ。すぐに取りかかるぞ」

「取りかかる？」

　理り科かの話ではもう少しで完成だったらしいから、俺たちで最後の仕上げをしようとでも言うのだろうか。

「上映会は中止だ。貼ってしまったポスターを剝はがさなければ」

「中止!?」

　驚く俺を横目に、星せ奈なも立ち上がる。

「はぁ……ちょっと残念だわ」

「できてないのだから仕方ないだろう」

　夜空はさらにぼそりと口にした。







「……最初は七人で観なければ、意味がないからな」







　……俺は不覚にも、胸が熱くなるのを感じた。

　星奈からも幸ゆき村むらからも小こ鳩ばとからもマリアからも異論は出ず、みんなそれが当然だと言うような顔で立ち上がったのだった。





　　






　まずは談話室２の入り口に貼ってあった『隣りん人じん部ぶ上映会会場』という文字と時間だけが書かれた、客を呼ぶ気がまったく感じられないようなシンプルな張り紙を剝がし、『隣人部上映会は中止になりました。』と書かれた紙を貼り直す。

　それからみんなで手分けして、校内のあちこちに貼ってあるポスターを剝はがしにかかる。

　特別教室棟２階の共同掲示板のポスターを剝がそうと画が鋲びようを抜いたそのとき、

「こりゃーっ！」

　どこか舌足らずな声が響いた。

　振り向くと、見覚えのある一人の少女がこちらに向かってちょこちょこと早足で近づいてきた。

　赤みがかったウルフカットの髪が特徴的な、オオカミの子供を思わせる小柄な少女。

　腕には『スタッフ』と書かれた黄色い腕章をつけている。

　彼女は俺おれの側まで来ると大きな瞳で俺を見上げ、キツい口調で、

「掲示板にイタズラしないでください！　……っておや？」

　俺の顔を確認して彼女はきょとんとした。

「よう。……ええと、遊ゆ佐さ、だったな」

「はいっ！」

　こいつの名前は遊佐葵あおい。

　俺と同学年で、星せ奈なとは同じクラスでもある。

　試験の成績は学年二位で生徒会会計も務める文句なしの優等生なのだが、常に学年一位に君くん臨りんし続ける星奈を激しくライバル視しているらしい。

「君の名前は、ええと、」

「羽は瀬せ川がわ小こ鷹だかだ」

　そういえば前に会ったときは名乗ってなかったことを思い出した。

「羽瀬川くん！　掲示板にイタズラするのはやめてください！」

「べつにいたずらしてたわけじゃねえよ。部活の出し物が急きゆう遽きよ中止になったからポスターの回収をしてるんだ」

「なるほどそうでしたか！　これは失礼しました！　たしかに羽瀬川くんのような人が迷惑行為などするわけがありませんでした！　自分の不明を恥じるばかりです！」

　即座に俺の言葉をなんの疑いもなく信用してくれた……。

　いい奴だ……。

「え？　なにを震えているのですか？　寒いのですか？」

　首を傾かしげる遊佐。

「いや、ちょっと感動しちゃって……。大抵の奴には釈明してもわかってもらえないっつーか釈明する前に逃げられるから……」

「ちょっとよくわかりませんが、きっと羽は瀬せ川がわ君は感受性が豊かなのですね！　フググ……お洒落しやれでユーモアのセンスもあり感受性まで豊かだなんて、さすがりあじゅう完璧超人の柏かしわ崎ざき星せ奈なにぴったりのパーフェクトなカレシさんですくぅ～ッ、羨うらやましい！」

「だから彼氏じゃねえよ！」

　愉快な勘違いを続けていた遊ゆ佐さに俺おれは強く言った。

「え!?　カレシじゃないのですか!?」

　遊佐は大きな目をくりくりさせながら首を傾かしげる。

「じゃない。……ただの部活仲間だ」

「なるほど、カレシじゃないのですか……って部活仲間!?」

　なぜか彼氏ではなかったことより、『部活仲間』の方に大きく食い付く遊佐。

「そんなに驚くことか？」

「はい！　自分の知る限り、柏崎星奈は部活に入っていなかったはずです！」

「今年の六月にはじめたんだよ」

「そうだったのですか!?　信じられません……」

　遊佐が驚きよう愕がくに目を見開く。

「……なにがそこまで意外なんだ？」

「当然です！　自分は四月に柏崎星奈に、優れた力を持っているのですから部活をやるべきだと言ったのです。それを彼女は『なんかピンとこないから』の一言ですげなく却下したのですフググ……！」

「あー、星奈なら言いそうだな……」

　ハマったときは異常なくらいのめり込むくせに、無関心なときはとことん無関心だからなあいつ……。

「そんな柏崎星奈が一体なんの部活を……」

　遊佐は俺が剝はがそうとしていたポスターに目を向け、

「ええと、……りん、じん、部……？」

　不思議そうな顔になった。

「おう」

「隣りん人じん部ぶ……自分の聞いたことがない名前です。部活動の名前は一通り確認したはずなのですが」

「へー。全部をか？」

「はい。自分を高めるために最も有意義な部活はなんだろうかと検討して、生徒会に入ることを選んだのです」

「自分を高めるため、か。立派だな……」

　ついつい俺おれが隣りん人じん部ぶにいる理由と比較して、眩まぶしく思ってしまう。

「いえいえ、それほどでも」

　えへへ、と子犬っぽくはにかむ遊ゆ佐さ。

「まあ、今年の六月にできた部活だからな。確認したのってその前なんじゃないか？」

「たしかにそのとおりです！　入部シーズンが終わってから新設された部まではチェックしていませんでした！　さすが柏かしわ崎ざき星せ奈なの部活仲間だけあって素晴らしい洞どう察さつ力りよくですね！」

「……星奈の部活仲間と洞察力ってなんか関係あんのか」

　俺のツッコミをスルーして、

「ちなみに隣人部とはなにをする部活なのですか？」

「え……」

　言葉に詰まる俺。

　隣人部の活動目的は一言で言うと『友達づくり』なのだが、特に決まった活動内容はなく、基本的に好き勝手に時間を潰しているだけだ。他人にはちょっと言いづらい。

　……たしか夜よ空ぞらが創部手続きをするためにそれっぽくでっち上げた建前があったから、あれで誤ご魔ま化かそう。

「ええと……」

　なんだっけな……あれは本当にただの建前だったからな……ほとんど覚えてない。

　たしか、

「隣人部ってのは……」

「隣人部とは!?」

「キリスト教の精神で……ああいや、キリスト教の精神に則のつとり……？」

「ふむふむ！」

「なんつーかほら、隣人とだな……」

「ほうほう！」

「り、隣人と……？」

「はい！」

　……やっべ、全然思い出せねえ。

「隣人とつまり、」

「隣人とつまり!?」

　遊佐のキラキラした眼まな差ざしがとても気まずい。

「隣人と……りん……臨りん機き応おう変へんにするんだ」

　そうだ、たしか臨機応変という単語が含まれてた気がする。

「えっ！　なにを臨機応変にするのですか!?」

　なにをと言われても困る。




「……ええと…………あ、愛を？」




「愛!?」

　隣人愛という言葉があるので連想ゲーム的になんとなく口にしてしまったが、愛を臨機応変にどうするってんだよ。自分で言っといて意味わかんねえ。

「!?　それはつまりどういうことですか!?」

　案の定遊ゆ佐さがさらに問い詰めてくる。ですよねー。

「つ、つまり隣りん人じん部ぶってのは……臨機応変に学ぶんだよ。愛を……」

「愛を学ぶ!?」

「お、おう……」

　冷や汗を浮かべ、遊佐から目をそらす俺おれ。

「愛を学ぶとはどういうことですか!?」

「え、…………いや……それは。……それは俺にも……まだわからない……」

　本当に（自分がなにを言っているのか）まったくわからないので、腕組みして難しい顔で重々しく答えた。

　すると遊佐はなぜか神妙な顔をして、

「なるほど…………さすが……深いのですね……」

「……？」

　なにが「さすが」なのかサッパリだった。

「……愚ぐ問もんでした……羽は瀬せ川がわくんほどの賢者が全ぜん身しん全ぜん霊れいを賭として思し索さくしている命題です……聞いたところで自分ごときが理解できるはずもありませんでした」

　いや、賢者て。

「……愛を探求する……なんて深い……。自分がせせこましくコツコツ地道に朝は運動、夜は勉強に励はげみ、平日は生徒会での活動、休日はボランティア活動に従じゆう事じしている間にも、柏かしわ崎ざき星せ奈なはそのような深遠な活動に身を置いているのですか……もはや次元が違います……到底、及べる気がしません……」

「ま、まあ、それほどでもねえよ、ははは……」

　勝手に納得して落ち込んでしまった遊ゆ佐さ（こいつ立派すぎる……聖人にでもなるつもりか……）に、俺おれは乾いた笑いを浮かべ、

「ええと、それじゃ俺は急ぐから。仕事頑張れよ」

「あ、はい！　羽は瀬せ川がわくんも愛の探求頑張ってください！」

「な……!?」

　おかしな台詞を大声で言うんじゃねえ！

　叫びたくなるのをこらえていそいそとポスターを回収し、キラキラと尊敬の眼まな差ざしを向けてくる遊佐に背を向け俺はその場を離れた。





　　






　どうにか文化祭開始前にポスターの回収は終わった。

　それから企画中止の旨を実行委員に報告。

　俺たちの文化祭の出し物は、これにておしまいとなった。

　始まることもなく終わってしまうという残念な幕まく切ぎれだったが、しょうがない。

　ほどなく、文化祭開始を伝える放送が流れる。

　学校中が活気に満ちるなか、俺たちはなにをするでもなく部室に集まっていた。

　夜よ空ぞらはいつものように読書を開始。幸ゆき村むらはぼーっとしており、マリアはポテチを食べている。

「ねーねー小こ鳩ばとちゃん、せっかくだからあたしと一緒に文化祭まわりましょ？」

「や!!」

　星せ奈なが元気に小鳩を誘い、小鳩は全力で逃げ回っている。

「焼きそばもたこ焼きもクレープも全部買ってあげるからー♥　一緒にクレープの食べ比べしましょう♥」

「フンギャー！」

「クレープ!?　はいはい星奈、ワタシはクレープが食べたいです！」

「ふーん」

「」

　星奈の誘い文句にマリアが釣られて勢いよく手を挙げてアピールするが、マリアに興味がない星奈はさらりと流した。

「ううー、た、助けるのだ我が眷けん属ぞくよ……」

　小こ鳩ばとが俺おれに助けを求め、後ろに隠れる。

「……星せ奈な、そろそろ勘弁してやれ」

　ため息をついて小鳩をかばう俺。

「なによ小こ鷹だか、邪魔しないでよ。あ、そうだ。つ……ついでだからあんたも一緒にまわる？　文化祭……特別についてきてもいいわよ？」

　少し顔を赤らめて星奈が言った。

「……ちょっと用事があるからあとでな」

　俺はそう言って立ち上がり、部室をあとにした。





　　






　俺が向かったのは保健室だった。

　保健室の扉には『先生は今留守です♥』というプレートが掛かっていたが、とりあえず「失礼します」と言って部屋に入る。

　室内には誰だれの姿もなかった。

　理り科かの寝ているはずのベッドに向かって、カーテン越しに小さく声をかける。

「……起きてるか？」

　もしも返事がなかったら引き返すつもりだったが、




「起きてますよー」




　ちょっと弱々しい返事が返ってきた。

「……小鷹先輩一人だけですか？」

「ああ」

「さては夜よ這ばいですね!?　大歓迎だぜ！」

　アホな台詞にもどこか元気がない。

「ちげえ。……まだしんどいなら寝てろ」

「大丈夫ですからこっちに来てお話ししてください」

　小さく嘆たん息そくし、俺は理科の言うとおりカーテンを開け、

「……！」

　思わず息を吞のむ。

　理り科かは起き上がって、ほのかに上気した顔をこっちに向けていた。

　ほとんどいつも着ている白衣と制服のブレザーはハンガーに掛かっており、着ているのはブラウスのみ。

　理科室で倒れていたときは後ろで結んでいた髪も、今は無む造ぞう作さに下ろしている。

　まごうことなき正統派美少女がそこにいた。

「どうしたんですか？」

　固まってしまった俺おれにきょとんと小首を傾かしげる理科。その仕草とやんわりした声こわ音ねがまたツボに入る。

「……お前もうずっと風邪ひいてろよ」

「いきなり真顔でとんでもない暴言を吐いてきた!?」

「じょ、冗談だ！　すまん」

　愕がく然ぜんとする理科に、さすがに今のは酷ひどいと思い謝る俺だった。

　ベッドの横にあったパイプ椅子に腰掛け、

「……で、本当にもう大丈夫なのか？」

「はい。おかげさまでだいぶ元気になりました」

　理科はそう言って微笑ほほえむ。

　たしかに倒れたときと比べて顔色が明らかによくなっていて、回復しているのは間違いなさそうだ。

「そうか。ならよかった」

「まったく理科としたことが……こんなときに倒れるなんて不覚にもほどがあります……」

「風が強いってのに屋上であんな格好してるからだよ馬鹿」

　表情を曇くもらせた理科に俺が軽かる口くちを返すと、理科は不満そうに唇を尖とがらせた。

「むー、たしかに屋上でブルマに体操着姿というのは正直とても寒かったですけど……あのあとなんとなく室内に戻らずに一時間くらいアンニュイな感じで屋上にいたのは、小こ鷹だか先輩のせいでもあるんですからね」

「あー、それは……まあ、うん……」

　俺は曖あい昧まいに言葉を濁にごした。

「…………」

「…………」

　暫しばし無言ののち、

「……夜よ空ぞら先輩からメールもらいました。上映会、中止にしたそうですね」

「ああ」

　俺おれが頷うなずくと、理り科かは咎とがめるような目を向けた。

「あーあ、ほんとにあと少しで完成だったんですから、最後までやらせてくれればよかったのに……」

「それでまたお前が倒れたら意味ねえだろ馬鹿」

「それなら、今ある95％くらい完成したバージョンを上映するとか……」

「それも駄目だ馬鹿」

「……馬鹿馬鹿言い過ぎですよ」

「すまん」

　サラッと謝りつつ、俺は……きっとあいつが伝えてないであろう言葉を伝える。




「最初は七人で観ないと意味がないんだってさ。……夜空が」




　理科が驚いた顔をする。

「夜よ空ぞら先輩が？」

「ああ。……俺も……俺たちも、そう思ったから」

「……むー……あの夜空先輩がそんなことを……」

「そうだよ。あの夜空が、だ」

「むむ」

　理科は唇をもにゅもにゅと動かしたあと、俺と反対側に顔を向けてしまった。

　長い髪からわずかにのぞく耳が、真っ赤になっているのが見える。

「お？　感動して泣いちゃったか？」

「な、ななな泣いてないし!?」

　からかってみると理科が露ろ骨こつに狼狽うろたえた。

　俺はそんな理科を微笑ほほえましく思いながら、




「……ちなみに俺は泣きそうになったぞ」




　本当のことを言った。

「……」

　理科は向こう側を向いたまま無言でじっとしている。

「……夜空が隣りん人じん部ぶを作った本当の目的、お前ならもう気づいてるんだろ？」

「当然です」

　淡たん々たんと肯定する理り科か。

　夜よ空ぞら本人に問いただしても絶対に認めようとはしないだろうけど。

　俺おれが転校してきたその時から俺のことを昔の親友だと気づいていた夜空が、新しい部を創るなんていう非コミュの人間にあるまじき大胆な行動をした本当の理由。

　あの夜空にそこまでの行動をさせることが可能な動機。

　それは俺と──いや、タカと再び友達になること。

　言ってみれば、十年前に戻ることだ。

　それほどまでに過去に執着していた夜空が──夜空までもが──今では隣りん人じん部ぶ全員のことを大事に思っているんだ。

　大きな運命に導かれたとかそんなたいそうな理由があったわけじゃなくて、たまたま、ただの偶ぐう然ぜんの積み重ねで集まった俺たちだけど、いつの間にか隣人部は、七人の部員全員にとって大切な居場所になっていた。




「……だから……大事にしなきゃいけないだろ」




　独り言のように呟つぶやいた俺に、理科はなにも答えず、かわりに大きな欠伸あくびのフリをして、

「ふぁぁ、なんか眠くなっちゃいました」

　滲にじんだ涙を拭って微笑ほほえんだ。

「ふふ、小こ鷹だか先輩、理科に乱暴するなら今ですよ。エロ同人みたいに！」

　そのままベッドに横になり、くすくすとからかうように笑う理科。

　こんな時まで下ネタの理科に嘆たん息そくし、

「お前なあ……んなことばっか言ってるけど、それでもしも俺が本当に……なんつーか、ら、乱暴？　に、及んだらどうするつもりなんだよ……」

　どうも周囲に星せ奈なとか夜空とか幸ゆき村むらがいるせいで自己評価が低くなってるフシがあるけど、お前は多分、自分が思ってるよりずっと可愛いぞ。

　……なんてことは言わないでおく。

「あは、そうなったらもうどうしようもないですねー。理科の腕力では男の人に押し倒されたら抵抗できませんし」

　理科は悪戯いたずらっぽく笑い、




「でも、小鷹先輩はしないでしょう？」




　見透かすように言った。

「…………まあ、しねえけど」

「ふふ」

　ぶすっとして言う俺おれに、会話では下ネタを好むくせに実際のお色気方面では隣りん人じん部ぶでぶっちぎりにガードが堅い理り科かは、勝ち誇るように笑った。

「ときに小こ鷹だか先輩」

「ん」

「せっかくお見舞いに来てくれたんですから、理科が眠るまで本を読んでくれませんか？」

「……しょうがねえな」

　……相手は一応病人なんだ……それくらいはしてもいいだろう。

　昔小こ鳩ばとが風邪をひいたとき、絵本を読んでやったこともあるし。

　俺が頷うなずくと、理科は嬉しそうな顔をして枕の下に手を突っ込んで一冊の文庫本を取り出した。

「これをお願いします」

「!?　なんでそんなとこに本が!?」

「ふふふ、こんなこともあろうかと、常に白衣の中にしのばせているのですよ」

「……用意周到だな」

　呆あきれつつ、俺は理科から本を受け取る。

　…………表紙にはキラキラした目の二人の男が全裸で絡み合っていた。

　タイトルは『鬼畜生物教師、秘密の個人授業』。

「ＢＬ小説じゃねえか！」

「はい。この作品は陵りよう辱じよくモノにしては比較的ソフトで、寝物語にちょうどいいんです」

「寝物語に陵辱モノを!?」

　上級者すぎる……。

「ねーねー、読んでくださいよ～先輩～」

　理科は甘えるような声を出し、




「──ちょうどいいんですよ、こういうのが」




　スッと目を細めて微笑ほほえむ理科に、俺は小さく嘆たん息そくする。

　…………こいつはつくづく気き遣づかいの人だな。

　昨日の屋上で、理り科かは言った。




　……──小こ鷹だか先輩がそれを望まれるのでしたら、理科はこれからも、これまでどおりのキャラクターを通しますけど──……




　つまりこれは、理科の気き遣づかいなのだ。

　俺おれが望んだから、理科はこれからもこれまでどおりのキャラクターを通してくれるのだと、これまでどおり接していいのだと、この上なく明確に示すための気遣い。

　……便利なアイテムだよな、ＢＬ本って。

　気配り屋の優しい少女の本質を、一瞬にして《変態腐女子》という記号で覆い尽くす、強力なフィルター。

　ロックが好きとかサッカーが好きとか芸能人の誰だれ々だれが好きとか、そういった世の中に数ある趣味嗜し好こうの一つでしかないのに、ただ普通でないというだけでその人格ごと色眼鏡で見られ実像を歪ゆがめられる、呪いにも似た記号。

　ＢＬ趣味に限らずとも、エロゲーとか、アニメとか、ラノベとか、音楽とか、アイドルとか、ファッションとか、家庭の事情とか、容姿とか、癖とか、特技とか、得意な科目とか、苦手な科目とか、好みのタイプとか、恋人とか、友達とか……あらゆるものが呪いになり得る。

　普通ってなんだよくそったれ。

　きっとお前ら一人一人がそうであるように、誰だって俺だって、自分だけの何かを抱えてんだよ馬鹿野郎。

　理解なんてしてくれなくていい。

　個性なんて便利な言葉で無む理り矢や理り肯定してくれなくてもいい。

　だけどそれでも、存在までも否定しないでくれよ。




「お前は本当に変態だな。腐ってやがる。まったく理解できねえよ」




　彼女の気遣いに心の底から感謝しながら、口汚く吐き捨てる。

　理科はにこにこしている。

　自分の好きなものを貶けなされて喜ぶ奴なんていない。

　マゾヒストでもない限り、どこの誰が好きこのんで他人から「お前は腐ってる」なんて言われたがるものか。

「……でもまあ、今日だけはしょうがねえから読んでやるよ変態腐女子」

　俺おれなんかのために自分の好きなものをあえて生いけ贄にえにするその気き遣づかいに、自分の心を引き裂くその優しさに──せめて、楽しんでもらうことで報いよう。

「ありがとうございますっ！」

「……最初のページからでいいのか？」

「しおりが挟はさんであるシーンでお願いします！」

　言われたとおりページを開く。




　全裸に白衣だけという変態的格好をした眼鏡の男が、全裸の美少年の身体を黒板に押しつけている挿さし絵えが目に飛び込んできた。




「………………ええー……」

　……これを読むのか。

　……俺が、本当に。

　想像以上のインパクトに一瞬で覚悟を挫くじかれそうになりつつ、どうにか気を取り直して朗読を開始する。

「……あー……。……ふ……ふっふっふっ、大おお沢さわくん、も、物欲しそうな顔ですねえ。そんなにも私のに……肉棒が、恋しかったのですか？」

「もっと気持ちを込めて！　ドＳ生物教師になりきって！」

　星せ奈なにエロゲー朗読をさせたときの夜よ空ぞらのように、理り科かの鋭い演技指導が入った。

「う……。そ、そんなことあるわけねえだろ！　今すぐオレから離れろてめえ！」

　今の台詞は自分ではけっこう上う手まく読めたつもりだったが、

「ちーがーうー！　隠れＭの大沢くんは本気で拒絶しているのではなく幾いく度どもの青あお山やま先生との熱い夜を経て身も心も調教済みで内心では『今日はどんなスゴいコトされちゃうんだろうドキドキ』って期待してるけど素直にそう言うのは恥ずかしくて照れ隠しで拒絶の言葉を言ってるだけです！」

「こ、このページだけでわかるかそんなもん！　わかったとしてもそんな複雑な演技、プロの声優でもないのにできるか！」

「むー……惜しいですね……先輩ってよく聞けば声優の輝き村むら幸こう平へいさんみたいないい声してるのに……」

「知らねえよ馬鹿」

　文句を言いつつ朗読を続ける。

「……さて、では今日は特別に天文学の授業をしてあげましょうかねえ。ええと、そう言いながら？　青あお山やまは、右手の指示棒で大おお沢さわのオリオンをなぞる。……オリオン？　まあいいや……。……や、やめろお。大沢の口から切ない、あ、喘あえぎが漏もれた。ふう……。あ、青山はますます嗜し虐ぎやく的な笑みを深め、左手で大沢の、大沢の……」

「大沢のなんですか!?」

「大沢の、こ……股こ間かんをまさぐった……。……先生、は、離してくださいお願いします。……おやおや、さっきまでの威い勢せいはどこに行ったのですか？　口ではそう言っても君のバニーは既に私のタイガーがやってくるのを今か今かと待ち望んでいるようですよ」

「ハァ、ハァ、ハァ……！」

「お、おい理り科か、お前鼻息荒いぞ」

「いいから続けてください！」

「わ、わかった……。ええと、ほ、本当に離されたいのですか？　それとも、つ、繫つながりたいのですか？　うう……。羞しゆう恥ちのあまり大沢の顔は耳まで真っ赤だった。そんな大沢のぷりっとした耳たぶに、青山は軽く歯を立てた……。あ、あはあー。大沢の口から」

「ちっぐわあああああああう!!」

　俺おれの朗読を遮さえぎって理科が激怒した。

「な、なんだよ!?」

「なっんっなっんっでっすっかッその棒読みはこの大根役者がッ！　舐なめてんのか!?　違う嚙かんでいるッ！　もっと大沢くんの気持ちになって！　自分が耳を甘あま嚙がみされたときのことを思い出してください！」

「されたことねえよそんなん！」

「だったら今ここで体験させてくれる！」

　血走った目をした理科がむくりと起き上がってベッドから身を乗り出し、顔を俺の顔へと急に近づけてきた。

「うおっ!?」

「!!　はっ!?」

　あと数センチで顔と顔がくっつくんじゃないかというところで理科の動きが止まり、その顔がボッと耳まで赤くなった。

「はうっ！」

　すぐに俺から離れ、再びベッドに横になり顔を反対側に向ける。

「…………すいません、ちょっと興奮しすぎました」

　恥ずかしそうにゴニョゴニョと理り科か。

「お、お、おう……」

　……危なかった……今頃になって心臓がドキドキしてきた。

「……あー、と……。び、ＢＬ好きが噓うそじゃないってのは、本当のことだったんだな」

「あ、当たり前ですよ。こんな業ごう、伊だ達てや酔すい狂きようで背負うもんですか」

　恥ずかしそうに俯うつむく理科は正直、とんでもなく可愛かった。

　見とれそうになるのを振り切って朗読を続ける。

「……ええと、じゃ、じゃあ続けるぞ？　……あはあー。大おお沢さわの口から再び切ない声が漏もれた。……ふふふ、今日は優しく可愛がってあげましょう。……言葉とは裏腹に、青あお山やまはいきなり大沢の、こ、腰を乱暴に摑つかむと、猛たけり狂う己のワイルドなタイガーを大沢の……や、やおい穴……？　へと激しく突き立て……」

　……どうしても気になって、俺おれはそこで読むのを中断した。

「……なあ理科」

「はい」

「……『タイガー』はまあ、アレの暗あん喩ゆだってことはわかるんだが……」

「くくく、アレとはなんだ？　正式名称をはっきりと言ってみろ」

「うるせえ！　そんなエロゲーの十八禁シーンみたいなやりとりはいいんだよ！」

「残念……」

「ったく……」

　気を取り直し、

「……んでさ……この、『やおい穴』ってのはなんなんだ？」

「へ？　やおい穴はやおい穴ですが？」

　きょとんと不思議そうに理科は首を傾かしげた。

「……いや、だからやおい穴ってなんだよ」

「はあ？　なんで男性なのに知らないんですか？　やおい穴というのは男性同士が結ばれるときに使うための器官です」

　まるで一般常識でも語るように言う理科。

　……うーん……恐ろしいことに、どうも冗談を言っている様子じゃないぞ……。

「…………念のために聞くけど、その『やおい穴』ってのは尻の穴とは違うのか？」

「当然です。アナルはアナル、やおい穴はやおい穴です」

　真顔で頷うなずく理科に俺は首を傾げながら、

「……ええと……両りよう性せい具ぐ有ゆうってやつか？」

「ふたなりとは全然違います!!」

　クワッと目を見開いて理り科かが叫んだ。

「いいですか!?　やおい穴とは生殖器官ではなくただ男同士が愛を確かめ合うためにのみ存在する愛の器官なのです!!　両性具有ふたなりとは違うんです!!」

「お、俺おれにマジギレすんなよ……」

　ちょっとびびる俺。

「まあ、ふたなりはふたなりで良いモノですが!!」

「なんでもアリだなお前は……」

「なんでもはないですよ。アリなものだけです」

　なぜかドヤ顔で言う理科に呆あきれつつ、気を取り直して咳せき払ばらいし、




「ともあれ…………ねえよ。そんな器官」




「……？　？」

　理科は「わけがわからないよ」という顔で首を傾かしげた。

「やおい穴なんて器官は……存在しない」

　もう一度言ってやった。

　大おお真面目まじめな顔で俺は一体なにを言ってんだろう……という自分への冷静なツッコミは、ものすごく頑張ってスルーした。

「…………ないんですか？　やおい穴」

「あるわけねえだろ」

「で、でもその本をはじめ、理科が愛読している本にはたまに登場しますよ!?」

「ほんとかよ……そんな架空の謎器官があるなんて、すげえなＢＬ世界の人類」

「か、架空の器官、なのですか……」

　理科は愕がく然ぜんとした顔を浮かべた。

「……た、たしかにごく一部の作品にしか登場しない器官ですし、他の生物の体では見たことがないので、もしかすると現実には存在しないんじゃないかという疑問を持たなかったわけではないのですが……」

「むしろどうやったら実在すると思えるんだよ」

　俺がツッコむと理科は顔を真っ赤にして、

「しょ、しょうがないじゃないですか！　リアルの人体なんてちょっと前まで全然興味なくて詳しく調べたこともなくて、男性の裸体なんて物心つく前にお風呂で見たお父さんの裸以外はフィクション作品でしか見たことなくて、漫画や挿さし絵えではそういう部分にはモザイクがかかってるのでどうなってるのか詳しくはわからないんですから！」

「……だとしても、生物学的に考えてありえねえだろ」

「それはまあ、そうなんですが……『あったらいいな♥』という夢と希望がこの天才科学者の曇くもりなき眼まなこをも曇らせてしまったといいますか……」

　もじもじと恥ずかしそうに言い訳をする天才少女だった。

　……普段エロトーク全開のくせにとんでもない勘違いを抱えてやがった。耳みみ年どし増まとかいうレベルじゃないぞ……。




「……間違いを訂正してくれる友達もいませんでしたし」




　理り科かは小声でボソリと付け加えた。

「……それはたしかにしょうがないかもな」

　思わず納得してしまう俺おれ。

　誰だれかに指摘されるまで気づかないというのは、とてもよくわかる話だ。

　俺だって、こないだ遊ゆ佐さに指摘されるまで、自分の制服のズボンの裾すそをまくっていることについて特に深く考えることはなかったからな。

　……あれがきっかけで「大人しい校風のこの学園でこのズボンの穿はきかたは浮いてるんじゃないか」と気づき、最近は普通に穿くようにしている。

　それはさておき、




「……そっか……男の子には穴ないんだ……」




「をい」

　いつぞやの夜よ空ぞらの真ま似ねだろう、理科は妙に乙女チックな顔で小さく呟つぶやいた。ひどすぎるパロディだった。

「……ったくお前は……。でもまあ、これで一つ賢くなってよかったな」

　理科は「そうですね……」と苦笑して、不意に深刻な顔になり、

「……しかし困りましたね……」

「？　なにが困るんだ？」

「前にみんなで横よこ縞しまワンダーランドに行ったじゃないですか」

「おう」

　星せ奈なが天馬ぺがさすさんにチケットをもらったので隣りん人じん部ぶで行くことになり、遊園地で遊んだあと温泉に入った。

「そのときに幸ゆき村むらくんに理り科かが性教育講座をしたじゃないですか」

「……そんなこともあったな」

　温泉で幸村が実は本当に女の子だったと発覚し、俺おれが説明してもその現実を受け入れようとしない幸村を、理科が納得させたのだ。

　あのときどんな性教育講座をしたのか、詳しくは知らないのだが……。

「……まさか」

　理科の頰ほおを冷や汗が伝う。

「……いやー……そのときに理科、幸村くんに信じ込ませちゃったんですよね……。『男性には必ずやおい穴がある』って。だからやおい穴のない幸村くんは女の子なんですよって……」

「……なんてことを……」

「てへぺろ」

「てへぺろごとじゃねえよ馬鹿！」












　強くツッコむ俺おれに、理り科かは「デスヨネー」と弱々しく笑い、

「…………どうしよう……」

「……うーん……とりあえず幸ゆき村むらに謝って誤解を解くしかないんじゃないか？」

「……幸村くん、信じてくれますかね」

「う……」と言葉に詰まる俺。

　幸村に一度思い込んだことを修正させるのはとてつもなく難しい気がする。

「……そうだ！　幸村くんだって実物を見せればきっと！」

「実物？」

「本物の男性の裸体を見せて、やおい穴が存在しないのだと突きつけるのです」

「俺は見せねえぞ」

　先回りして拒否すると理科は不満げに、

「ええ～、どう考えても小こ鷹だか先輩が最適なのに！」

「最適だろうがそんな馬鹿なことで脱ぐか馬鹿！」

「……そもそも、本当にないんですか？　やおい穴。もしかして理科を騙だまそうとしてるんじゃないですか？　ちょっとここでパンツを脱いで理科にも確認させてもらえませんかねグヒヒ……」

「アホか！」

「いだっ！」

　理科が目を輝かせて迫ってきたので、思わず頭をはたいてしまった。

「もう……病人になにするんですか先輩……」

「病人なら大人しく寝てろ馬鹿。俺はもう行くぞ」

「はいはい。そうしますよーだ」

　拗すねたようにそう言って、理科は頭まですっぽり布団を被った。

　俺は椅子から立ち上がり、理科に背を向ける。




「……お前とこうやって馬鹿なこと喋しやべってられるのも、隣りん人じん部ぶがあったからだよな。それを守りたいと思うのは、間違ってると思うか？」




　聞こえているはずだが返事はなく、俺は保健室を出たのだった。





　　






　保健室を出て部室に戻り、理り科かの容態を隣りん人じん部ぶの面々に伝えた。

　つまり──いつもの調子に戻ってくれた、と。

　俺おれの報告を聞き、部員たちは一いち様ように喜んだ。

　そのあとは人混みが苦手な夜よ空ぞらを部室に残して、星せ奈な、小こ鳩ばと、マリア、幸ゆき村むらと一緒に食べ物屋を巡って食べ物を買い集め、部室に戻ってみんなで食べた。

　理科への差し入れにチョコバナナなども買ったのだが、買ったあとで保健室は飲食禁止だということに思い至りそれも全部俺たちで食べた。

　昼前くらいに理科から俺たちに『動いても問題なさそうなので今日は帰ります』というメールが入り、念のため本当に帰ったのかどうか理科室に確認しに行ったところ室内に人の気配はなかった。帰るというのは噓うそではなかったようだ。

　腹もふくれたところで今日は解散ということになり、家に帰った。

　文化祭は自由登校のため、いつ帰っても問題ないのだ。




　……俺たちの文化祭一日目は、こうして終了となった。





光に背を向けて







　翌日、日曜日。

　今日は文化祭の二日目で、学園祭の最終日でもある。

　映画の上映会は一日だけの予定だったので、今日は特にやることがない。

　談話室２も今日は別のグループの企画（人形劇らしい）が入っていて、昨日中止になった上映会を繰くり下さげで行うこともできない。

「小鳩、今日も文化祭行くか？」

　朝遅い時間に起きてきてモソモソと朝食を食べている小鳩に尋たずねると、

「……ん……行かへん……」

　半分寝ているような声でそんな答えが返ってきた。

　そんなわけで俺も今日は家で休むことにした。

　俺と小鳩が今日は行かないということをメールで部員たちに伝えると、星奈からは「小鳩ちゃんが来ないんだったらあたしも行かない」という返事がきた。

　昨日から行かないと言っていた夜空からは「そうか」と短い三文字だけの返事。

　幸ゆき村むらからは「わたくしは自分のくらすの出し物のため今日も登校しますが、あにきはごゆっくりお休みください」という旨の馬鹿丁寧なメールが来た。

　理り科かからはタイトルに「ｂ」とだけ書かれたメールが来た。

「ビー……？」

　意味がわからなかったので「？」と返すと、「グッと親指を立てている表現ですｂ」と解説のメールが来た。

「な、なるほど……！」

　思わず感動して唸うなり、自分の左手の親指を立ててまじまじと見つつ、俺おれもタイトルに「ｂ」とだけ書いて送った。

　それから午前中は二度寝して、昼過ぎにチャーハンを作って食べた。

　遅めの昼食のあと、再びベッドに寝転がって小説を読んでいると眠くなってきた。

　うとうとしながら文字を追っているとき、机の上に置いてあったケータイが鳴ったのでびくんとなった。

　確認すると理科からだった。

「な……!?」

　文面を読んで俺は思わず声を上げた。




　隣りん人じん部ぶの皆さんへ。映画が完成したので部室に来てください。





　　






　リビングでおなか丸出しで寝ていた小こ鳩ばとを起こし、身み支じ度たくをして、電車とバスを乗り継いで聖クロニカ学園に着いたのは、午後５時──４時に学園祭が終了してから、一時間ほど経たってのことだった。

　すでに日は沈み、模も擬ぎ店てんなどもすべて終了しているのだが、学園はまだまだ賑にぎやかなお祭りの雰囲気が続いていた。

　グラウンドの真ん中には薪まきが祭さい壇だんのように組まれており、それを中心に大勢の人が集まっている。

　伝統ある学校だからかどうかは知らないが、今どき珍しいことに、この学校では学園祭の終わりにキャンプファイヤーをやるらしい。

　俺たちが到着した時、今まさにそれが始まるところで、自由の女神とか古代ギリシャの人が着ているようなゆったりした白装束（あとで調べたところでは、ヒマティオンという名前らしい）を纏った一人の女性がグラウンドの隅に現れた。

　生徒会長、日ひ高だか日向ひなた。

　その手には松明たいまつを持っている。

　荘そう厳ごんなＢＧＭが流れはじめ、会長と同じような格好をした遊ゆ佐さ葵あおいがちょこちょこと会長の前に進み出て、松明にライターで火をつける。

　松明の先にぼう──とオレンジの炎が灯ともり、周囲を照らす。

　観衆からざわめきが上がり、しかしほどなく静かになった。

　松明を掲げ、ゆっくりと中央へと歩いて行く生徒会長。

　もともとの清せい楚そな外見と衣装が相まって、神々しささえ感じられた。

　それを見つめる大勢の人々──学園祭スタッフ、同じデザインのＴシャツを着たグループ、教師、シスター、学外からの親子連れ、友達同士であろう数人の集まり、手を繫つないでいるカップル……。

　厳かで、穏やかで、楽しげで、どこか物悲しく──充みたされた光景。

　その光景を横目に、俺おれたちは礼拝堂へと向かう。

　歩いている途中、後方でわっと歓声が上がるのが聞こえた。

　きっと中央で大きな炎が燃え上がったのだろう。

　俺は振り返らなかった。





　　






　部室に入ると、すでにマリアを含む隣りん人じん部ぶの五人が揃そろっており、中央のテーブルにはプロジェクターが置かれていた。




「遅いですよ小こ鷹だか先輩。上映会の準備、できてますよ」




　プロジェクターに繫がれたパソコンをいじりながら、理り科かが微笑ほほえんだ。

　髪は昨日の保健室と同じ黒髪ストレート、服装は普通の制服。

「しょうがねえだろ。家遠いんだから」と俺は言って、

「……お前もしかして、今日も映画の編集やってたのか？」

「そですよ」

　あっさり頷うなずく理科。

　そういえば理科のメールには今日どうするかなど一切書かれていなかったことに、今更思い至る。

「お前なあ……」

　あんまり無茶するなとか、それならひとこと言ってほしかったとか、文句を言おうとして、途中でやめた。

　あえて言う意味がないと気づいたからだ。

　俺おれたちからそういう文句が出ることなんて承知の上で、こいつはこれまでどおりの、『いつの間にか陰で色々やってくれている便利屋』としての行動を選んだのだろう。

「えー、ゴホン」

　理り科かが咳せき払ばらいして椅子から立ち上がる。

　それから真剣な顔になり、




「今回は理科のせいでご迷惑をおかけして、大変申し訳ありませんでした」




　丁寧な口調で謝り、深々と頭を下げた。

　それに対して隣りん人じん部ぶの面々は、

「ふん、べ、べつに……」と気まずそうな戸惑い顔で夜よ空ぞら。もっと色々と言いたいことがあるのだろうが、上う手まく言葉にできないようだった。

「理科どの、お気になさらず」といつものようにやんわりと幸ゆき村むら。

「そんなのいいから早く見せなさいよ！　もう待ちくたびれてるんだから！」

　星せ奈なが急せかす。

　本気でまったくなにも気にせず、純粋に映画を観るのを楽しみにしているようだ。

　そんな星奈に、理科が微妙に眩まぶしそうに目を細め苦笑する。

「あはは、ワタシもはやくえーが見たいぞ！」とマリア。

「ククク……見せてもらおうか……人間どもの無様な悪わる足あ搔がきを……」と小こ鳩ばと姫ひめ。

　顔を上げた理科は微笑ほほえみ、

「それでは始めますよ！　電気を消してください」

「おう！」

　俺が部屋の明かりを消す。

　理科がカチッとマウスをクリックすると、部室の白い壁に映像が投影される。

　と、そのとき、外から楽しげな音楽が聞こえてきた。

　曲名は『マイムマイム』。

　キャンプファイヤーを囲んでのフォークダンスという、輝かしい青春を象徴するかのようなイベントが始まったらしい。

　外からの音楽を断ち切るかのように、室内に設置されたスピーカーから勇壮な音楽が大音量で流れ出す。

『モンスター狩人』のオープニングテーマ曲だ。

　この映画のＢＧＭは基本的に、星せ奈なが所持しているゲームのサウンドトラックから（勝手に）使われている。

　画面に何体もの金色の龍りゆうが現れ、マリアと小こ鳩ばとが「おおー！」と歓声を上げた。

「むう……」

「はー……」

　夜よ空ぞらと幸ゆき村むらも見入っている。

　そんな部員たちの反応に理り科かがちょっと得意げな笑みを浮かべ、なぜか星奈も「ふふん」とドヤ顔をしていた。

　龍は複雑に絡み合ってやがて融合し、文章の形になる。





　偉大なるカスィ・ウァズァキィ・スェナの伝説




　　　　　　　～愛、それは生きるとは死ぬことと見つけたり～






　……何度見ても意味不明で酷ひどいタイトルだった。

　なまじ映像と音楽がかっこいいものだから、タイトルの残念さがいっそう際きわ立だっている。

　見入っていた夜空と小鳩がぐんにょりと残念そうな顔になり、幸村から表情が消え、理科が小さくため息をつく。

　マリアは「おー」と楽しそうで、星奈はうっとりと画面を見つめている。

　タイトルが金色の光の粒となって霧む散さんしたあと、ついに本編が始まった──……。





　　






　映画が終わった。

　一時間弱の本編が終わり、十八禁ゲーム『ＲＩＡ』のエンディングテーマソングである『烏からすの詩うた』とともに、スタッフロールが流れている。

　俺おれたちの名前のほか、『協力』の名目で音楽を（勝手に）使用したゲームのタイトルやその作曲家や歌手名、撮影に使った場所、機材のメーカーなど、大作映画ばりに多くの名前が出てきて、最後に『創造神　柏かしわ崎ざき星奈』と『製作　聖クロニカ学園隣りん人じん部ぶ』の名前が流れたあと、画面中央に『ＴＨＥ　ＥＮＤ』の文字が表示される。

　それと同時に曲も終わった。

「………………」

　数十秒ほどの沈黙ののち、俺おれは立ち上がり、部屋の明かりをつけた。

「はぁ、最っ高にいい映画だったわ……」

　恍こう惚こつの表情を浮かべながら星せ奈なが言った。

「感動的なストーリーに、それを盛り上げる映像と音楽！　なんかの賞に出したら優勝間違いなしの傑けつ作さく映画ね！　さすがあたし！　理り科かもよくやったわね褒ほめてあげるわ！　まああたし的には、天才監督のデビュー作の演出にしてはちょっと物足りないかなーって思うとこもけっこうあったけど、まずまずの出来だったわよ！」

　上機嫌で理科の背中をぽんぽんと叩たたく。

「……うぜえ」

　本気でイラッとしたらしく、理科が小さく呟つぶやいた。ちょっと怖い。

「え？　なんか言った？」

「いえ、なんでもありません。褒めていただき光栄です」

「うんうん、光栄に思いなさい！」

　無表情で淡たん々たんと言う理科に、星奈は機嫌よさそうに笑った。

「…………まあ、アクションシーンはよかった。ＣＧたくさんでかっこよかったな……うん。私が飛んだり龍りゆうとか出したし……」

　夜よ空ぞらは意外と満足している様子だった。

「わたくしと夜空のあねごの対決の場面がたいへん良かったです」

　幸ゆき村むらも柔らかな笑みを浮かべて言い、夜空も、「たしかにあのシーンの映像は神がかっていたな」と強く頷うなずき、

「…………なんで戦っていたのかは全くわからなかったが」

「あねごもでしたか。じつはわたくしもさっぱり……」

　口々に言う夜空と幸村。

「ククク……我が究極の秘ひ術じゆつ、対たい神しん術じゆつ式しき《天魔煌葬神滅衝デミウルゴス・ジヤツジメント》をあそこまで再現するとは、人間にしてはなかなかやるではないか……」

　小こ鳩ばとが満足そうに理科を褒めると、星奈がぱあっと顔を輝かせ、

「でしょう!?　気に入ってもらえて嬉しいわ！」

「あんだやないわあほ」

　小鳩が鬱うつ陶とうしそうに冷たく吐き捨てると、星奈は涙目になった。

「こ、小こ鳩ばとちゃんが冷たい……！　でもクール小鳩ちゃんも可愛い……」

　小鳩ならなんでもいいのかお前は。

「ていうか！　なんで誰だれもストーリーを褒ほめてくれないのよ!?」

　憤りながら星せ奈なが俺おれに目を向けてきた。サッと目を逸そらす俺。

「小こ鷹だかまで……。うぐぐ……この芸術的な神ストーリーが理解できないなんて、どいつもこいつもボンクラばっかりね！」

「逆ギレするな電波脚本家」と冷ややかに夜よ空ぞら。

「はぁ!?　パクリ駄目っ子どうぶつに言われたくないわよ！」

「……」

　夜空が顔をひきつらせる。

　一時の転落っぷりから復活して元気に映画撮影に取り組んでいた夜空だが、まだあの件を突かれると弱いらしい。

「なーなー星奈、ワタシはこのお話すごい面白かったぞ！」

「え!?」

　マリアの言葉に、星奈の顔が明るくなった。

「「「「「え？」」」」」

　星奈とマリア以外の全員が意外な顔をする。

「そ、そう……？　そんな面白かった？」

「うんっ！　超面白かったぞ！」

「へえ……」

　にへらと星奈が相好を崩す。

「ふふん、あんたただの馬鹿なうん子だと思ってたけど、さすが飛び級してる天才だけのことはあるのね！　やっぱり天才にはわかるものなのよ！」

　さらりと酷ひどいことを言いながら得意げに鼻をひくつかせる星奈に、マリアは満面の笑顔で、

「あはは、ワタシは天才だからな！　なんかいきなり魔法とか龍りゆうとかがぐわーって出てくるのでよかったなー！　あとなー、伏線とかなんにもないのが逆に面白いなー！　べつに戦う理由が見当たらないのに戦ってるのもいいと思います！　現代社会の縮しゆく図ずとゆうやつだな！　社会派コメディを書けるなんて星奈はすごいなー！　まるでお兄ちゃんのお話みたいですごい面白かったぞあはは！」

「…………壮大なスケールの純愛ファンタジーなのに……。……ていうか……小鷹の話みたい……？　ここまで屈くつ辱じよく的てきな言葉は初めてだわ……」

　ギリ……ッ！

「ふぇっ!?」

　怒りでわなわなと震え歯は嚙がみする星せ奈なに、マリアがびびる。

　屈くつ辱じよくなのは俺おれのほうだぜ……まさか俺のトークがこの映画の超電波ストーリーと同列にされるとは……。

「……ふむ……小こ鷹だかの話といい、要するにマリアは不ふ条じよう理り系が好きなのだな」

「なるほど！　ようやくしっくりきました」

　納得顔で夜よ空ぞらが頷うなずき、理り科かが賛同する。

「ふ、不条理系だと……!?　俺のトークが……!?」

「うう～！　覚えてなさいよ！　今度作るときは絶対にあんたたちが感動してあたしにひれ伏すようなのを書いてやるんだから！」

　涙目で星奈が叫ぶと、

「さすが星奈のあねご。これほどまでに無残な敗北を喫きつしようとも立ち上がろうとするその不ふ屈くつの闘志、見習いたいものです」

「無残な敗北とまで言う!?」

　幸ゆき村むらが星奈に追い撃うちをかけた。

「じょうだんです」

　がっくりと落ち込む星奈に、幸村はいたずらっぽく柔らかな笑みを浮かべた。

「……つーか、そもそも次なんてあるのか？」

　俺の問いに、

「あるに決まってるじゃない！　このあたしがこのまま終わるなんてありえないわ！」

　顔をあげ、星奈はそう力強く断言した。

　それから俺たちにちょっと弱気な声でおずおずと、

「…………やるわよね？　また……」

「……まあ、気が向いたらな。……わりと楽しかったし」

　夜空がボソリと素っ気なく答えた。

　他の部員たちも否定せず、前向きに考えている様子だ。

「……さすがに一人で編集作業全部やるのは大変だったので、せめて皆さんが最低限の技術を習得してからにしてくださいね」と理科が苦笑する。

「おまかせください、理科どの」

「あはは、ワタシもこんぴゅーたー使えるようになって龍りゆうとか出せるようになるぞ！」

「あ、マリアさんはべつにいいです。なんか機械壊されそうで怖いんで」

「」

「冗談です。ちゃんと教えてあげますから」

　理り科かは──今回の映画作り最大の功労者は──そう言って笑顔を浮かべた。




　……こうして、隣りん人じん部ぶの学園祭の活動は、人知れず幕を閉じた。

　そもそもなにをやるのか決める段階からグダグダで。

　脚本は難航し、配役でも大いに揉もめ、果ては盗作騒動まであって、最終的に決まった脚本は恐るべき電波ストーリーで。

　完成が間に合わず、文化祭で発表することもできなくて。

　紆う余よ曲きよく折せつの末に出来上がったのは、映像と音楽（無断使用）だけは凄すごい残念映画で。

　外では他の参加者が煌こう々こうと輝く炎ひかりを囲んで盛り上がっているときに、部室で身内だけの上映会。

　最初から最後までぐだぐだの、傍はた目めからは失敗に終わったようにしか見えないであろう、これが俺おれたちの学園祭の全てだった。

　それでもこの一ヶ月間は、これまで俺が経験してきた学園祭の中で──それどころかこれまでの人生の中で──、ぶっちぎりで充実していたと思う。














　──人生に一度あるかないかの奇跡みたいな偶ぐう然ぜんで生まれたこの場所を、たとえ未来と引き替えにしてでも守りたいと思ってしまうほどに。





（終わり）







臆おく病びような自尊心と尊大な羞しゆう恥ち心しん







　しかし残念ながら残念な物語は終わらない。

　学園祭が終わって、再びいつもの日常が始まった。

　振ふり替かえ休日の月曜日を挟はさんで学校に行くと、校門や校庭の学園祭用の飾り付けはすっかり元通りになっていた。

　とはいえ完全に元に戻っているのは外からも目立つ部分だけで、校内にはまだ片付け途中のダンボールや木材などが色んなところに置かれていて、出し物の告知ポスターなども貼ったままになっている。

　校内全体に、祭りのあと特有の弛し緩かんした空気が漂ただよっている気がした。

　俺おれを含め、授業中に眠そうにしている生徒の数も普段より多い気がする。

　それでなくても今２年５組で行われている現代文の授業は眠くなる授業の典型のため、俺も意識を持っていかれそうになるのを必死で耐えていた。

　授業の題材は中なか島じま敦あつしの『山さん月げつ記き』。

　舞台は昔の中国で、優秀だが周囲と上う手まく付き合えない男が詩人として身を立てようとするも上手くいかず、発狂して虎になってしまうという内容らしい。

「……えー、役人を辞めた李り徴ちようは人との交わりを断ち、一人ひたすら詩作に精を出しましたが、なかなか芽が出なかったわけです。こんなとき、普通ならどうするんでしょうねえ。……三み日か月づきさん、どうですか？」

　教室をゆっくり歩きながらのんびりとした口調で喋しやべっていた柔和な男性教師が、夜よ空ぞらに話を振った。

　ちなみに夜空はわりと授業中に教師からの指名を受けやすい。

　優等生の夜空に答えさせればスムーズに授業が進められる……そんな思おも惑わくがあるような気がする。

　先生の期待どおり、今回も夜空はいつものように淡たん々たんと正しい答えを返す──と思いきや、「え……」と珍しく言葉に詰まった。

　少し慌あわてた様子で教科書をぱらぱらとめくり、自信なさそうにぽつりと、

「………じ、自じ嘲ちようする……？」

　と答えた。

　本文中に李徴には自じ嘲ちよう癖へきがあると書かれているので、それが正解だと考えたのだろう。

「ははは、三日月さんが冗談を言うなんて珍しいですね」

　本当に冗談だと思ったらしく、先生はおかしそうに笑った。

　夜よ空ぞらはさらに困惑し、

「え……あ……と……。…………じゃあ諦あきらめます」

「はは……」

　真顔で答える夜空にまたも先生は笑ったが、どうやら夜空が本当にわからないのだと察したらしく、「では鈴すず木きくん、どうですか？」と夜空の後ろの席の生徒を指名した。




「んー……他の人に相談します」




「そうですね。こういう場合、普通なら人を頼りますが、李り徴ちようは──……」

　特に深く考えた様子もなく、なんとなくという感じで言った鈴木くんの答えは正しかったらしく、先生はそのまま話を進めていく。

　夜空は俯うつむいて教科書をじっと睨にらんでいる。その顔は耳まで赤くなっていた。





　　






「あーもう納得いかない！」

　放課後、俺おれと二人で隣りん人じん部ぶの部室へと向かう道すがら、周囲に人ひと気けがなくなったところで夜空がいきなりキレた。

「な、なにがだよ？」

　本当に唐突だったのでびっくりした。

「決まっている！　今日の現国の授業のことだ！」

「あー……」

　現国の授業があったのは三限目だから……五時間近くも前のことになる。どんだけ引きずってるんだよ。

「……授業でお前が失敗するなんて珍しいよな。予習してなかったのか？」

「予習は今日も完璧だった。でもあんなの、参考書に書いてなかったし……」

　むすっとした顔で夜空が言う。

「まあ、問題っていうか、ちょっと話を振ってみただけって感じだからな。そりゃ参考書には書いてないか」

　夜空はますます不機嫌になり、

「あんな意地悪な質問をするとは、あの卑ひ怯きよう者もののドＳ教師め！　陰いん険けんハゲ！　アホ！　あのハゲ！　ボケ！　水虫持ち！　馬鹿！　うんこ！」

　頭に血が上っているせいか悪口のボキャブラリーが貧困だった。

「そもそもだな、困ったとき素直に他人に頼れるような人間なら、最初から公務員をやめて詩人など目指すものか馬鹿め！　あのハゲは李り徴ちようの気持ちがなにもわかってない！　あんな薄らハゲの凡ぼん愚ぐに李徴の崇すう高こうな志こころざしを語る資格などないのだバーカバーカ！」

「お、おう……」

　苦笑いを浮かべて聞き流す俺おれ。

　……夜よ空ぞらが答えられないと察するやサッと他の生徒を指名するとか、いい先生だと思うけどな。

　夜空の愚ぐ痴ちは先生に対する罵ば詈り雑ぞう言ごんや李徴に対する共感、「そもそも文学とはなんぞや」という持論から日本の教育批判にまでおよんだ。

　支し離り滅めつ裂れつすぎて内容はさっぱり理解できなかったが。

「虎と化かすまでに狂気するほどの苦悩、到底俗ぞく物ぶつの尺度などで測れるものではなく──聞いてるのか小こ鷹だか!?」

「え？　あ、お、おう。芸術家は大変だなー」

「ああ、そのとおりだ！　いかに才能ある芸術家であっても、苦悩のあまり時には道を誤ることもある……」

「盗作したりとか？」

「……え……う、うん……ままあ、そそういうことも、ああるかもしれない…………意地悪」

　饒じよう舌ぜつだったのが途端にキョドり、叱られた猫のようにしゅんとなる。こいつが李徴のように虎になることはないだろうなあ……。




　……ちなみに実を言うと。

　クラスメートの鈴すず木きくんには特に深く考えるまでもなく「なんとなく」で普通に答えられてしまう問題がわからなかったのは、俺も同じだった。

　人に頼る……か。

　……あっさり言ってくれるよな……。





友達つくりゲーム







「そろってるわね愚ぐ民みんども！　とラブリーエンジェル小こ鳩ばとちゃん！」

　俺おれと夜よ空ぞらが部室に来てから５分ほど経たって、星せ奈なが勢いよく部室に入ってきた。

　部室にはすでに俺、夜空、理り科か、幸ゆき村むら、小鳩、マリアの全員が揃そろっている。

　びくん、と小鳩が嫌そうな顔をして、

「黙れ死ねハゲ」

　部室に来てからずっと不機嫌モードで国語の教科書を読んでいた夜空が、本から顔も上げずに言った。

「ハゲ!?　そんなこと言われたの初めてだわ……」

　星奈は怒るのではなく驚き、

「あれ？　なんであんた国語の教科書なんて読んでるの？」

「……べつに。今日はそういう気分というだけだ」

「ふーん。まああんたの気分とかどうでもいいわ。そんなことより！」

　星奈は持っていた紙袋からなにかを取り出した。

　だいたい50センチ四方の、かなり大きい平たい箱。

「今日はこれをやるわよ！」

　どんっ！　とテーブルの上に箱を置く。

　と、

「せんせー！」

　俺たちが部屋に来る前からずっと熱心にＰＳＰをプレイしていた理科（髪型は昨日と同じストレートで眼鏡＆白衣なし、制服ですらなく、秋っぽい感じの私服。可愛い）が、片手で器用にＰＳＰを操作しながら挙手をした。

「なによ？」

「ウルメカＺ再さい世せい編をクリアしたいので今日は帰っていいですか」

「駄目よ。あとにしなさい」

「……むー、積みゲーと積ん読とアニメの録画が溜たまってて大変なんですけど……」

　渋々といった様子で理科が顔を上げ、星奈が持ってきた箱に目をやる。

「なんです？　これ」

「でーえっくす友達つくりげーむ、ですか」

　幸村がパッケージに書かれていたタイトルを読み上げる。

「デラックスな」と一応ツッコむ俺おれ。

『ＤＸ友達つくりゲーム』。

　パッケージには子供たちがラリったような笑顔でそのゲームを遊んでいる光景が劇画調で描かれており、「パーティーゲームの決定版！　友達みんなで盛り上がろう！」という煽あおり文句が血文字のようなフォントで踊っている。

「ちょっと前に近所のおもちゃ屋さんで見つけたの！　文化祭終わったらやろうと思って！　どう!?　隣りん人じん部ぶの活動に相応ふさわしいでしょ!?」

　得意げな顔をする星せ奈な。

　タイトルがタイトルのため、誰だれからも反論は出ない。

「……『友達つくりゲーム』って……よくもここまでピンポイントな名前のゲームがあったものだな……」

　星奈の提案には大抵文句をつける夜よ空ぞらも、呆あきれ半分感心半分という感じだった。

「なーなー、これどうやって遊ぶやつなのだ!?」

　興きよう味み津しん々しんな様子のマリア。

「ふむ……恐らく、モノポリーとか半生ゲームとかと同じく、双すご六ろくに何らかの要素をプラスしたようなボードゲームの仲間ですね……」

　真面目まじめな顔で箱を色んな角度から観察しながら理り科かが言った。

「……恐らくっつーか、どう見てもそれ系じゃね？」

　俺がツッコむと理科は顔を赤くして、

「……こ、この手のアナログゲームはやったことがないので仕方ないじゃないですか！」

「そうなのか？」

「小こ鷹だか先輩はあるとでも!?」

　なぜかムキになる理科に、

「双六くらいならそりゃあるぞ。……小こ鳩ばとと親父と三人で……。一応モノポリーも家にあるけど小鳩がルール理解できなかった」

「あ、あんちゃん！　言わんといてよ！」

　小鳩が真っ赤になって抗議してくる。

「ク……ククク……あ、あれは難しいので苦手じゃ……」

「まあ、たしかにモノポリーのルールはけっこう複雑だよな」

「お兄ちゃん！　モノポリーならワタシもババアとかとずーっと昔にやったことあるぞ！　最初のほうはババアがちょっと強かったけど最後のほうはワタシが強すぎて他のザコどもは相手にならなかったのだ！」

「うぐぐ……」

　マリアの言葉に悔しげに呻うめく小こ鳩ばとだった。

「わたくしも双すご六ろくならやったことがあります」と幸ゆき村むら。

「……私も昔は……」

　夜よ空ぞらがなぜか悲しげに言いかけ、それを誤ご魔ま化かすように、

「わ、私もアナログゲームはそれなりに嗜たしなむぞ。将棋チェストランプウノオセロ双六モノポリー半生ゲーム、遊ゆう技ぎ帝ていカードにヒストリースピーク……」

「へえ、そりゃ意外だな。トレーディングカードまで──あ」

「ふっ、トモちゃ──」

「オチが読めたから言わなくていい」

　遮さえぎって俺おれが言うと夜空は口をωにして、「ソリティアとエイトクイーンなら本当に得意だし……」と拗すねたように言った。どっちも一人用じゃねえか。

「あたしもお正月にはパパや親戚と遊んでたわ」と星せ奈なが言って、

「……むー……となると、ボードゲームを一切やったことがないのは理り科かだけですか」

　ちょっと拗ねたように理科が口を尖とがらせた。

「大丈夫よ、あたしが教えてあげるから！　えーとね、サイコロってわかる？　四角くて１から６までの、」

「じ、実際にやったことがないだけで、どういうものかくらい知ってます！　ていうかサイコロの説明からってどんだけ馬鹿にしてるんですか！　赤ん坊の頃から乱数のプログラムだって作れたっちゅーねん！」

　多分悪気はないのに超上から目線の星奈に、理科が憤ふん慨がいする。

「お、怒らなくてもいいじゃない。せっかくあたしが優しくしてあげようと思ったのに」

「……貴様は本当に人をむかつかせる天才だな……」

　夜空が呆あきれ顔で言い、

「え、あたしが天才って!?」

「都合のいい部分だけ聞くな馬鹿肉」

　ぺちっ、とハエ叩たたきで夜空が星奈を叩いた。

「……つか、赤ん坊の頃からプログラム作れたってすげえな」

「……すいませんそれは噓うそです」

　小声で俺が言うと、理科は微妙に恥ずかしそうに顔を俯うつむけた。





　　






　ともあれそんなやりとりを経つつ、本日の隣りん人じん部ぶの活動は『友達つくりゲーム』に決まった。

　持ってきた星せ奈なもまだプレイしたことがないらしく、まずは説明書を読んでみんなでルールの確認をする。

　ゲームは見た目通り双すご六ろくの派生系で、高校入学～卒業までという舞台設定があるらしい。

　プレイ可能人数は２人からだが、エア友達などを利用すれば１人で遊べなくもない。

　具体的なルールは、





　・ダイスを振って出た目の数だけ進み、止まったマスに書いてある指示に従いながらゴール（卒業）に向かって進む。

　・各プレイヤーにはスタート（入学）時、５人の友達と所持金千円（もちろん本物の現金ではなくおもちゃのチップだ）、アイテムがランダムで３つずつ配られる。






「はは、入学時点から友達が５人もいるなんて……。ゲームとはいえもっとリアリティがほしいもんだぜ」

「小こ鷹だかうるさい（星奈）」

「すいません」





　・止まったマスによって友達や所持金が増えたり減ったりする。友達かお金がゼロになったプレイヤーはゲームオーバー。






「お金がなかったら生きていけないのかー。世の中きびしいなー」

　マリアが神妙な顔で言った。

「友達ゼロでも終わりか……現実だったら俺おれたち全員最初からゲームオーバーだな」

「…………（にっこり）」

　……理り科かからの無言の圧力を感じたので俺は黙った。





　・ゴールした順番に応じてお金を獲得でき、千円につき友達が１人増える。

　・全員がゴールした時点でゲーム終了となり、一番友達が多かったプレイヤーの勝ち。






「……親しげな顔をしてカネ目当てにすり寄ってくる人間には気をつけろってパパが言ってたわ」

　星せ奈なが大おお真面目まじめな顔で言った。

「……あの人が言うと説得力が半端ないな」

　やっぱり天馬ぺがさすさんもそういうので苦労してきたのだろうか。金持ちも大変だ。





　・アイテムは自分のターンのダイスを振る前に、１ターンにつき１つだけ使用可能。アイテムによっては、使用する際にお金か友達を消費する必要がある。






「友達を消費ってなによ!?」

「すさまじい響きだな……」

　星奈と夜よ空ぞらが口々に言った。





　・ゴールする前のプレーヤー同士ならば、好きなタイミングで友達、お金、アイテムを自由な条件でトレードすることができる。






「つまり友達がいなくなってゲームオーバーになりそうなとき、金や物と引き替えに他人から友達を買い取ることも可能ということだな……」

　夜空は難しい顔で呟つぶやき、

「…………酷ひどいシステムだ」と顔をしかめた。

「逆にお金に困っているときに友達を売り飛ばすことも可能ということですね……こっちのほうがより酷いです」と理り科か。

「わたくしはあにきのためならば、借金のかたに売られてもかまいません」

「いや売らねえから！」

　そもそも借金とか絶対にしないと思いつつ、慌あわててツッコむ俺おれに、

「あにき……なんとお優しい……」

　ぽーっとした顔で見つめてくる幸ゆき村むらだった。




　基本的なルールを覚えたところで、とりあえずプレイを開始する。

　順番はじゃんけんで決め、星奈、マリア、俺、夜空、理科、幸村、小こ鳩ばとという順番になった。

「それじゃ、いくわよ！」

　星奈がダイスを振った。ちなみにダイスはなんの変哲もない六面ダイスだ。

　出た目の数は。

「いきなり６が出るなんてさすがあたしね！　約束されし勝利のあたしが真っ先にゴールしてみせるわ！」

　上機嫌で星せ奈なが自分のコマを６マス進め、止まったマスに書かれた指示を読む。

「えーと…………『高校デビューではっちゃけすぎてクラスで孤立した。友達が二人減った』……えええ!?」

　いきなりの惨さん事じに星奈が悲鳴を上げた。

「……リアルな展開だな……。リア充な高校生活を夢見て色々やらかした結果、数少ない中学時代からの友達にまでドン引きされて距離を置かれる肉の姿が目に浮かぶようだ」

　淡たん々たんと夜よ空ぞらが言い、

「アイツ、すっかり変わっちまったな……」

「ああ……アイツはもう私たちの知っているアイツじゃないんだな……」

　遠い目で友達役を演じる理り科かと夜空。ノリいいなお前ら。

「あ、あたしはそんな目にあったことないわよ！」星奈は涙目になり、「だいたい、ちょっとやらかしたくらいで離れていくような友達なんて最初から友達じゃなかったのよ！　残った三人こそ本当の友達だわ！」

　二人の友達（マッチ棒くらいの長さのプラスチック製のバー）を捨て、残った三本を大切そうに握りしめる星奈。

「うう……あかね、やよい、れいか……あんたたちだけがあたしの本当の友達よ……」

「名前つけるのかよ……」

　ちなみに友達バーの色やサイズは全部同じで、見分けなどまったくつかない。

「あはは、次はワタシの番なのだ！」

　マリアが元気よくダイスを振る。

　が出た。

「…………」

　マリアは無表情になり、コマを６マス進め、無言のまま友達を二人捨て、

「……そういえばなー……ワタシも高校はいったときやらかしたなー……あはは……」

　虚うつろな目をして微笑ほほえんだ。

「さ、さーて、次は俺おれの番だなーアハハ……」

　努めて明るく言って、俺はダイスを拾って転がした。

　出たのはが。

「はは、１かよー。まあ高校デビュー失敗しなかっただけ……ええと、」

　１マス進め、マスに書かれた文章を読む。




　今こそ高校デビューのチャンスだ!!　５マス進んでクラスメートに差をつけろ!!




　…………ハイテンションの文章がとてもイラッとする。

　というわけで５マス進み、友達２人を捨てる俺おれ。

「あははお兄ちゃんも高校デビュー失敗しとるげー！　わーいワタシとお兄ちゃんは高校デビュー失敗仲間なのだあはは！　にゅいー！」

　元気よく笑って抱きついてくるマリア。

「そうだな、仲間仲間」

「あははは！」

　頭を撫なでてやるとマリアはますます嬉しそうに笑った。

　転校初日に遅刻したことを思い出して凹へこむんだけど、まあマリアが喜んでくれたならそれでいいか……。

「……ふん、友達が高校進学と同時にいきなりロリコンの変態になったら、離れていくのも無理はないな……」

　不機嫌そうに言いながら、夜よ空ぞらがダイスを振る。

　出た目は。

「……ええと……『高校デビューしようと勇気を出して美容院に行ったら微妙な髪型にされてしまい、気になって入学式の朝ずっと髪の毛をいじっていたら遅刻した。友達が１人減った』…………貴様は私か！」

　わなわなと震えながら指示を読んだあと、全力でツッコむ夜空。

「そのツッコミは斬新だな……」

「私か！　って……まあ夜空先輩なんですけど」

「夜空あんたそんなことあったの？」

「…………入学式ではないがな。ってそんなことはいい！　ほら次はお前だ！」

　夜空は強引に話を打ち切り、ダイスを理り科かに渡す。

　理科はすぐに転がさず、じっと盤ばん面めんを凝ぎよう視しし、

「……ふむ……１と２と４と６は止まると悪いことが起きるマス……ここは５を出すのが正解ですね……」

　マスに書かれている指示をチェックしたらしいが、

「そんなの確認してどう──まさか……！」

　理り科かのあまりに真剣な表情にハッとする俺おれ。

　夜よ空ぞらも息を吞のみ、

「貴様……自由に操あやつれるというのか!?　ダイスの目を……!?」

　愕がく然ぜんとする俺たちに、理科は不敵な笑みを向けた。

　さ、さすが天才科学者、そんなことまで……！

「ふふ……では見せてさしあげましょう……ニュートン力学の申し子と呼ばれし理科の隠された能力チカラを……！」

「ククク……かの有名なヌートン力学……まさか我の他にも使い手がいようとは……！」

　小こ鳩ばとが大おお仰ぎような口ぶりで驚いてみせるが、ヌートンじゃなくてニュートンな。

「位置エネルギー計算完了、反発係数計算完了、この高さこの角度からこの速度でこのポイントに、投下！」

　皆が固唾を吞んで見つめるなか、理科はダイスを振った。

　コロン──…………出た目はだった。

「　当たり前ですけど、出で目めなんて操れるわけないです。……えへ、リアルのサイコロを転がしたのって初めてです」

　脱力する俺たちにかまわず、理科は楽しそうにトントンと１マスずつコマを進めた。

「ええと、『入学早々不良にカツアゲにあった。５００円減る』……もうっ、なにするんですか小こ鷹だか先輩！」

「俺じゃねえよ！」

「えっと、５００円、と」

　ひどい言いがかりに対する俺の抗議をまったく無視して、理科は５００円（１００という数字の刻印されたチップ５枚）を捨てた。

「あにきにかつあげされるとは……うらやましいです理科どの……」

「だから俺じゃない！」

　しかし幸ゆき村むらも同じく俺をスルーしてダイスを振った。

　出た目は。

「『くらすで無難な立ち位置をきーぷすることに成功した』だそうです」

「ふーん……良かったじゃないか」

　本気で羨うらやましく思う俺だったが、

「……無難な立ち位置など真のもののふの生き方ではありません……」

　と、幸ゆき村むらは不満そうだった。

「ククク……ついに我の番のようだな……」

　小こ鳩ばとがダイスを右手で握りしめ、額ひたいの前あたりにかざして「ハァ！」と力を込めた。……いや、込めたところでなんの意味もないけど。

「ククク……闇の四大眷けん属ぞくが一人ヌートンよ……我が呼び声に応えその力を示せ……我が名はレイシス・ヴィ・フェリシティ・煌スメラギ……偉大なる夜の──」

「はやく振るのだうんこ」

　ぺちっ！

　マリアがダイスを握る手をはたいた。

「あ！」

　コロン──ダイスが転がり、の目が出た。

「なにすんじゃあほたれ！」

「オマエが早く振らないから悪いのだ！」

「うぐぐ……」

　唸うなりながらも小鳩はコマを５マス進める。

「……えと……『隣の席の子と友達になった。友達が１人増える』やたっ！」

　小鳩が歓声を上げ、ハッと誤ご魔ま化かすように、

「ククク……我が呼び声によくぞ応えた魔神ムートンよ……」

　そう言いながら、場の中央に置かれた友達入れ袋から友達バーを一本取り出した。

「これで一周か……随分とシビアなゲームだな……」

　しかめつらで夜よ空ぞらが呟つぶやいた。

　全員が一回ずつダイスを振り終えて、友達が一人増えた小鳩と無傷の幸村をのぞいて全員が手痛いダメージを負っている。

「３マス目と５マス目以外全部ペナルティだから、３分の２の確率で１ターン目からダメージを受ける仕様なんだよな……難易度たけえ……」と俺おれ。

「それだけ高校デビューは難しいということですよ」

「……いや、逆に考えれば３分の１の確率で成功できるのだから、現実よりは全然イージーだな……」

　理り科かの言葉に、夜空は嫌そうな顔で言った。

「じゃああたし二回目振るわね！　ゲームに勝てなくて現実に勝てるかっての！」

　星せ奈なが勇んで二回目のダイスを振った。

　出た目はまたしても。普通の双すご六ろくだったら大抵はラッキーなことなのだが、

「……『空気読めない発言により友達が１人減った』ですって……どういうことよ!?」

　星せ奈なが叫ぶ。

「……これまた光景が容易に目に浮かぶな」

「ですね……」「そうだな……」「すごいりありてぃーです」

　夜よ空ぞらの言葉に、理り科か、俺おれ、幸ゆき村むらが同意する。

「うう～！　ちょっとくらい酷ひどいこと言っちゃっても笑って許してくれるのが友達ってものじゃないの!?」

「ははは、いいから早く友達を１人捨てろ馬鹿め」

「悪魔みたいな台詞ねあんた……！」

　こういうときだけとても爽やかな笑顔を見せる夜空に顔をひきつらせながら、星奈は三本の友達バーを睨にらむ。

「ふ……あかねとやよいとれいか、貴様は誰だれを捨てるのだ……？　誰から嫌われてしまったのだ……？」

　悪い魔女のような笑みを浮かべ囁ささやく夜空に、星奈は涙目になる。

「うう……誰も捨てられない……！　あかねもやよいもれいかもみんないい子なのよ！」

「そんないい子にまで嫌われてしまうとは、貴様は本当に酷い肉だなぁ……！」

「き、嫌われてなんてないもん……！」

　星奈はキッと夜空を睨み、それから手持ちのチップを数枚握って夜空に差し出した。

「ほらっ！」

「……？　なんの真ま似ねだ？」




「このお金であんたの友達を１人売りなさい！　そいつを捨てるわ！」




「……うわ……最低だな貴様……」

　ドン引きする夜空。

「い、いいじゃない所しよ詮せんゲームなんだから！」

　捨てる用にわざわざ他のプレイヤーから友達を買うなんてめんどくさいことをする奴が言う台詞ではなかった。

「馬鹿め。誰が貴様に捨てられるとわかっていて大事な友達を売るか」

「いいじゃないのー！　友達売ってよ友達ー！」

「売らん！」

　べちっ！

「いだっ！」

　武力ハエ叩きをもって拒絶され、ようやく星せ奈なは引き下がった。

「じゃあ理り科か！　あんたさっきカツアゲされてお金に困ってるでしょ！　ほらお金あげるから友達売りなさい！」

「……うわ……絵に描いたようなゲス行為ですね……」

　理科が素すで引いている。

「ちなみに理科も友達を売るようなことはしませんよ」

「うう～！　だ、だったら小こ鳩ばとちゃん、お姉ちゃんに友達売って♥」

「や!!」

　これまで小鳩に言ったなかでもトップクラスにアレな台詞を吐きながら迫る星奈を、小鳩はいつものように拒絶する。

「ええ～、一生のお願いよ小鳩ちゃん！　さっき増えて余ってる友達売って～♥」

「や!!」

「……たしかルールによればお金と友達とアイテムは自由な条件で交換していいのよね……だったら……ゲームマネーじゃなくて、リアルマネーでどうかしら!?　一万円あげるから友達売って♥」

「……う……い、いちまんえん……？」

「そう、一万円！　一万円あればなんだって買えるわよ！　お菓子でもゲームでもアニメでもなんでも！」

「う……うう……」

「ぐへへ～、小鳩ちゃんぐへへ～」

　心が揺れている様子の小鳩に、星奈が完全に変質者の顔でにじり寄る。

　俺おれがいい加減止めようかと考えていると、

「いい加減にしろ馬鹿肉め！」

　夜よ空ぞらが再びハエ叩たたきを使った。

「うう～」

　涙目になってようやく小鳩から離れる星奈。

「……星奈のあねご。よろしければわたくしの友達を１人おゆずりしますが」

　見かねた幸ゆき村むらが言った。

「ほんとに!?　いくらで売ってくれるの!?」

「お代など必要ありません」

「え!?　ほんと!?」

「はい。わたくしには友など必要ありませんゆえ」

　ゲームとはいえ隣りん人じん部ぶの根こん幹かんを引っ繰くり返すようなとんでもないことをさらりと言って、幸ゆき村むらは友達バーを星せ奈なに渡した。

「うう……あんた……いい子ね……これまで影薄いし何考えてるのかよくわかんなくてちょっと気持ち悪いから二人きりになりたくないとか思っててごめんね……！」

「……そのようなことを思われていたのですか」

　感激していらん暴言を口走る星奈に、幸村はちょっとムッとした顔をした。

　ともあれようやく星奈は新しい友達を手に入れ、それを捨ててターン終了。

　と、そこで夜よ空ぞらが、

「……提案だが、今後現金を使ってのトレードは禁止にしないか。また肉が暴走すると困るし」

　小こ鳩ばとがコクコク勢いよく首を振って同意した。

　星奈も先ほどの自分の行動がアレだった自覚はあるらしく反対せず、他の部員も同意したため、今後リアルマネーでのトレードは禁止となった。

「あはは、やっとワタシの番だな！」

　マリアが次に止まったマスは、お小遣いを５００円もらうというものだった。

「おおおおおおお!?　すげー！　なにもしてないのに５００円ももらえたのだすごいぞあははははははうわあああああああい!!　ふおおおおううう!!　なーなーなんでこんないいことがあるのだあははははうわーいわーいわーい!!　ばんざーい!!　ばんざーい!!　わほほほおおおおおおん!!」

　狂喜して子犬のように転げ回るマリア。

　続いて俺おれがダイスを転がし、３進む。

「ええと、『英語の授業で好きな者同士ペアになって会話しろと言われたがペアが作れなかった。友達が１人減る』……お前は俺か！」

　先ほどの夜空と同じツッコミをする俺だった。

　まったくピンポイントで心を抉えぐってくるゲームだぜ……。

　続いて夜空のターン。

「ダイスを振る前にアイテムを使う」

　淡たん々たんと言って、夜空はアイテム（アイテムの絵が描かれたカード）を表向きにして俺たちに見せた。

　カードには壊れた自販機が描かれており、その説明文は、

「対象になったプレイヤーは５００円を失う。所持金が５００円以下だった場合、１００円だけ残る」

　それほど強いアイテムではないためか、使用条件は特になし。

「う……」

　現在５００円しかない理り科かが顔を引きつらせる。１００円は残るので即座にゲームオーバーにはならないものの、手痛い打撃なのは間違いない。

「対象は──」

　言いながら夜よ空ぞらはカードをゆっくりとマリアに向けた。

「ふぇ!?」

「ふふ……」

　驚くマリアに嗜し虐ぎやく的な笑みを浮かべる夜空。

「ワタシ……お金落としちゃうのか？　せっかくお小遣い５００円もらえたのになー……よのなかうまくいかないものだなー……」

　マリアは可哀かわい想そうなくらいしょんぼりする。

「これが現実だマリア」夜空は優しげに微笑ほほえみ、「と見せかけて肉！」

　勢いよく星せ奈なの前にカードを叩たたきつけた。

「な……!?」

「ほら、早く５００円捨てろ」

「く……あんた最悪ね……！」

　顔をひきつらせながら、星奈は５００円分のチップを捨てた。

「夜空らしいせこい嫌がらせよね！　こんなの痛くも痒かゆくもないんだから！」

「……ふん、それはそうだろう。大した効果がないクズアイテムを、とりあえず嫌がらせに使ってみただけだからな」

　淡たん々たんと言う夜空の口の端には、微かすかな笑みが浮かんでいた。

「……そういうことですか」

「？　どういうことだ？」

　納得顔の理科に俺おれが尋たずねると、理科は小声で耳打ちしてきた。

「星奈先輩のいるマスから６マス先まで見てください」

　うわ、なんかゾクッてした。

「え、ええと、マス、先、６？　……あ」

　確認してみて気づく。

　星せ奈なのいるマスから１、２、３、５、６番目のマスが、全部５００円以上の所持金マイナスのマスになっている。

　つまり次のターン、６分の５の確率で星奈は所持金ゼロでゲームオーバーとなる。

　な、なにが「とりあえず使っただけ」だよ……ここで殺やる気満々じゃねえか……。

　星奈がそのことに気づいた様子はない。

　素知らぬ顔で夜よ空ぞらはダイスを振り、コマを進める。夜空の止まったマスは所持金マイナス２００円。

「あはは、あたしに攻撃するからバチが当たったのよバーカバーカ！」

「く……っ！　仕方ない……」

　悔しそうに呻うめいて２００円を捨てる夜空に、星奈は上機嫌で哄こう笑しようした。

　そんな星奈からは見えない角度で、「馬鹿は貴様だ……」とでも言いたげな邪悪な笑みを浮かべる夜空。

　続く理り科か、幸ゆき村むら、小こ鳩ばとは特にダメージを受けることなく進み、三回目の星奈のターンがやってくる。

　その先は危険地帯だと星奈に注意してやるべきかどうか俺おれが迷っているうちに、星奈はダイスを手に取るやいなや、なんの躊躇ためらいもなく転がした。

　出たのは──唯一安全地帯に止まれる目だった。

「んー、４かー。さすがに三連続で６は出ないわね、残念」

　九死に一生を得たとも知らず、トントンと軽やかにコマを進める星奈。

「ええと、『アルバイトをはじめて７００円増えた』。あ、ラッキー♪」

「ぐ……！」

　コイン置き場から笑顔で７枚のコインを持って行く星奈に、夜空が今度は多分演技ではなく悔しげに呻いた。

　続くマリアと俺が連続して所持金減少を食らい、

「へー、よく見るとそのあたり結構エグいわねー」

　ようやく星奈がその危険地帯の存在に気づいた。不発に終わった夜空の策のほうには気づいてないようだ。

　その吞のん気きな様子に忌いま々いましげな顔をしながら、夜空がダイスを振ってコマを進める。

　俺やマリアと同じく連続ダメージゾーンに引っかかり、

「……『不良にカツアゲされて６００円減った』……小こ鷹だかっ！」

「だから俺じゃねえ！」

　理不尽な言いがかりに対して叫ぶ俺だったが、

「ち、違う！　…………さ、３００円ほど貸してくれないか」

　顔を赤らめて言う夜よ空ぞら。

　連続してマイナスマスに止まったため、夜空の所持金は現在２００円しかない。この先も待ち構える所持金減少マスを踏めばほぼ即死だ。

「つっても、俺おれも今５００減ったからな……。１００円くらいならいいけど」

「ねーねー夜空、お金に困ってるならこのあたしが恵んであげよっか？」

「貴様の施ほどこしなど受けるか死ね！」

　キッと睨にらんで拒絶する夜空。

「と、とりあえず１００円貸してくれ……小こ鷹だか……」

「お、おう……」

　すがるような目で言われコインを１枚夜空に渡す。

「夜空のあねご、わたくしもさしあげましょう」

　幸ゆき村むらがそっと２００円を差し出した。

「い、いいのか……？」

　驚く夜空に幸村はいつもの柔らかな笑みを浮かべ、

「真のもののふにお金など必要ありませぬゆえ」

「そうか……ありがとう幸村……！　ぶっちゃけお前を入部させたのは失敗だったなんて思っててすまなかった……！」

「…………」

　感激してとても酷ひどい暴言を吐く夜空に、無言でジト目を向ける幸村だった。

　それはともかくこのトレードのシステム、かなり厄介だな。

　普通に考えると、金を借りるなら現在最も金を持っている星せ奈なから借りるのが最適なのだろうが、星奈を嫌う夜空はそれを拒んだ。

　ＴＶゲームの一人用ＲＰＧなどと違って、現実の人間関係がゲームに影響するのだ。

「次は理り科かですね。アイテム『ダッシュ』を使います」

　理科が出したカードには運動靴の絵柄が描かれており、効果は『使用者はこのターン、ダイスを振らずに６マス進む』。使用コストは１００円。

　これにより理科は確実に星奈と同じ安全地帯マスに辿たどり着き、７００円を手に入れる。

「おおー！　アイテムってそうゆうふうに使えばいいのか！」

　マリアが目を丸くした。

「……お前やるな……。ほんとにボードゲーム初めてなのか？」

「知識はあるって言ったじゃないですか。あとはそれを生かすだけです」

　感心する俺おれに、ちょっと得意げに言う理り科かだった。

　続く幸ゆき村むらも『使用コスト２００円でダイスを２回振る』という効果のアイテム『自転車』を使って一気に危険地帯を抜け、止まったマスで友達一人と所持金５００円、アイテム１つを獲得。

　次の小こ鳩ばとは、

「ククク……魔力障しよう壁へき発動……！」

　アイテム『ヘルメット』──効果は『使用者は３ターンの間、所持金が減らなくなる』というもの。

　強力なアイテムだけあって、使用コストは友達２人。

「ククク……邪じや神しんアスモデウスよ……生いけ贄にえを受け取るがいい……」

　ためらいなく友達バー２本を捨てる小鳩。

「小鳩お前、そんなあっさり友達を犠牲にするのか!?」

「ククク……愚か者め……こんなものはただのプラスチックの棒にすぎぬ……」

　…………言われてみればそのとおりだった。

　普段は変な妄想してるくせに、意外とクールに割り切ったプレイをしやがるぜ……。

　小鳩がダイスを振り、悠ゆう然ぜんと所持金減少マスに足を踏み入れた。

　先のマスをちゃんとチェックしておく、トレードには現実の人間関係が関わる、アイテムをよく考えて使う──と大事なことを学んだところで、４ターン目に突入。

　みんながゲームに慣れてきて、手持ちの所持金やアイテムにも差がでてきたので、戦いはより複雑になっていく。

「アイテム『ダウンロードコンテンツ』を肉に使う！　次に貴様が所持金をマイナスされるとき、その金額が２倍になる！」

「うわ、エグいわねそれ……！」

　星せ奈なを葬ほうむり去ろうと夜よ空ぞらが積極的に攻撃を仕掛けるも、

「えっと、ジュース買って１００円……あ、夜空のアイテムのせいで２００円減るのね」

「くっ!?　こっちの使用コストは３００だったのに……！」

　星奈の出す目が絶妙で、夜空の策をことごとく回避していく。

「……えーと、『バイトをしている場合は友達が１人減り所持金が１０００円増える』……幸村、友達を１人ちょうだい！」

「わかりました」

　なんの見返りもなく幸村が友達を星奈に譲る。

「くっ……また財布に穴が空いていただと……！　幸村！　金を２００円よこせ！」

「わかりました」

　やたらと所持金マイナスのマスにばかり止まる夜よ空ぞらが幸ゆき村むらに金をせびり、これまた無条件で金をあげる幸村。

「なーなー幸村、うんこ吸血鬼に追いつくためのアイテム持ってないか!?」

「ではこちらの『原付自転車』をどうぞ」

「わーい！　これでサイコロが３回振れるのだ！」

　アイテムカードまで惜しみなく与えるユキえもん。

「……な、なあ、幸村。俺おれもちょっと手持ちが心こころ許もとないんだけどさ……」

「わたくしの所持金すべてをさしあげます、あにき」

「ぜ、全部じゃなくていい！」

　立て続けに所持金が減ってしまった俺も幸村を頼ることになった。

「ククク……またも眷けん属ぞくが２人増えたぞ……」

　やたらと出で目めがよく、着実に友達と所持金を増やしていく小こ鳩ばと。

「アイテム『コンプガチャ』を使います。『使用者は所持金３００円と引き替えにアイテムカード２枚を引く』。……お、これは……くふふ……」

　ダイスの出目には恵まれないものの、巧みにアイテムやトレードを駆く使ししてゲームを進める理り科か。

「夜空先輩、このアイテムを５００円で買いませんか？」

「む……それを使えば肉を足止めできるな……だが５００は高い。３００でどうだ」

「……この取引はこれまでのようですね。星せ奈な先輩、」

「ま、待て！　では４００！」

「くふふ……夜空先輩もワルよのう……」

　全員がステージの真ん中くらいまで進んだところで、ついにゲームオーバーになるプレイヤーが出た。

「『転んでしまい所持金が２００円減る』だそうです」

　幸村がそんなマスに止まる。

　みんなに望まれるまま施ほどこしを与えていた幸村の所持金は１００円、友達は一人、アイテムは一つもなし。

　搾しぼり取れるだけ搾り取られた、無残な最期だった。

「主君を守るため全身に矢を受けて仁王立ちで息絶えた、武蔵むさし坊ぼう弁べん慶けいのごとき見事な最期です……」

　幸村はなぜか嬉しそうだった。

「……弁べん慶けいというか『幸福な王子』みたいだな……。きっと天国に行って報われることだろう……」

　さすがに気まずかったのか、夜よ空ぞらがフォローするように言った。

　ともあれ、これまで俺おれたちを支えてくれた幸ゆき村むら王子がいなくなったことで、ゲーム展開はさらに激化する。

「ふふふ……もうこれで貴様に友達を譲ってくれる者はいないぞ」

　ここぞとばかりに夜空がアイテム『黒歴史ノート』を星せ奈なに使う。

　効果は『使用されたプレイヤーは友達を２人失う』という凶悪なもので、使用コストは友達１人。

「うう……ごめん、ごめんね……！」

　星奈はついに、これまでずっと大事にとっていた友達を捨てる。

「ここはわたしたちにまかせて先に行って星奈ちゃん！　駄目よ、そんなことできるわけないじゃないやよいちゃん！　泣くんやない星奈、たとえ離ればなれになってもウチらと星奈はずっと友達や！　うう、あ、あかねちゃーん！」

「長い」

　捨てる前にドラマティックな別れの小芝居をはじめた星奈の手を、夜空が無情にハエ叩たたきではたいた。

　友達２人が星奈の手から転げ落ちる。

　しかしなんと次の星奈のターンで、

「『修学旅行先で、違う学校に進学した昔の友達とたまたま再会した。友達が２人増える』！　やったー！　帰ってきてくれたのね！　あかねちゃん、やよいちゃん！」

　信じられないタイミングで星奈の友達が補充された。

「ば、馬鹿な……！　くそっ！　だったらもう一度だ！」

「ええ!?　なんで夜空黒歴史ノート２つも持ってるのよ!?」

「……ふ……ゲームでも私は黒歴史に恵まれているようだな……」

「ククク……黒歴史に愛されし者…………かっこいい……」

　自じ嘲ちよう気味に言う夜空に、小こ鳩ばとがなぜか尊敬の視線を向けた。

「さあ今度こそ地獄に落ちろ肉！」

「ていうか正気なの夜空!?　あんたの友達あと２人しか残ってないじゃない！　あたしに攻撃してる場合じゃないでしょうが！」

「自分の命よりも大切な正義があるのだ！　貴様を殺すためならトモちゃん２号も喜んで犠牲になってくれるだろうさ！」

「２号!?　雑！　名前の付け方が、雑ッ!!」

「よし、自爆だトモちゃん２号！」

「いやー!!」

　トモちゃん２号の自爆によって、再会したばかりのあかねちゃんとやよいちゃんが散った。ひどい……。

　夜よ空ぞら、星せ奈なとも、残る友達は１人だけ。

「夜空先輩、言動がまんまテロリストですね……」

　理り科かが冷や汗混じりに言った。

　それから理科、小こ鳩ばとのターンが終わり、友達１人の星奈も相変わらずの強運でどうにかこのターンを生き延び、マリアのターンになる。

「んー、ワタシも友達少なくなってきたなー。あはは、じゃあさっき手に入れたこれ使うぞー！　どかーん！　あははははは！」

　アイテム『ステルスマーケティング』。

　使用コストは生き残っているプレイヤーの数×１０００円。

　その効果は『使用者は生き残っている他のプレイヤー全員から友達を１人ずつ奪う』。

　使用コストも効果もヤバい、凶悪なカードだった。












「……おのれ生意気な神の手先め……我が眷けん属ぞくを寝返らせるとは……」

　悔しげに小こ鳩ばとが友達を１人マリアに差し出す。

「あははお兄ちゃんを手に入れたのだー！」

「そ、それはあんちゃんやないわあほー！　ククク……それは我が眷属の中でも一番の小者……魔人ムートンだ……」

　まだいたのかよムートン。

　俺おれと理り科かも手持ちの友達を１人ずつマリアに送る。

「……トモちゃん……私はここまでのようだ……」

　がっくりうなだれ、夜よ空ぞらが最後の友達を差し出した。

「うう～、お金ならいくらでもあげるから、れいかだけは助けて！」

「見苦しいぞ肉！　潔く腹を切れ！　幸ゆき村むら！」

「ぎょい」

　友達バーを握りしめる星せ奈なの手を、夜空と幸村が二人がかりでこじ開けた。

「いや!!　お金ならあるの！　お金ならあるのに────ッ!!」

　こうして夜空と星奈は二人揃そろってゲームオーバーになった。

「ふ……世の中は金だけではないのだ……」

　星奈を潰すという目的だけは達成したからか、夜空が妙に晴れやかな顔をする。

　幸村がゲームオーバーになってから、わずか数ターンの出来事だった。

　ゴールまでの道のりはまだ３分の１以上残っている。

　本当にゴールできるか不安になりながら、俺、理科、マリア、小鳩はゲームを続ける。

　理科のターン、

「えーと、『恋人ができた。特に何も起きないが幸せな気分！』きゃっほう！　今の理科はウルトラハッピーです小こ鷹だか先輩！」

「よかったな」

　サラッと流す俺。

　……それからほどなくして、４番目の犠牲者が出る。

「あははははは！　やったー６が出たぞあはは！　友達いっぱいでワタシはとても楽しいなー！　えーと、…………えーと…………………………」

　さっき使ったアイテムで６０００円を消費し所持金が危険なことになっていたマリアが、『ふざけていて教室のガラスを割ってしまった。１０００円減る』のマスに止まり破産した。

「ふざけてしまったのでよくないと思います……」

　マリアはしょんぼりした顔でうなだれた。

「……ついに三人になってしまいましたね。まだゴールまで長いですし、しばらくは協力して行きませんか？」

「……賛成だ。このままじゃ全滅しちまう」

「ククク……よかろう……」

　理り科かの提案に、俺おれと小こ鳩ばとは同意した。

　小鳩はともかく俺のほうは所持金、友達ともにかなりギリギリでどうにか生き残っている状態だったので、理科の提案は渡りに船だった。

　……が、同盟締てい結けつ時点では一番余裕があったはずの理科が、ここからまさかの転落劇を見せることになる。




「恋人にプレゼントをねだられた。１０００円減る」




「友達が恋人に横よこ恋れん慕ぼした。友達が１人減る」




「デートのため友達との大切な約束をすっぽかしてしまい友達が２人減る」




「恋人にお金を貸した。２０００円減る」




　運が悪いにもほどがあるが、「恋人がいる場合～」という条件付きマイナスのマスをことごとく踏みまくり、理科の所持金と友達が凄すさまじい勢いで減っていく。もはや戦略でどうにかなるレベルじゃない。

「……！　こ、この彼氏、地雷にもほどがある……！　なんで別れられないんですかぁ……！」

　理科は涙目だった。

　俺と小鳩も金やアイテムでフォローするが、焼け石に水。

「…………あのう……赤ちゃんできちゃったみたいなので、諸々の費用カンパしていただけないでしょうか……」

「すまん……俺たちにはもう無理だ……」

　憔しよう悴すいした顔でとんでもない台詞を言う理科を、ついに俺と小鳩は見捨てた。

　理科、地雷彼氏により友達も財産も全て失いゲームオーバー。

　がっくりとうなだれ、

「…………駄目な男に引っかかったばっかりに……くっ……」

「おい待てなんで俺おれを睨にらむ」

　……それからほどなくして俺もゲームオーバーになり、とりあえず行けるだけ行ってみようと小こ鳩ばとが一人でゲームを続けるも、３ターン目であえなく散った。

「……肉が持ってきただけあって、残念なゲームだったな……」

　疲れた顔で夜よ空ぞらが言って、星せ奈なも珍しく反論せず、

「……うん……なんていうか、その……ごめん…………」

　と素直に謝った。




　こうして、学園祭が終わってから初めての隣りん人じん部ぶの活動、『ＤＸ友達つくりゲーム』は、部員たちの精神にダメージを与えて終わったのだった。





　　






　ちなみに。

　帰ってからネットで調べたところでは、『ＤＸ友達つくりゲーム』はそのシビアすぎるゲームバランスやブラックなネタの数々から、『友達と仲良くなるどころかリアルに友達が減るクソゲー』『笑えないバカゲーに意味はあるのでしょうか？』『作った人たちはノリノリで作ったんだろうけど……』とか散々な評価を受けているらしい。

　ルールを追加したりマスの指示やアイテムの効果を変えたりして改良すればどうにか遊べなくもないので、友情に自信があるなら自己責任でチャレンジしてみるのも一興ではないだろうか（ＡＭＡＺＯＮＥＳレビューより引用）。





月の剣つるぎ







　学園祭が終わってから、はやくも一週間以上が過ぎた。

　今日も隣りん人じん部ぶではいつものように、学園祭の前と同じ状態に戻って、七人がそれぞれ思い思いにダラダラと過ごしていた。

　夜よ空ぞらは将棋の本を真面目まじめな顔で読んでいる。

　ときどき難しい顔で「フム……」とか言いながら、人差し指と中指で駒こまを挟はさんで動かすような動作をしているが、べつにエア将棋をしているというわけではなく、単にかっこつけてるだけだろう。

　理り科かは真剣な表情で、何度も何度もダイスを転がしている。

　この一週間、たびたび理科はこの奇行に励はげんでいる。

　なにをやっているのか訊きいてみたところ、「運命にあらがう特訓」とかいうかっこいい答えが返ってきた。

　どうやら先日の『友達つくりゲーム』でダイスの出で目めに恵まれず悲惨な負け方をしたのがよほどショックだったようで、ダイスの目を自由にコントロールできるようになりたいらしい。本当にできたらすごいけど、無理だろ……。

　小こ鳩ばととマリアは、

「いっせーのーせ２！　うがー！」

「ククク……いっせーのーせゼロ！　……むー！」

　……かれこれ小一時間ほど、ずーっと『いっせーのーせ（正式名称をなんというのかは知らない）』をやっている。

「いっせーのーせ○（数字）！」のかけ声とともに参加者全員が一斉に親指を出し合い、出された親指の数が言った数字と一緒なら「当たり」となる。

　当たったプレイヤーは次から片手のみの参加となり、二回目に当たると上がり。

　かけ声は参加者が一回ごとに順番に担当する。

　道具がなにもなくてもできるので、体育の授業で順番待ちをしているときなど、これで遊んでいる生徒をよく見かける。……俺おれは同級生とやったことないけど。

「ククク……我の勝利だ……！」

「むー、次はワタシが勝つのだ！　いっせーのーせ３!!　……おお!?　やったー！　あはははワタシの勝ちだー！」

「愚かな……まだ右腕一本ではないか……！　アカシックレコードよ我に道を示せ、いっせーのーせ４!!　くっ……」

　そのアカシックレコード、バグってるぞ小こ鳩ばと……。

　マリアが一回当たったから今回から出る数は最大で３なのだが、小鳩マリアとも気づいた様子はなく、なにごともなかったようにマリアが「いっせーのーせ３！」と叫ぶ。

　……しかしよく飽きないなこいつら……。

　長きにわたりずっとテンション衰えずに激戦を繰くり広げている小鳩とマリアに、ちょっと感心してしまう俺おれ。

　マリアにこのゲームのことを教えたのは俺で、最初は俺も参加していたのだが、20回くらいやったところでいい加減飽きてやめてしまった。

　友達同士数人で盛り上がっているのを見て羨うらやましくなったりもしたものだが、これはあくまで他に何もやることがないときの暇つぶしゲームなのだ。何十分も盛り上がり続けられるような遊びじゃない……と、思ってたんだけどな……。

　先週は部活の間中ずっと二人でマルバツをやってたこともあったし、こいつらの「遊び続ける才能」は天才的なのかもしれない。

　俺はというと、トランプでソリティアをやっている。

　家のパソコンに最初から入っていたアプリでやったときはすぐに飽きてしまったのだが、本物のトランプを使って久しぶりにやってみたら意外とハマった。

　幸ゆき村むらは俺のうしろでぼーっと俺のプレイを見ながら、たまに俺の手が止まったときに「あにき、ここに置けます」と助言してきたりする。

　指さすときに幸村の胸が俺の肩に密着したりするのだが、努めて無反応を装よそおう。

　……とまあこんな感じで、『友達つくりゲーム』以来、隣りん人じん部ぶでは微妙にアナログゲームが流は行やっているのだった。

　ただし星せ奈なをのぞく。

「どきなさいモブキャラども！　あたしはかなみちゃんのところへ行くんだから！」

　星奈はＰＳ３で、すさまじい勢いで美少女たちを撃げき墜ついしている。

　……「美少女たちを撃墜」というのは比喩表現ではなくそのままの意味で、星奈が今プレイしているのは、なんかラブレターを持ってパンツ丸出しで迫ってくる大量の女の子を銃で撃げき退たいするＦＰＳフアーストパーソン・シユーテイングゲームだ。

　アナログゲームが流行るきっかけを作った張本人である星奈だけは、変わらずデジタルゲーム派なのだった。

　まあ、アナログゲームにはギャルゲーがないので仕方ない。

　それぞれが思い思いに時間を過ごす、この部室に集まっている意味などあまりないような、ダラダラとした平穏な時間が過ぎていく。

　これがいつもの隣りん人じん部ぶの日常。

　そんな日常を切り裂くように、




「いい加減にしてくださーい!!」




　ちょっと舌足らずな怒声とともに、「ばんっ！」と激しい音を立てて、部室の扉が乱暴に開かれた。

　入ってきたのは子犬を思わせるウルフカットの少女──遊ゆ佐さ葵あおい。

　突然の闖ちん入にゆう者しやに驚き、夜よ空ぞら、理り科か、俺おれ、幸ゆき村むら、小こ鳩ばととマリアが一斉にそれぞれの遊びを止めて遊佐に注目する。

　星せ奈なだけは、

「ちょっと待って！　今正しよう念ねん場ばだから！」

　振り向きもせずにプレイを続ける。

『いやん♥』『ら、らめ♥』『ああん♥』『い、イくぅぅ♥』

　画面の中で黄色い悲鳴を上げながら美少女たちが撃げき墜ついされていく。

「う…………」

　遊佐を含めた俺たち全員が気まずい顔をして見守るなか、星奈は一分ほどゲームを続け、ようやくステージクリア。

「ふう～、ハイスコア更新！　これでかなみちゃんのレア水着ゲット……うぇへ♥」

　達成感に満ちた笑みを浮かべて額ひたいの汗を拭い、ようやく星奈はこちらを振り向き、

「で、なに？」

　そんな星奈に、遊佐は怒りの形ぎよう相そうを浮かべぷるぷると震える。

「フググ……か、柏かしわ崎ざき星奈……またそんなふうに自分を愚ぐ弄ろうして……！」

「……べつに愚弄してる気はないと思うぞ。これが星奈の素すなんだ……」

　一応フォローしようとする俺だったが、




「？　あんた誰だれ？」




　クラスメートに対して言ってはならない言葉により、遊佐の顔がかぁ～っと耳まで真っ赤になった。

「あ、ああああなたと同じクラスの遊ゆ佐さ葵あおいです！　あなたと同じ２年３組の!!　出席番号は33番です!!」

「んー……」

　星せ奈なはなおも顔に「？」を浮かべたままつかつかと遊佐に歩み寄り、じっと遊佐の顔を凝ぎよう視しする。

「な、なんですか……」

　顔を赤くする遊佐の顔を見つめながら、

「……うーん……言われてみれば見覚えがあるような……」

「ほ、本気で言っているのですか……!?　何度もクラスでお話ししてますし、体育祭のリレーでクラス代表の座を争ったというのに……！」

「しょ、しょうがないじゃない！　興味ない人の顔なんていちいち覚えてないんだから！　てか、クラス代表争ったことなんてあったっけ？」

　泣きそうな顔になる遊佐に、ちっともしょうがなくない超失礼な言い訳をする星奈。

「フグググ……ど、どこまで傲ごう岸がん不ふ遜そんなのですか……！　たしかに自分はあなたのタイムにまったく及びませんでしたが、これでも陸上部員の浜口さんと同タイムなのに……！」

「ま、まああんまり気にすんなよ……こいつはこういう奴だから……」

　屈くつ辱じよくに震える遊佐に、俺おれは取りなすように言った。

「うう……羽は瀬せ川がわくんはやっぱりいい人ですね……」

「あれ？　小こ鷹だか、この子と知り合いなの？」

　きょとんとする星奈に、俺は「ああ」と頷うなずき、

「で、どうしたんだ遊佐？　なんか用なのか？」

　すると遊佐はハッと顔を上げ、

「そ、そうでした！　先制攻撃で心を折ってくるとは……なんて卑ひ劣れつな……」

　そう言って遊佐はなぜか、キッと俺たち全員を睨にらみ、




「なんなんですかこの部活は！　遊んでばっかりじゃないですか！」




　……そんな今更といえば今更なことを指摘した。

　それに対して、




「今はたまたま休憩していただけだ」




　完全に真顔で、何一つやましいことなどないというように堂々と、夜よ空ぞらが言った。

　あまりに堂々としていたので、俺おれまで一瞬「そうだな、今は休憩してるだけだもんな」と納得してしまいそうになった。

「へ……？」と遊ゆ佐さも怯ひるみ、しかしぶんぶんとかぶりを振って、

「う、噓うそをついても無駄です!!　この一週間、ずっと監視してたのですから!!」

「……!?」

　夜空が動揺の色を浮かべる。

「先週の火曜日から、自分はずっとあなたたちの様子を見ていたのです！　火曜日はみんなですごろくのような遊びをしていましたね！　あのときは、学園祭が終わった直後なので活動はお休みしてみんなでレクリエーションをしているのかなあと思いましたが、あれから一週間！　毎日毎日あなたたちはずうううううっと、ダラダラと遊んでるばっかりで、まともな活動なんて一切してないじゃないですか！　というか、一番まっとうに見えた活動が初日のレクリエーションで、それからはもはやみんな一緒になにかやることさえなくバラバラに過ごしてるだけってほんとにどういうことなんですか！」

　一気にまくしたて、遊佐は「ハァハァ……」と息を切らせた。

　遊佐の言うとおり、たしかにこの一週間は『友達つくりゲーム』以外にはこれといった活動をしていない。

　隣りん人じん部ぶをずっと監視していたというのは本当だろう。

「つか、なんで俺たちの監視なんかしてたんだ？」

「羽は瀬せ川がわくんや柏かしわ崎ざき星せ奈なが所属している部活がいったいどのような活動をしているのか気になったのです！　な、なにが愛を探求するですか！　騙だましましたね！」

「け、結果的にはそうなるかもしれないな……」

　気まずくて目を逸そらす俺だった。

　と。

「ふう……」と夜空がため息をついた。そして、




「……で？」




　夜空が短く遊佐に言った。

「……？　な、なにがです？」

　戸惑い顔になる遊佐に、

「私たちがこの部室で好き勝手にダラダラと遊んでいたとして、それでなにか問題があるのか？」

「ひ、開き直るつもりですか!?　問題あるに決まってます！　部活動とは伝統ある聖クロニカ学園の生徒として相応ふさわしい立派な人間となるべく自らを高めるのが目的なのです！　ダラダラと遊んでいるなど言語道断です！」

「ふむ……たしかにそれはそうかもしれない。だが、それぞれの部活にはその部活なりの活動方針がある。それは部外者が口出しすることではないだろう。貴様はなんの権限があって余よ所その部活動に口出しするというのだ？」

「自分は生徒会役員です！　生徒会には一般生徒の規範となり、もしも道を踏み外す生徒がいればそれを正す義務があります！」

「え」

　きっぱりと言い切った遊ゆ佐さに、夜よ空ぞらがひるむ。

「…………生徒会役員だったのか？」

　ちらっと俺おれを見て小声で訊たずねる夜空。

「ああ」と頷うなずく俺。

「そうです！　生徒会会計、遊佐葵あおいです！」と遊佐が胸を張る。

「そうなのか……」

　平静を装よそおう夜空の頰ほおを、一筋の汗が伝った。

「……なんの権限があるのかとお尋たずねでしたね？　ではお答えしましょう！　部活動に対する生徒会の具体的な権限としては、予算案の決定、実績ある部に対する特例措置の決定、他校との試合や大会に臨のぞむ際の応援団の派遣や壮そう行こう会かいの実施！　そして──問題ある部活に対する廃部や部室召し上げなどの懲ちよう罰ばつ措そ置ちを学校に要請する権利を持ちます！　これらはあくまで『学校に要請する権利』ではありますが、我々は一般生徒の代表として学園から信頼されている身です。正当な手続きを踏めば生徒会の要請はまず実現するとお考えください！」

「……えーと、ちょ、ちょっとタンマ」

　そう言って、夜空は俺を引っ張って遊佐から離れる。

「おい小こ鷹だか！　どうして生徒会に目をつけられているのだ!?」

　ひそひそと小声で訊ねる夜空。

「……なんつーか、遊佐は星せ奈なをライバル視してて、その流れで……」

「つまり肉のせいか……！」

　忌いま々いましげな顔をする夜空に俺は慌あわてて、

「いや、適当なこと言って遊佐に隣りん人じん部ぶに興味を持たせちゃったのは俺だ……」

　なんと言えばいいのだろう。

　直接的にいらないことを言ったのはたしかに俺おれだけど、遊ゆ佐さが俺のことを星せ奈なの彼氏だと勘違いしていなければ彼女と知り合うこともなかったわけだし、そもそも生徒会に目をつけられたらまずいような部活だということ自体が問題という面も……。

「ちっ、もういい！」

　ぴしゃりと言って、夜よ空ぞらが遊佐のほうに戻り、




「隣りん人じん部ぶは学校に認められたれっきとした部活動であり、その活動目的に従って活動している。咎とがめ立てされる謂いわれなど何一つない！」




　堂々と言い切った夜空に遊佐はひるみながらも、

「何一つないって……そ、そんなわけないじゃないですか！　遊んでるだけでなんの活動もしてないのに！」

「傍はた目めには遊んでいるようにしか見えないかもしれないが、それは立派な隣人部の活動なのだ」

「はあ？」

　困惑する遊佐に、夜空はすらすらと、

「隣人部とは、『キリスト教の精神に則のつとり、同じ学校に通う仲間の善き隣人となり友ゆう誼ぎを深めるべく、誠心誠意、臨りん機き応おう変へんに切せつ磋さ琢たく磨まする』部活動だ」

　自分ででっち上げた名目とはいえ、こんなのよく覚えてるなあ……。

　夜空の記憶力のすごさに、改めて感心する俺だった。

「へー、そうだったの」

　星奈が吞のん気きな声で言ったのを、夜空はキッと睨にらんで黙らせた。

「そ、その文面は部活動のデータベースにもそうやって登録されていたので知っていますが、それがどうしたのですか!?」

「……ふん、わからないか？　ボードゲームをするのも、読書をするのも、ゲームの腕を磨くのも、すべては同じ学校に通う仲間の善き隣人となり友誼を深めるためなのだ。……貴様も欲しいだろう？　一緒に遊んでいて楽しい友達、知識が豊富な友達、読んだ本の話で盛り上がれる友達、ゲームが上う手まい友達、困ったときに頼りになる友達──」

「欲しい!!」

「お前は黙ってろ！」

　目を輝かせて答えた星奈を夜空がハエ叩たたきで黙らせた。

　遊ゆ佐さは「ウグ……」と唸うなり、

「じ、自分はゲームをやりませんし、本も勉強のためにしか読みませんが……た、たしかにそうした友人の存在は、人生を豊かにしてくれると思います……」

　渋々といった様子ながらも、夜よ空ぞらの言葉を肯定した。

「私たち隣りん人じん部ぶは、誠心誠意、そんな素晴らしい隣人になることを目指し、日々、臨りん機き応おう変へんに切せつ磋さ琢たく磨ましているのだ」

「へー、そんな立派な目的があっばびゅふぁっ!?」

　空気を読まず脳天気に感心する星せ奈なを、夜空は振り向きもせずハエ叩たたきで叩いた。

「納得してもらえたかな？　生徒会役員さん」

　不敵に笑う夜空に遊佐はたじろぎながらも、なんとか反論を試みる。

「だ、だからといって、やっぱりダラダラと好き勝手に遊んでるようにしか見えないのは問題だと思います！」

「そう『見える』のは貴様の主観だろう。生徒会役員ともあろう者が、主観だけで善良な一般生徒の活動を否定していいと思っているのか？」

「う、うう～」

　冷たい眼まな差ざしを向けられ、遊佐は泣きそうな顔になりながら視線をさまよわせる。

　もはや流れは完全に夜空のペースだ。

「で、でも！　そ、そこの人とか！」

　苦し紛れな感じで、遊佐がビシッと指さした。……幸ゆき村むらを。

「……わたくしですか？」

　きょとんと首を傾かしげる幸村。

「あとその人とか！」

　次いで理り科かを指さす。

「へ？　理科がなにか？」

「そこの人もです！」

「ふぇ!?」

　いきなり指さされ、小こ鳩ばとが俺おれのうしろに隠れる。




「ど、堂々と校則違反をするのはよくないと思います！」




「……校則違反？」

　怪け訝げんな顔をする夜空に、

「服装のことです！　なんで制服着てないんですかその人たち！」

　……執事服の幸ゆき村むらに、ゴスロリの小こ鳩ばと、普通に私服の理り科か。

「おお、そういえばそうだな……！」

　なんかもう、服装に関するツッコミとか今更すぎて逆に感心してしまう俺おれだった。

　しかし夜よ空ぞらは余裕の表情を崩さない。

「なにか問題でも？」

「あ、あるに決まってるじゃないですか！　聖クロニカ学園生徒心得第５条、服装に関する規定により、本学園の生徒は登校、下校および校内においては学園規定の制服を着用することが義務づけられています！」

　すげえな……校則暗記してるのかよ。

　夜空は淡たん々たんと返す。

「第５条４項に制服着用義務の例外が定められている。部活動時もそこに含まれると明記されているはずだ」

「よ、４項……!?」

　遊ゆ佐さが慌あわてた様子でポケットから生徒手帳を取り出してパラパラとめくり、校則を確認する。

「えと……、う……。……た、たしかに第５条４項、着用義務の例外規定……『体育の授業時、クラブ活動時、その他、身体測定時や学園祭などの特別活動時は例外とする。』とあります……フググ……！」

「夜空お前まさか校則全部暗記してるのか……!?」

　驚く俺に、夜空はつまらなさそうに鼻を鳴らす。

「ふん……退屈しのぎに読んでいたら覚えてしまったというだけだ」

「ウググ……で、ですがこの規定で想定されているのは体操着や運動部のユニフォームのことであって、そんな自由な格好を許しているわけではないと思います！」

「それはこの校則を定めた者に言え。まあ、異議があるのなら校則改訂手続きをとってそのように明記されるよう変えることだな。そうすればいくらでも制服で活動させてやる」

　夜空の言葉に、幸村はこくりと頷うなずいた。

「……理科は部活のとき以外もずっと私服なんですけどね」

　ちょっと可お笑かしそうにボソリと言う理科に、「しっ、めんどくさいから黙っとけ」と小さく俺。

「ククク……我は高貴なる闇の王……下等な人間の定めし法になど縛られぬ……」

　小鳩が言った。

「そりゃお前は中等部だからな」

「中等部!?」

　俺おれの言葉を遊ゆ佐さが耳ざとく聞きつける。やべ。

「ちゅ、中等部の生徒がどうして部員になっているのですか！」

「ひゃう!?」

　遊佐に睨にらまれ、小こ鳩ばとがびくんと身をすくませる。

「……中等部の生徒を部員にしてはいけないという規定はない。そもそも、部員に関する規定自体が存在しないからな」

　夜よ空ぞらは変わらず落ち着き払って反論した。

　だが今度は遊佐も引かない。

「部外者が許可なく校舎内に立ち入ることは禁止されています！　また、生徒会会則第８節『クラブに関する規定』において、クラブ員はそのクラブの活動に積極的に参加することが定められています！」

「？　後者は俗に言う『幽霊部員』の存在を禁止するルールだな。どこまで徹底されているか怪しいものだが。……それがどうした」

　夜空の問いに、遊佐は得意げな顔を浮かべ、

「つまりこの二つの規則を併せて考えれば、日常的に部活に出席すること自体が困難な人を部員にすることは違反であると判断できます！」

「ほう……」と夜空は少し感心した顔をしながらも、

「たしかに貴様の言うとおり、部外者を入部させることが校則違反である可能性は否定できない」

「で、でしょう!?」

　俺のうしろで「うう……」と小鳩が気弱な声を漏もらす。




「だがそもそも、中等部の生徒は『部外者』か!?」




　夜空が強い口調で言った。

「な……！」

「校則には『部外者』の定義など書かれていないから一般常識で判断するが、辞書的には『部外者』というのは『関係者ではない人間』のことだ。中等部とはいえれっきとした聖クロニカ学園に所属する学生であり、しかも部員の血縁者を『部外者』とするのは無理があるのではないか？」

「うぐ……！」

「さらに言えば」

「ま、まだあるのですか!?」

「……この礼拝堂は学園の敷地内に建ってはいるが、そもそも『校舎』ではなく、一般開放されている施設だ。敷地内に関係者以外の立ち入りを禁止している学校も世の中には多いようだが、うちの学校はそうではない」

「まあ、近所のおばちゃんがジョギングとか犬の散歩してるからな……」

　ボソリと言う俺おれ。




「よって！　羽は瀬せ川がわ小こ鷹だかの妹が隣りん人じん部ぶの部員としてここにいることは何の問題もない！」




　夜よ空ぞらは高らかに宣言した。

「……だってさ。よかったな小こ鳩ばと」

　ぽんと頭を軽く撫なでると、小鳩は「ん……」と小さく頷うなずいた。……夜空を見つめる眼まな差ざしが妙にキラキラしているのは気のせいだろうか？












「ウググ……！」

　遊ゆ佐さは悔しげにうめきながら夜よ空ぞらを睨にらみ、そして、

「お、お、お……」

「お？」

「お、おぼえててくださいー!!」

　涙目で捨て台詞を叫びながら、部室から出ていった。

「……ふん、二度と来るな生徒会の犬め」

　夜空は忌いま々いましげに吐き捨てた。

「さすがです、夜空のあねご」

　尊敬の眼まな差ざしを向ける幸ゆき村むら。

「露つゆ払はらいご苦労だったわね！」

　偉そうに上から目線で星せ奈なが言うと、

「ふん、私にかかればこの程度……」

　言いかけて、夜空はふらっとよろめくように近くの椅子に座り込んだ。

　それから「ふうううううううう………」と、とても大きなため息をつく。

「どうしたんだ夜空!?」

「……知らない人間と会話するのは緊張する……」

　ぐったりした様子で夜空は答えた。

「……あの遊佐とかいう女、真っ直ぐに私の目を見て喋しやべってくるんだぞ……なんでナチュラルに初対面の人間にそんなことができるんだ……怖い……」

　緊張が解けたからか、ぽろりと微妙に情けない本音を吐と露ろし、ハッと顔を赤くしてうつむく夜空。

　傍はた目めには余裕の勝利に見えたが、遊佐との論戦は夜空にとって意外としんどいものであったらしい。

「……もしかして遊佐にあんなに攻撃的だったのは……テンパってたから……？」

「べ、べつにそういうわけじゃないし……」

　そう言いながらもますます顔を赤くする夜空に、思わず顔がにやける。

「な、なにを笑っている小こ鷹だか！　お、おおお前たちもっ！」

　微笑ほほえましげに夜空を見る部員たちに、夜空は憤ふん然ぜんとする。

「あはっ、照れちゃってる夜空かーわいー！」

「肉ぅ……！　もともと貴様のせいで目をつけられたんだぞ……！」

　……ともあれ、こうして夜よ空ぞらのおかげで隣りん人じん部ぶは守られたわけだ。

「お疲れさん、部長」

「ん……疲れた。……この学校の校則が緩ゆるくなければ危なかったな……」

　そう言って、柔らかく微笑ほほえむ夜空だった。





　　






　その日の夜。

　俺おれはかつて自分がかよっていた高校の生徒手帳を三つほど引っ張り出してきて、聖クロニカ学園の校則と見比べてみた。

　夜空の言ったとおり、他の学校と比べてたしかに聖クロニカ学園の校則は、全体的にかなり緩かった。

　多分、十五年前に女子校から共学になった際に校則が作り直されたのと、共学化の後もおとなしい校風が継続されたため、校則の見直しが必要になるような事態にならなかったのが主な要因だろう。

　他の高校には『クラブの設立には60名以上の署名と10名以上の入部予定者が必要』なんて厳しい条件があるところもあった。

　もしもこの規定が聖クロニカ学園にあったら、夜空が隣人部を創ることはできなかったわけだ。

　改めて──奇跡だなと思う。

　ちなみに他には「雪山の登山を禁止する」とか「グラウンドにバイクで乗り入れることを禁止する」なんて校則まであった。

　……きっとあの学校には、雪山に登山して遭難した生徒や、グラウンドでバイクを乗り回した生徒がいたんだろうなあ……。

　生徒手帳を読みながら、俺は過去にかよっていた学校に思いを馳はせるのだった──。





妖よう星せい乱らん舞ぶ







　次の日の放課後。

　昨日と同じように隣りん人じん部ぶの七人が部室にて好き勝手に過ごしていると、再び遊ゆ佐さが勢いよく飛び込んできた。

「今度こそ観念してもらいますよ!!」

「……またお前か」

　鬱うつ陶とうしそうに夜よ空ぞらが顔をしかめた。

「フググ……！」

　昨日のことがあって苦手意識があるのか、遊佐は夜空を威嚇するように睨にらみ、

「そ、その余裕もここまでです！」と精一杯胸を張った。

「なに？」

「隣人部が正式な部活動として認められない決定的な理由を見つけました！」

「ふん、また妄もう言げんを……」

　あくまで余裕を装よそおう夜空だが、遊佐があまりに自信満々なため少し動揺しているのがわかった。

「なんなんだ？　その理由って」

　俺おれが訊たずねると遊佐は生徒手帳を取り出し、バッと開いた。




「生徒心得第12条、学校外の活動に関する規定第２項！　クラス、クラブ等の団体での活動については、関係教官の引率がない場合、原則としてこれを認めない！　および、生徒会会則第77条！　各クラブには一名以上の顧問を置くものとする！」




　……？

　部員たちの頭に「？」が浮かぶ。

「要するに『部活には顧問が必要』ってことだろ？　顧問ならいるぞ。……一応」

　俺の言葉にみんなの視線が隣人部顧問──ソファに座ってポテチをもりもり食べていた高たか山やまマリアへと向かう。

「ふぇ？」

　きょとんとするマリア。

　遊ゆ佐さはさらに続ける。

「その顧問が問題なのです！」

「……どういうことだ？」と夜よ空ぞら。

「生徒会会則第78条、クラブの顧問は本校に勤務する教官または職員であること！」

「えーと……つまり顧問が教師じゃなくてシスターなのが駄目だって言いたいのか？」

「違うぞ小こ鷹だか」と夜空。

「シスターはたしかに教会から派遣されている身分であって、厳密にはこの学校に所属しているわけではない。だが、聖クロニカ学園学則第24条『シスターに関する規定』２項において、『特に規定のない場合において、本校に派遣されているシスターの権利と義務は教官のそれに準ずるものとする』とある。つまりシスターは教官と同じ立場と考えて問題ないし、事実としてシスターが顧問を務める部活は隣りん人じん部ぶの他にも幾いくつか存在する。創部手続きの際にもシスターを顧問とすることは問題ないと確認済みだ」

「へえー……」

　立て板に水のごとくつらつらと説明する夜空に感心する俺おれ。……校則だけじゃなくて学則まで暗記してるとか、どんだけ暇人だよ。

　自信ありげな夜空に、

「……ええ。たしかに、シスターが顧問なら問題ありません。ですが……」

　遊佐は不敵な笑みを返し、言い放った。




「そこの高たか山やまマリアさんは、シスターではありません！」




「「「「「「「？」」」」」」」

　ぽかんする隣人部一同。

　なに言ってんだこいつ。

　当のマリア本人も意味がわからないという顔をしている。

「自分の調べによれば、この学校に派遣されているシスターの名簿に高山マリアという名前はありませんでした」

「……は？」

「……彼女の姉の高山ケイト先生の名前はちゃんと記載されていますが、高山マリアの名前は本校に勤務する教官や職員名簿のどこを探してもありませんでした。つまり彼女の本校における役職は、なにもなし！　高山ケイト先生の身内として礼拝堂に出入りしているだけの、言うなればただの『シスター服を着た幼女』なのです！」

　…………え、マジで？

　驚きよう愕がくの事実に、沈黙する隣りん人じん部ぶ。

「……幼女なのに先生とか変だなあとは正直思ってましたけど……」

　ぽつりと理り科かが言った。え、今更そこにツッコむの？

　そこで夜よ空ぞらが反論を試みる。

「だ、だが！　創部届けは問題なく正式に受理されたぞ！　もしもマリアがシスターでないなら届け出は却下されるはずだ！」

「それはただのミスです。教会から派遣されているシスターは学園から独立した存在ですから、見逃されてしまったのでしょう。なんでしたら名簿を持ってきますよ」

　冷静な遊ゆ佐さの物言いは、虚きよ言げんとは思えなかった。調べればすぐにバレるような噓うそをつくやつとも思えないし。

「…………創部手続きの緩ゆるさが裏目に出た、ということか……！」

　悔しげに歯は嚙がみする夜空。

　と、そこでマリアが無表情でぽつりと、




「……ワタシ、シスターじゃなかったのか……？」




「ちょ、ちょっと待ってくれ、確認してみる！」

　俺おれは慌あわてて自分のケータイを取り出し、ケイトに電話をかけた。

『お兄ちゃん!?』

　嬉しそうなケイトの声。

「……ああ」

『あはっ、お兄ちゃんから掛けてくるなんて嬉しいねえ！　どうしたの!?』

「ちょっと訊ききたいことがある」

『んー？　なんだい真面目まじめな声で』

「……マリアってさ……シスターじゃないのか？」




『え？　うん』




「軽っ！」

　なんか超あっさりと肯定されてしまったぞ……。

「…………マジで？」

『マジだけど？』

「…………え……じゃあなんでマリア、学校で働いてるんだ？」

『うちでゴロゴロしてるだけってのもアレだから、社会勉強も兼ねてわたしの手伝いをさせてるのさ。あいつの歳じゃまだアルバイトとかはできないし…………同じ学校にいれば、わたしの目もちゃんと届くからね……』

　後悔の混じった、どこか切なげな声こわ音ね。

　この姉妹にも色々あるのだろうが、今はそれを考えているときじゃない。

「……マリアがいつも自分のこと先生って言ってるのは……？」

『あー、そりゃあのバカが勝手に言ってるだけだよ。「先生なら～」ってゆえばムキになって仕事するからことあるごとに言ってたら、いつの間にか自分でも本当に先生だと思い込むようになっちゃったみたいだね』

「な……！　……で、でも談話室４の管理を任されてるのは本当なんだよな!?　本物の先生じゃないならそんなこと、」

『ん？　あそこの管理人は正式にはわたしだよ。ちゃんと掃除するって約束で、一時的にマリアに鍵を預けてあるけど』

　なんてこった……部室の管理人ですらなかった……。

「……だったらそもそも、なんでシスター服を着てるんだ……？」

『カワイイからさっ!!』

「おい」

『あ、ああいや、そうじゃなくて……校内に子供がうろついてても、シスターだってことでみんな勝手に納得してくれるから便利だろ？』

「そ、そのおかげで今こっちは大変なことになってんだよ!!」

『へ!?』

　電話越しにケイトの驚く気配がした。

　勢いにまかせて電話を切る俺おれ。

　無言で俺を見つめる部員たちに、

「……マリアの姉に確認した。マジでシスターじゃないらしい」

　………………。

　沈黙ののち、自然とマリアにみんなの視線が集まる。




「…………そっかー。ワタシはシスターじゃなかったかー……」




　マリアの目が死んだ魚みたいにうつろになった。

　どうやらアイデンティティが崩壊してしまったようだ。

「……なんかなー……先生とか神の使徒とかゆってて偉そうにしていたのですいませんでした……みなさんをだましていたのでよくないと思います……」

「マ、マリア……」

　夜よ空ぞらが表情を曇くもらせる。

「はー……そっかー……ワタシっていったいなんなんだろうなー……」

「あう……」

　マリアのあまりに痛ましい様子に、遊ゆ佐さまでも気まずそうな顔をした。

　が、そんな場合じゃないと言うように遊佐はぶんぶん首を振り、

「と、とにかくこれではっきりしましたね！　顧問がいない以上、隣りん人じん部ぶは正式な部活として認められません！　それどころか、不正な手段で創られた部活ということで相応の厳しい処分がくだされることでしょう！　覚悟しててくださいね！」

「き、厳しい処分……？」

　夜空が上擦った声で聞き返す。

「もちろん廃部です！」

「廃部……！」

　部員たちの間に動揺が広がる。

　遊佐はそんな俺おれたちの反応を満足げに眺めながら、

「それが嫌ならこれからは本校の生徒として相応ふさわしい立派な──」

　調子づいた遊佐の言葉を遮さえぎって、




「マリアが正式な顧問ならいいのよね？」




　廃部の危機というシリアスな局面にまったく似つかわしくない緊張感のない声で、星せ奈なが口を開いた。

「か、柏かしわ崎ざき星奈……」

　遊佐がびくんと身をすくませる。

「そ、そうですけど、そうでないから駄目なわけで、ちゃんと話聞いてました!?」

「一応」

「一応て……グヌヌ……！」

「んー……じゃあちょっと待ってて」

　めんどくさそうにケータイを取り出し、星せ奈なは部室から出て行ってしまった。

「え？　あ、あの……」

　困惑してきょろきょろと部室内を見回す遊ゆ佐さだが、どうしたらいいのかわからないのは俺おれたちも同じだった。

「……とりあえず、コーヒーでも飲むか？」

「あ、はい……」

　俺が遊佐を椅子に座らせ、幸ゆき村むらがコーヒーを出す。

　遊佐は前に置かれたコーヒーをじっと見つめる。

「心配すんな、毒とか入ってないから」

　緊張した場の空気を和ませるための冗談のつもりだったのだが、なぜか幸村が大おお真面目まじめな顔で、

「わたくしとしたことが……もうしわけありません」

「へ？　なにを謝ってるんだ？」

「くせ者を処分する好機を、みすみす見逃してしまいました……」

「処分!?」

「いやそんなこと誰だれも考えてねえから！　ゆ、幸村も冗談キツいぞははは……」

　ギョッとする遊佐に、俺は慌あわてて誤ご魔ま化かす。

「もうしわけありません、あにき」

「あ、冗談ですか……物ぶつ騒そうな冗談を言う人ですね……」

　ぺこりと一礼する幸村に、遊佐は警戒の視線を向けながら、

「……あ、あのう、ミルクとお砂糖をいただけますか？　羽は瀬せ川がわくん」

「おう」

　恐る恐る言った遊佐に、俺はミルクと砂糖を二つずつ持ってきた。

　それを全部入れて、ガチガチに緊張した様子で遊佐はコーヒーを口に運ぶ。

「……にが」

　それでもまだ苦いのかよ……。

　隣りん人じん部ぶの面々はそんな遊佐を複雑な表情で観察しており、夜よ空ぞらにいたっては完全に敵意を向けて睨にらんでいる。

　完全にアウェーの、「廃部にしてやる」とケンカを売った部の部室という、敵地と呼んでも過言ではない場所に一人。

　普通なら逃げようとする状況だが、怯おびえながらもちゃんと留まっている遊佐は肝きもが据すわっていると思う。

　誰だれも喋しやべらないまま待つこと約十分。

「待たせたわね愚ぐ民みんども！」

　ようやく星せ奈なが戻ってきて、遊ゆ佐さを含めた全員がホッとした顔をした。

　星奈はそんな俺おれたちの間に流れる微妙な空気などまったく無視して、得意げに宣言する。




「マリアが特別非常勤講師に内定したわ！」




　ポカーン。

　あまりに唐突な言葉に、全員が間抜けな顔になった。

「正式な手続きはまだだけど、進めちゃっていいわよね？」

　星奈はマリアに尋たずねる。

「とくべつひじょうきんこうし……ってなんなのだ？」

「あたしもよくわかんないけど、要するに先生みたいなものらしいわよ」

「……お前、誰に電話したんだ？」

　尋ねる俺に、

「パパだけど？」

「やっぱり理事長か……！」

　柏かしわ崎ざき天馬ぺがさす→聖クロニカ学園理事長→私立校の理事長＝その学校の最高権力者。

「んで、手っ取り早くマリアを正式な顧問にする方法を相談したら、そうするのがいいだろうって。もちろん本人の承しよう諾だくがいるけど、どうする？」

　マリアは目をまるまると見開いて星奈を見つめ、

「……ワタシ、ほんとの先生になれるのか？」

「ん」

「なる！　なります！」

「あっそう。それじゃ近々手続きしてもらうから」

「おー！　手続きするぞあははは！　わーいわーい！　ワタシほんとの先生になるぞあははははははは!!」

　大喜びではしゃぐマリア。

　一方、

「そ、そんな……そんなの無茶苦茶です！」

　遊佐が星奈に叫ぶ。

　だが星せ奈なはどうでもよさそうに、

「この学園の理事長が決めたのよ。文句ある？」

「あ、あるに決まってます！　だ、だいたいですね、仮に今から高たか山やまマリアさんが正式な顧問になったからといって、隣りん人じん部ぶが不正な手段によって創られた部活という事実に変わりはなく、」




「黙りなさい駄だ犬けん」




　なおも抗おうとする遊ゆ佐さに、星奈は無慈悲な女神のような眼まな差ざしを向けた。

「ひっ……」

　遊佐が怯おびえた子犬みたいに縮こまる。

「……言っとくけどね、たとえ生徒会が隣人部の廃部を申し立てようが、それを握り潰すことだってできるの。クラスメートのあんたの顔を立てて、あんたの言うとおりちゃんとした顧問を立ててあげたのよ。感謝しなさい」

「か、感謝……!?　なんて横おう暴ぼうな物言いですか……！　じ、自分は絶対に認めません、こんな卑ひ怯きようなこと！」

「あんたがどう思おうがどうでもいいわよ」

　星奈はめんどくさそうに嘆たん息そくし、遊佐にずいっと顔を近づける。

「……よく聞きなさい駄犬。この部はあたしのモノなの。あたしの庭でこれ以上うるさく吠えるようなら……ひねり潰すわよ」

「ひゃ……ぁ、あう……」

「……そうね……もう二度とくだらないちょっかいが掛けられないように、退学にでもしてあげようかしら？」

「そ、そんなことできるわけ──」

「できるわけないと思うのはあんたの自由よ」

「……ぅ……ぅぅ……た、たい、がく…………？」

　遊佐はしばし涙目で星奈を睨にらんだのち、




「……お騒がせしてしゅみませんでした。隣人部にはもう手出ししません……ぐずっ」




　そう言って、泣きべそをかきながら部室を出て行ったのだった。

　遊佐が出て行ったあと、マリアが勢いよく星奈に抱きついた。

「わーい！　星せ奈なのおかげでワタシは本当の先生になったのだー！　ありがとなー星奈！　あははははは！」

「べ、べつにあんたのためじゃないわよ……」

　ツンデレ台詞というわけではなく本当に鬱うつ陶とうしそうにマリアを引き離す星奈。

「ふん……権力を盾に、自分に刃向かう者を叩たたき潰す金持ちのお嬢様。……漫画とかならどう考えても悪役側だな」

　夜よ空ぞらが皮肉っぽく言うと、星奈は顔を赤くした。

「あ、あたしだってこんなやり方は好きじゃないわよ！　でも『権力を使うときは躊躇ためらうな』って前にパパも言ってたし……」

　天馬ぺがさすさん、娘になんて教育してるんだ……。

「あーもう、そんなことどうだっていいわ！」

　そう言い放ち、星奈はいそいそと小走りに部屋の奥へと向かい、遊ゆ佐さが来て中断していたゲームを再開した。

　ソフトは昨日と同じく、美少女の大群を撃げき墜ついするシューティングだ。

「んっふっふ～♥　今日はいよいよ大本命、かおるちゃんのウサミミ白ビキニをゲットしてやるんだから！　ただでさえ難易度が高いかおるちゃんルートで、ノーダメージで全員を一撃で撃げき墜ついしろとかいうマジキチ条件だからね……さすがのあたしも気合入れていかないと……！　じゅるり……！　うぇへ……」












　ニヤニヤと舌なめずりをしながら言う星せ奈なに、みんながジト目を向ける。

「……星奈先輩まさか……早くゲームがやりたかったから、脅してまでさっさとあの人を追い払ったんですか？」

　冷や汗混じりの理り科かの問いに、

「あったり前じゃない！」

　振り返りもせず高速でボタンを連打しながら星奈は堂々と力強く頷うなずいた。

「星奈のあねごは揺るぎないですね」

　幸ゆき村むらが謎の感銘を受けている。

　星奈にとって遊ゆ佐さはギャルゲーキャラのウサミミ白ビキニよりもザコ扱いなのか……。

　さすがに遊佐に同情してしまう俺おれだった。

　と、




「……ま、権力ちらつかせるだけでどうにかなるような相手なんて、どうでもいいのよ。本当に骨のあるヤツは、そんなのおかまいなしに向かってくるんだから」




　星奈は独り言のようにぽつりと呟つぶやいた。

　理科、幸村、小こ鳩ばと、マリアは不思議そうに首を傾かしげる。

　夜よ空ぞらだけは「ふ……」と小さく笑った。

　そんな夜空を見て俺は、星奈が初めて隣りん人じん部ぶにやってきた日のことを思い出す。







「こいつの性格が悪いのが悪いのよ。凡人はパーフェクトなあたしに跪ひざまずくものなのに」

「頭が悪いお前よりはマシだ」

「ふふん、あたしは成績学年トップよ！」

「はーいはい、牛女ちゃんはお勉強がよくできてご立派でちゅねー」

「……てめえ……パパに頼んで退学にするわよ」

「パパァ？　いい年してパパだのママだの言ってて恥ずかしくないのか？　いつまでも乳離れできない甘えんぼちゃんには困ったものだな。生きてて恥ずかしくないのか？」

「……ぁぐ……！　あ、あんたさあ……マジで性格悪いわねえ……！」







　…………本当に、初対面とは思えないほど最初から仲が悪い二人だった。

　隣りん人じん部ぶができたのが六月半ばだから、あれから約五ヶ月か。

　隣人部存亡の危機だったかもしれない遊ゆ佐さ葵あおいとの戦いは、この五ヶ月間ずっと喧嘩ばかりしてきた夜よ空ぞらと星せ奈なによってサックリと幕を閉じた。

　──頭の回転が速く弁べん舌ぜつ巧たくみな三み日か月づき夜空。

　──体力知力財力権力、とにかく圧倒的な力を持つ柏かしわ崎ざき星奈。

　この二人がいる限り、誰だれが攻めてきたって隣人部は安泰だろう。

　そんな吞のん気きなことを、俺おれは思ってしまった。

　この現状がどれだけ危ういバランスで成り立っているのかも忘れて、危機を乗り越えてめでたしめでたしと、ホッと一安心してしまった。

　これからもずっと、隣人部のゆるゆるな日常が続いていくのだと思ってしまった。




　……そんなふうに俺が思ってしまったから──油断してしまったから──というわけでは絶対になくて。

　惑星の運行に人の意思が介在する余地などないように、俺の思おも惑わくなんて関係なく、容赦なく現実は動く。動いてしまう。




『私の気持ち、受け取って！』『オオウ、ウィィィィ！』『付き合って！』『お兄ちゃん大好きー！』『あ、あんたのことなんてなんとも思ってなくないんだからね！』

　テレビ画面の中で美少女の大群が鈍器のようにラブレターを振りかざしたり目からハート型のビームを撃うちながら主人公に迫り来る。

『ボクは死にましぇえええん!!』『ユニバァァァァス!!』『ジュテェェェェム!!』

　ギャルゲーには変わったソフトもあるんだなー、ちょっと面白そうだなーなんて思いながら、なんとなくゲーム画面を見つめる俺に、




「……あー、そういえば小こ鷹だか」




『ら、らめええええ！』『わ、私と結婚してください！』『そ、そこは駄目ぇぇぇ！』『イヤ────ン！』『セシボーン！』『お父さんにも揉もまれたことないのにー！』

　凄すさまじいコントローラーさばきで美少女たちを次々に昇天させながら、星奈が何気ない調子で言った。

「んー？」と、同じく何気ない吞のん気きな返事を返す俺おれ。

「さっきパパと電話したときに話題になったんだけど」

「おー」







「あんたやっぱりあたしと結婚しなさいよ」







　ぶばふっ、と同時にコーヒーを噴き出したのは夜よ空ぞらと理り科かだった。

　幸ゆき村むら、マリア、小こ鳩ばともぽかーんとした顔をしている。

「こないだからずーっと考えてたんだけどー」

『エクスタシィィィィィッ！』『イッちゃううううう！』『ひぎぃぃぃぃぃ!!』

　真剣な顔で画面を見つめたまま、俺のほうをちらりとも見ずに、星せ奈なは続ける。

『ア──ッ!!』『ばかぁぁぁん♥』『は、激ししゅぎりゅううううっ！』

「前に言ったとおり、パパとあんたのお父さんが約束してたとか、小さいころに会ったことあるとかはべつにどうでもいいのよ。でもこの『どうでもいい』っていうのはその約束それ自体のことで、なんか婚約が発覚したときはなし崩しに結婚の話自体キャンセルみたいな流れになっちゃったけど、それとは関係なしに今のあたしの気持ち的にはあんたと結婚したいと思うのよ。だって








　　あたし小こ鷹だかのこと好きだから」



「え!?　なんだって!?」










「あひゃっ!?」

　爆音ドカーン。

　言葉を圧あつ殺さつするように全力で張り上げた俺の声に、星奈が驚いて操作を誤り、画面の中で主人公が美少女の投げたパンツ爆弾の直撃を食らいダメージを受けた。

「んぬ！　もうっ!!　ミスしちゃったじゃないバカあ!!」

　星せ奈なが痛つう恨こんの悲鳴を上げて振り返り、涙目で俺おれを睨にらんだ。

「あ、ああ、すまん……で、なんだっけ？」

　誤ご魔ま化かしの苦笑いにすらなっていない、引きつった出来損ないの空笑いを浮かべる俺。

「なんだってじゃない、わ──」

　星奈が自分を見つめる部員たちの視線に気づき、口を半開きにしたまま硬直する。




「………………ぁぅ」




　沈黙を経て、星奈の顔がいきなりボッと赤くなった。

　夢中でゲームをプレイしながら自分が世間話のようなノリでとんでもないことを口走っていたことを、ようやく自覚したらしい。

「……あ、あの、あぅ……えっと……」

　真っ赤な顔で口をぱくぱくさせる星奈。

　どうしよう、なにか言わなくては……。

　しかしあまりに突然のことで頭が混乱して思考がまとまらない。

「……い、言っちゃった……あは……」

　星奈は気まずそうに乾いた笑いを浮かべ、

「…………あはは……まいっか……どうせそのうち言うつもりだったし……」

　開き直った。

「……えっと、ね……」

　星奈はもじもじしながら上目遣いで俺を見つめる。




「……つ、つまり、えっと……、なんかそーゆーことだから……あは……」




　てれてれと恥ずかしそうに笑う星奈は、反則的に可愛かった。

　男なら無条件で魅了されてしまうような、もはや魔力と言っても過言ではないほどの、問もん答どう無む用ようの破壊力があった。

　もしもこいつが知り合いではなかったなら、柏かしわ崎ざき星奈が俺にとってどうでもいい他人だったなら、人目もはばからず即座にむしゃぶりついていたかもしれない。

　でも、そうするわけにはいかない。




「…………あ、あーと……な、なにがそういうことなんだ？　ゲームの音が大きくてお前が言ったこと全然なにも聞こえなかったなー……」




　白しら々じらしい誤ご魔ま化かし。

　しかし場の空気はまったく変わらなかった。

　……そりゃそうだ。

　星せ奈なの側にこの件を誤魔化すつもりがまったくない以上、俺おれがどれだけとぼけたところで無意味だ。

　俺の台詞は完璧にスルーされ、星奈は変わらず潤うるんだ瞳で俺を見つめている。

「あ……と……」

　星奈から目を逸そらし、俺は部室内に視線をさまよわせる。

　夜よ空ぞらはどうしたらいいのかまったくわからない様子で、俺と星奈を交互に見てオロオロするばかり。

　幸ゆき村むらはいつものぼーっとした無表情でジッと俺を見ている。

　マリアはきょとんとした顔でポテチを食べている。

　小こ鳩ばとは泣きそうな顔で俺を見ている。

　理り科かはどこか切なげな表情で星奈と俺の間に視線をさまよわせ、俺と目が合うと「だから言ったのに」とでも言わんばかりに小さくため息を吐いた。




「……小こ鷹だか？」




　星奈が可愛く小首を傾かしげる。

　わざとやっているとしたらあざとすぎるが、星奈はそんな計算をする奴じゃない。する必要がない。

　一挙手一投足がナチュラルに人を引きつける柏かしわ崎ざき星奈の仕草が、今、全部俺一人に向けられていた。

　俺は考える。

　この暴力的な魅惑の激流に吞のみ込まれることなく、上う手まくかわし、これまでどおり、なにごともなかったかのようにする方法。

　一瞬で結論が出た。こりゃ無理だ。

　そんな方法は思いつかないし、あっても俺には無理だ。

　もしも俺にそんな超絶アクロバットコミュニケーションができるのなら、俺はきっと今頃ハイパーリア充で、最初からこの場所隣人部にいない。

　だから俺おれは、鞄かばんを手にとって立ち上がり、




「そ、そういえば急用を思い出した！」




　逃げ出した。





新たなる光







　俺が部室を逃げ出してから、土日を挟はさみ、翌週月曜日の放課後。

　重い足取りで廊下を歩いていると、前方から遊ゆ佐さ葵あおいが歩いてくるのが見えた。

　ふらふらと危なっかしい足取りで、段ボール箱を二つ重ねて運んでいる。

　かなり重そうで、険しい表情。

　前もよく見えていないらしく、距離一メートルほどのところでようやく遊佐は俺に気づき、「あ……」と声を漏もらして気まずそうな顔をした。

　遊佐は俺から目を逸そらし、急ぎ足で俺の横をすり抜けようとして、

「あわっ!?」

　ふらっとよろめく。

「うおっと!?」

　俺は反射的に両手で上下の段ボールを支え、どうにか遊佐はバランスを取り戻した。

「フウー……。た、助かりました羽は瀬せ川がわくん。そ、それでは！」

「ちょ、待てって！」

　そそくさと離れようとする遊ゆ佐さを呼び止め、

「……俺おれも手伝おうか？」

「け、けっこうで──しゃひっ、っとっと!?」

　断るやいなや、またもよろめいて上の段ボールを落としそうになる遊佐に俺は嘆たん息そくし、

「……それ前も見えてねえだろ。危ないって──」

　ひょい、と上の段ボールを奪い、

「──とぅをっ!?」

　思った以上に重くて、ついついそんな慌あわてた声が出た。

　女の子が二つ同時に運ぶにはかなりしんどそうな重さ……というか、男でも余程力に自信がなければ二つ一緒に運ぶのはやめておくレベルだ。

「あ、ありがとうございます羽は瀬せ川がわくん……」

　遊佐がちょっと顔を赤くして礼を言う。

「気にすんな」

　言って、歩き出した遊佐に並んでついていく俺。

「つか重いなこれ……なにが入ってるんだ？」

「学園祭で使った申請書とかプリントです。パンフレットとかも」

「あー、紙か。そりゃ重いわ……。こんなもん二ついっぺんに運ぼうとするなよ」

「た、たくさんあるのでしょうがないじゃないですか──っとと！」

　段ボールが一つになってもなお、遊佐の足取りはちょっと危うい。

「……大丈夫か？」

「は、はい……」

　少し恥ずかしそうに頷うなずく遊佐。

「たくさんってことは、他にもまだあるのか？」

「はい」

「つか、なんでこんなの運んでるんだ？」

「生徒会の仕事なのです」

「これ全部一人でやんなきゃいけないのか？」

「はい」

「こんなの何個も一人で運ばせるなんて……」

「ち、違います！」

　非難じみた言い方になった俺に、遊佐は慌てて言った。

「べつに生徒会のみんなに押しつけられたわけじゃないのです。それどころか、手伝うと言ってくれたのを自分がお断りしたのです」

「断った？」

「自分が一週間以上もさぼっていたせいで溜たまったものですから。忙しい他の皆さんの手を煩わせるわけにはいきません」

　大まじめな顔で遊ゆ佐さはきっぱりと言った。

　一週間以上のサボり……というのは、間違いなく隣りん人じん部ぶの活動模様をこっそり監視していた件だろう。

　これはその間に溜まってしまった、生徒会の仕事らしい。

「……なあ遊佐」

「はい？」




「……なんでお前、あそこまで熱心に隣人部を潰そうとしたんだ？」




　俺おれは気になっていたことを訊たずねた。

　校則をたてに難なん癖くせをつけ、それが退けられると今度はわざわざシスターの名簿を調べてまであら探し。

　隣人部がなにか目立った事件を起こしたというわけでもないのに。

　遊んでばかりというのは確かに問題があるのかもしれないが、それほど熱心に活動してない部活なんて、他にもいくらでもあると思う。

　校則を守ってないのが許せないというのなら、それこそ違反してる生徒なんて山ほどいるだろう。むしろ厳密に校則を１００％遵じゆん守しゆしてる奴がいたら教えてほしいくらいだ。

　遊佐に初めて会った時のことを思い出すと、こいつは俺の服装とか髪の色を、俺が故意にやっていると勘違いした上で褒ほめた。

　生き真面目まじめな努力家ではあっても、融通のきかないガチガチの堅かた物ぶつというわけでは決してないと思うのだ。

　なのに遊佐は、隣人部にだけ本来の業務に支障が出るほどに執着し、廃部にまで追い込もうとした。

　それはなんというか、こいつのキャラには似つかわしくない行動のように思える。




「優れた力を持つ人は、それに相応ふさわしい場所にいるべきだからです」




　遊佐は端的に答えた。

「……相応ふさわしい場所？」

「はい！　柏かしわ崎ざき星せ奈なほどの人材があんなところで無為に時を過ごしているなど、人類にとっての損失です！」

「人類にとってとまで言うか……」

　苦笑しつつ、

「……つまりお前が隣りん人じん部ぶを潰そうとしたのは、星奈のためってことか？」

「はい！」

　遊ゆ佐さは即座に答えた。

「なるほど……」




　俺おれ個人の立場を抜きにして言えば──遊佐の考えはきっと正しい。




　人類にとっての損失かどうかはともかくとして、星奈は高校の運動部だったらきっとどんな部活に入っても大活躍できるだろう。

　協調性がないという欠点はあるものの、だったら個人種目をやればいいし、たとえ団体種目だろうと、あのぶっちぎりのスペックは欠点を補って余りある。

　そしてそれは、隣人部では星奈だけに限ったことじゃない。

　三み日か月づき夜よ空ぞらは、勉強もスポーツも万能の優等生だ。

　人付き合い自体は苦手でも周囲に合わせることができないわけじゃないし、どんなジャンルでもオールマイティに活躍できるだろう。

　すでに社会に出て活躍している志し熊ぐま理り科かは言うに及ばず。

　学校で遊んでいる暇があったら研究や開発に力を貸してほしいと思う人間は、きっと星奈以上に多いだろう。

　羽は瀬せ川がわ小こ鳩ばとは中等部で人気者──隣人部以外にも居場所がちゃんとある。

　いずれ高等部に進学したときのことを考えれば、同学年の仲間との付き合いを大事にしたほうがいい。

　高たか山やまマリアには、彼女のことを誰だれより大事に思っている姉が近くにいる。

　隣人部がなくてもきっと、彼女がマリアを守り、今度こそしっかり導くだろう。

　楠くすのき幸ゆき村むらにいたっては、「友など必要ありません」と、隣人部の活動目的である『友達づくり』すらあっさり否定してのけた。

　ぞくり──俺の全身が総毛立つ。

　真っ当な価値基準で考えれば、

　隣りん人じん部ぶの存在する意味とは、

　意味なんて、




「なーんて。噓うそです」




　俺おれの脳髄が恐ろしい言葉を弾き出す前に、遊ゆ佐さがため息混じりに言った。

「は？　噓？」

「……本当に、世のため人のため社会のため正義のためですなんて、かっこいい理由だったらよかったんですけど……それが全部じゃないです。というか自分は、本当はそんなこと思ってもなかったんです」

「……というと？」

　俺の問いに、遊佐は自じ嘲ちよう気味に笑った。

「自分はただ、柏かしわ崎ざき星せ奈なに一泡吹かせてやりたかっただけなのですよ。なんでも持ってるあの女王様に、貴女にも思い通りにいかないことがあるんだって、突きつけてやりたかったのです。……要するにただの嫉妬なのですよ。恵まれている人はそれ相応の対価を払ってほしい。他の人より恵まれているぶん、ちゃんと苦しんでほしい。じゃないと不公平です。最初から全部持ってる人が完全無欠で無条件にハッピーになれるなんて、必死で頑張ってる普通の人が可哀かわい想そうすぎるじゃないですか」

　そこまで言って遊佐は、「はあああああ」と深いため息をついた。

「……で、そうやって柏崎星奈に嫌がらせを仕掛けた結果といえば、より自分がみじめになっただけなんですけどね……。羽は瀬せ川がわくんたちにもご迷惑をおかけしました。すみませんでした」

　本心から後悔している様子で謝る遊佐。

　こいつには、他人の足を引っ張る方向での努力なんて全然向いてないんだと思う。

「俺たちのことは気にしなくていい。済んだことだしな。……それにまあ、お前の言うこと、わかんなくもないし……」

「噓でもそう言ってもらえると助かります」

　遊佐はなおも申し訳なさそうな顔だった。

　噓じゃないんだけどな。いいじゃないか、他人に嫉妬することくらいあっても。

「……ああ、それから」

　謝罪なんかより、もっと大事な話がある。

「……星奈がなんでも持ってるってのは誤解だぞ。あいつにだって、持ってないものくらいあるさ」

「ほう？　それはいったい？」




「……友達、とか」




「あははっ」

　大おお真面目まじめに言った俺おれの言葉に、遊ゆ佐さが破は顔がんした。

「な、なんで笑うんだ？」

　遊佐は心の底から可お笑かしそうに、

「あはっ、相変わらず羽は瀬せ川がわくんはユーモアのセンスがありますねー。友達がいない人なんてこの世にいるわけないじゃないですか！　おっかしー！　プークスクス！」

「…………ソ、ソウデスネー……」

「ありがとうございます羽瀬川くん！　こんな自分ごときを元気づけるためにそんな愉快な冗談まで言ってくれるなんて、羽瀬川くんは優しくて素敵な人ですね！」

　にっこりと笑い、歩く遊佐の足取りが目に見えて軽くなった。

「…………」












　…………いやまあ、元気を取り戻してくれたのはいいんだけど……なんだろうな、この釈しやく然ぜんとしなさは……。





　　






　遊ゆ佐さと一緒に校舎を出て、学園の敷地の隅にあるプレハブ倉庫まで段ボールを運ぶ。

　倉庫の中には大量の折りたたまれた段ボール、コピー用紙、新聞紙、本などがそれぞれ分別されて積まれていた。

　聖クロニカ学園では、不用になった紙は基本的にすべてここに集められ、月に一回リサイクル業者が回収するらしい。

　段ボールの中からプリントの束を取り出し幾いくつかに小分けして、倉庫にあったビニール紐で縛り、所定の場所へと積み重ねる。

　段ボールも折りたたみ、他の段ボールの上に積む。

　一箱分だけでも、なかなかめんどくさい作業だ。

「ありがとうございました、羽は瀬せ川がわくん。おかげで助かりました」

　額ひたいの汗を拭い、遊佐が微笑ほほえんだ。

　そして、

「もうけっこうですから、羽瀬川くんは部活に行ってください」

「……！」

『部活』という言葉に、自分の心臓がどくんと跳ね上がるのを感じた。

「他にも運ぶものあるんだろ？　それも手伝う」

　俺おれは平静を装よそおってそう言った。

「へ？」

　遊佐は一瞬きょとんとした顔をして、

「そ、そんなの悪いですよ！　自分の仕事なのに！」

「気にすんな。乗りかかった船だ」

「で、でも、まだ結構な数の段ボールがありますし……」

「だったら尚なお更さら、手伝わないわけにはいかねえだろ」

　これはまぎれもなく俺の本心からの言葉だ。

　こんな小さい（同学年だけど）女の子が一人で重労働しているのを知りながら放置するというのは気が咎とがめる。

「しかし無関係の人にそこまでしていただくわけにも……」

「こいつは隣りん人じん部ぶの監視をしてる間に溜たまった仕事なんだろ？　だったら俺おれも無関係ってわけじゃない」

　遊ゆ佐さの時間を浪費させたことに対して罪悪感を感じているのも本当だ。

「それは……そう、なんですかね……？」

　しばし考え、遊佐は、

「それではお言葉に甘えることにします。ありがとうございます、羽は瀬せ川がわくん！」

　朗らかな笑顔を浮かべてそう言った。

「……でも部活はいいんですか？」

　おずおずと尋たずねる遊佐に、俺は努めて軽く答える。

「お前も知ってるだろ。隣人部は特に決まった活動をしてるわけじゃない。他に用事があるときはそっちを優先していいんだよ」

　これも事実。

　ここ最近は放課後七人全員が集まっていることが多かったものの、ちょっと前までは大抵誰だれかしらいなかった。

　欠席の理由といえば、ゲームをするためだったり本の新刊を買うためだったり宿題をやるためだったり、普通の部活なら許されないような理由が多い。

　むしろ明確な理由があるならまだマシで、なんとなく気が向かず、特に他の部員に連絡もせずに欠席したことは、俺にだって何度もある。

　だから『生徒会の手伝い』なんて、理由としては上等すぎるくらいだ。

　咎とがめ立てされる筋合いなどまったくない、完璧な理由だ。

　…………。

　……さっきからどうして俺は、いちいち『これは事実』だとか『これは本心』だとか確認してるんだろう。

　……どうして『部活に行けない、やむを得ない理由』を探してしまったんだろう。

　……いったい誰にそんな言い訳をしてるんだろう。

　…………その答えは明白で。




　俺は、自分が『隣人部に行きたくない』なんて一瞬でも思ってしまったという事実を、認めたくなかったのだ。





　　






　遊ゆ佐さと一緒に、重たい段ボールを持って特別教室棟三階の生徒会準備室（生徒会室の隣にある部屋だ）からプレハブ倉庫を往復すること三回。

「はふ」

　倉庫の床にどっかりと段ボールを下ろし、遊佐はその上に座り込んだ。

　額ひたいには汗が滲にじんでおり、呼吸も荒い。

　俺おれも同じような状態で、棚にもたれて息を整える。

「はぁ…………けっこう疲れるなこれ……」

「しょ、しょうでしゅね……はぅ……」

　苦笑いを浮かべて言う俺に、疲れた顔で同意する遊佐。

「運ぶの、あとどんだけあるんだ？」

「準備室の床に詰んである段ボール全部なので、あと十個以上は確実に……」

「マジか……あれ全部なのかよ……」

「で、でも安心してください！　書類はあとちょっとだけで、残りは布とか木材が入ってるはずですから！」

「ぬ、布はともかく、木材はもっと重くないか……!?」

　冷や汗が頰ほおを伝った。

「……今更なんだけど、紙や布なんて、全部キャンプファイヤーのときに燃やせばよかったんじゃないか？」

　当然の発想だと思ったが、遊佐はそれに苦笑した。

「あはは……。そりゃ多少は燃料にしますけど、全部は到底無理ですね」

「え、なんでだ？」

「火を大きくしすぎると危ないですし、変なものを燃やして有害物質とか出たらまずいですし。それにあんまり夜遅くまでキャンプファイヤーをやっていると近隣から苦情が来ますし、風紀上も問題があります。……準備も大変なので、実はキャンプファイヤー自体、毎年中止の意見が出てるくらいなんです」

「そうなのか？」

「はい。創立以来の伝統だからということで、かろうじて存続しているのです。……噂うわさでは理事長の意向もあるんだとか」

「なるほどなー……」

　あの華やかに見える場所にも、裏では色々とめんどくさいことがあるらしい。

　それを知ろうともせず、ただ羨うらやむだけで背を向けた自分が、少し恥ずかしい。

「……さて、と。それじゃそろそろ作業に戻るか」

「あ、はい。……あの……やはり残りは自分がやりますので羽は瀬せ川がわくんは……」

　遊ゆ佐さの言葉を遮さえぎり、

「バカ言え。ちゃんと最後まで付き合うさ。…………でもまあ、今日のところはあと二、三個にしておかないか？　そろそろ日も暮れるし」

「え!?　まさか明日も手伝ってくれるのですか？」

「当たり前だ」

　俺おれの答えに、遊佐は感激の色を浮かべてはにかんだ。

「羽瀬川くん……ありがとうございます……！」

「気にすんな」

　……そんなキラキラした目で純粋な感謝を向けられると、正直とても心苦しい。俺には感謝されるような資格なんてないんだ。

「ほ、ほら、早く行こうぜ」

「はいっ！」

　焦って言う俺に、遊佐が笑顔で頷うなずき、二人してプレハブ倉庫の入り口のほうを向く。

　と、そのとき。

　入り口に人影が現れた。

「……!?」

　真っ赤な逆光が眩まぶしくて顔はよく見えない。

　スカートをはいており、髪は長い──つまり女子だ。




「くはは！　おつとめご苦労さんだな！」




　……思わず聞き惚ほれてしまうほど涼やかなその声には聞き覚えがあった。

　強い光を背負って現れた彼女は、ちょっと変わった短い高笑いのあと、サバサバした感じの口調で言って、倉庫の中に入ってくる。

　気品と知性を感じさせる整った顔立ちで、長い黒髪を三つ編みにして後ろでまとめた良家の子女のようなヘアスタイルがその印象に拍車をかける。

　すらっとした手足、しなやかな腰、ふくよかだが主張しすぎない胸の膨らみ。

　彼女の名前は日ひ高だか日向ひなた。

　全校生徒から人望が厚い（らしい）聖クロニカ学園生徒会長にして、夜よ空ぞらがこっそり『リア王』と呼んで忌み嫌っている少女だ。

「日向さん!?　どうしたんですか!?」

　遊ゆ佐さが驚いた様子で言った。

　日ひ高だか会長は「ふっ」と威い厳げんと愛あい嬌きようを兼ね備えた魅力的な笑みを浮かべ、

「なにやら葵あおいの仕事を手伝ってくれている一般生徒がいると聞いたのでな。生徒会長としてひとこと礼を言おうと思ったのだ」

「え……」

　わざわざ俺おれに礼を言うために？

　驚く俺を横目に、遊佐は会長にジト目を向けた。

「……そんなこと言って、また仕事サボって抜け出してきただけなんじゃないですか？」

「くはは！　一般生徒と交流を深めるのも私の大事な仕事だ！」

　どうやら遊佐の指摘のとおりだったらしいが、会長は悪びれもせず堂々と胸を張って快活に笑った。

「まったくもう……」

　困った顔でため息をつく遊佐から、会長は俺へと視線を移した。

　大きな黒真珠を思わせる瞳と目が合う。

　意志の強そうな、しかし威圧的な印象はなく柔らかに包み込むような眼まな差ざし。

　思わず吸い込まれそうになる。












「日向ひなたさん、こちらは２年５組の羽は瀬せ川がわ小こ鷹だかくんです」

　遊ゆ佐さが会長に俺おれを紹介すると、

「ほほう、この男があの!?」

「え、御存知なんですか？」

「いや知らん」

　驚く遊佐に、会長は真顔で言った。

「じゃあなんで驚いたんですか!?」

「その場のノリだ！」

　……なんだこの会話……。

　生徒会長の耳にまで俺の悪い噂うわさが入ってるのかと、ドキッとしちまったじゃねえか……。

「もう……」

　若干イラッとした顔をしつつ、遊佐は今度は俺に会長を紹介する。

「あ、羽瀬川くん、この人は生徒会長の日ひ高だか日向さんです」

「ああ、うん……知ってる」

　俺は会長に向かって小さく頭を下げる。

「えっと……羽瀬川です」

「日高日向だ。よろしくな、羽瀬川」

「あ、は、はいっ」

　不意打ちで太陽のような笑顔を向けられ、思わずどぎまぎしてしまう俺だった。

「ところで、羽瀬川はなんで葵あおいを手伝っているのだ？　……ハッ、さては貴様、葵の彼氏というやつか!?　羨うらやましいぞ葵！」

「「ち、違います!!」」

　俺と遊佐はハモって否定した。

　さらに遊佐は赤面してモジモジしながら、

「じ、自分なんかの……か、カレシだなんて、羽瀬川くんに失礼です！　羽瀬川くんにはちゃんと立派なカノジョが……あれ？　柏かしわ崎ざき星せ奈なのカレシではないんでしたっけ？」

「お、おう……」

　星奈の名前に動揺する。

「それじゃ、隣りん人じん部ぶの誰だれかとお付き合いしてるんですか？」

「し、してねえよ！　誰とも付き合ってなんかない。……あいつらは、そんなんじゃない」

「フムフム。なるほど、それはそうですよねー」

「？　なにが『それはそう』なんだ？」

　妙に納得顔の遊ゆ佐さを不可解に思って訊たずねると、




「え？　だって隣りん人じん部ぶって男子は羽は瀬せ川がわくん一人しかいないじゃないですか。部内に一人しかいないこんなカッコイイ男子が特定の誰だれかとお付き合いしだしたら、部活の中の空気がギスギスしちゃいますよ！」




　………………。

　…………。

　……俺おれがカッコイイかどうかはさておき。

　ぽん、と俺は遊佐の頭の上に手を置いて──撫なでた。

　なでりなでり。

「は、羽瀬川くん!?　な、なんで余命幾いくばくもないおじいちゃんがついに誕生した初孫を見るような顔をして自分の頭を撫でるんですか!?」

「いやー……なんか……わかってくれるやつがいて嬉しいっつーか……」

　いかん、ちょっと泣きそう。

「よ、よくわかりませんが……。じ、自分なんかでよければ、いくらでも好きなところを撫でてください！　……ふあ……きもちーです……」

「おーい、帰ってこーい」

　呆あきれた様子で会長が言って、俺はハッとして遊佐の頭を撫でるのをやめた。

　うっとりしていた遊佐も、顔を赤くしてサッと俺から離れた。

「で、彼氏でないならどういうわけだ？」

「いやまあ、一人じゃ大変そうだったからなりゆきで……」

「羽瀬川くんは困っている人を見過ごせない素晴らしいおかたなのです！」

「え!?　いやそんな立派な人間じゃ……」

　胸を張って言った遊佐に困惑する俺。

「ふむ、最近にしては珍しい殊しゆ勝しような若者だな！　これからも励はげむがいいぞ！」

「……え？　あ、はい……」

「よし、それではさっさと片付けてしまおう！」

　鷹おう揚ように言う会長に遊佐は半はん眼がんになって、

「……日向ひなたさんは自分のお仕事をしてください」

「くはは、そう邪じや険けんにすることもあるまい。三人でやったほうが早く終わるだろう」

「……それはまあ、そうですけど」

　そして遊ゆ佐さは、諦あきらめたように嘆たん息そくした。

「……わかりました。これ以上羽は瀬せ川がわくんに迷惑もかけられませんし、三人でやりましょう。日向ひなたさんがいれば今日中に終わらせられるかもしれません」





　　






　一つだけでも重たい段ボールを、会長は軽々と二つずつ運んでいった。

　おかげで作業効率が単純に倍以上になり、遊佐の言ったとおり、明日までかかるかと思われた作業は、ちょうど日が沈むころに終わってしまった。

　……すっげえなこの人……。

　校舎へと戻る日ひ高だか会長のあとを歩きながら、俺おれは感嘆の息を吐いた。

　他の部活の助っ人として引っ張りだこという話は聞いていたが、可か憐れんな見た目に反してとんでもなくパワフルな人だった。

「うーん、久々に肉体労働をしたぞ！」

　歩きながら、満足そうに伸びをする会長。

「……そういえば会長って、体育祭ではなんの種目に出てたんですか？」

　ふと俺が尋たずねる。

　体力も運動能力も抜群なら体育祭で大活躍していそうなものだが、不思議とそんな場面は記憶になかった。

「……玉入れだ」

　会長がどこか拗すねたようにボソリと言った。

「は？　玉入れ？」

「私が出ると絶対に勝ってしまうから、他の実行委員から『全員参加の種目以外は出るな』と言われたのだ。あーあ、出たかったなー体育祭」

　ちょっと唇を尖とがらせて、恨うらめしそうに遊佐を見る。

「しょ、しょうがないじゃないですか……優勝するチームが最初から明白だと盛り上がりようがありませんし。せめて日向さんが３組じゃなければよかったんですけど」

「３組……？　あー……」

　遊佐の言葉に納得する俺。

　体育祭のチームはクラスごとの縦割りで決まるから、会長が３年３組だと、２年３組の星せ奈なと一緒のチームということになる。

　出場した時点でその種目の勝ちが確定してしまう選手が二人も同じチームにいたら、他のチームの優勝の目は完全に消え、体育祭はあっという間に白けきってしまうだろう。

　気まずそうな顔をする遊ゆ佐さに、会長は快活に笑う。

「くはは、わかっている。貴様らの判断は正しかったぞ。私は生徒会長なので、みんなが盛り上がるために我慢してやったのだ。どうだ偉いだろう羽は瀬せ川がわ」

「はは、自分で言わなきゃもっと偉いと思います」

　思わず笑ってしまう俺おれだった。

　……面白い人だな、この人。

　他人のことを優先して動ける上に、その言動は爽やかで嫌味を感じない。全校生徒から慕したわれているというのも頷うなずける話だ。

「ところで羽瀬川」

　不意に会長が足を止め、振り返った。

「はい？」




「貴様が気に入った。生徒会に入る気はないか？」




「は？」

　ぽかんとする俺。

「な、い、いきなり何を言うんですか!?」と遊佐も慌あわてる。

「いやなに、生徒会庶しよ務むの座がちょっと前に空席になってしまったから、代わりにどうかなーと思ったのだ」

「どうかなーって、いやそんな気軽に……」

　慌てるというよりも呆あきれる俺。

「フムム……いい考えかもしれませんね……『執行部役員に空席がある場合、会長は他の役員の同意を得た上で会員の中から補充の役員を任命することができる』という規定がありますから、校則上も問題ありませんし」

「遊佐までなに言い出すんだよ!?」

　しかし遊佐は真面目まじめな顔で正面から俺を見つめ、

「生徒会執行部は現在、会長の日向ひなたさん、副会長の大おお友とも朱あか音ねさん、会計の自分、書記の神じん宮ぐう司じ火か輪りんの四人なのですが、常に手が足りなくて困っているのです」

「今回の荷物整理だって本来は庶務の役割だしな」と会長が補足。

「生徒会主催のクリスマス会や一月のスキー研修の準備も急がなくてはいけませんし、人手はいくらでもほしいというのが現状です。それに四人全員が女子なので不都合なこともありますし……男手があると非常に助かります！　そのへん、羽は瀬せ川がわくんだったらなにも問題ないと思います！」

　なにやら妙に熱っぽく力説する遊ゆ佐さに、俺おれは嘆たん息そくする。

「なにも問題ないって……本気で言ってるのか？」

「？　と言いますと？」

　きょとんと首を傾かしげる遊佐に、

「……俺がこの学校の生徒たちからどう見られてるか、お前本当に知らないのか？」

　遊佐は少し考え、また可愛く首を傾げ、




「えっと…………『超カッコイイちょいわるりあじゅう』、ですか？」




「そう思ってんのはお前だけだよありがとう！」

　あまりに的外れな答えに思わずノリでお礼を言ってしまい、真顔に戻りまた嘆息。

「はぁ……全然ちげえよ。……チョイワルとかじゃなくて、ただの『ワル』……要するに不良とかヤンキーってやつだな。この髪の毛とか顔つきとか、あと他にもいろいろ重なって、完全にそういうのだと思われてるんだよ」

「なんですと!?」

「ふむ……言われてみればたしかに貴様の髪の色はこの学校では目立つし、目つきも悪いな。他の生徒が不良だと誤解するのも頷うなずける話だ」

　俺の顔をじっと見てズバリと言う会長に思わず苦笑いしつつ、

「でしょう？　そんな俺を生徒会に入れたら、会長の評判だって──」




「人間を見た目だけで判断するなど、愚か者のすることだ。そんな輩の評判など私は気にしない」




　なんの衒てらいもなくハッキリと、会長はこともなげに断言した。

　俺は思わず目を見開いて、会長の顔をまじまじと見てしまう。

　そういえば今日初めて会ったときから、この人は俺の外見を怖がるどころか、一切興味すら示さなかったように思う。

　見ず知らずの生徒たちには嫌われ怖がられ、星せ奈なやケイトからも初対面のときヤンキーだと決めつけられ、夜よ空ぞらや理り科かにはヤンキーみたいだとからかわれ、ごく稀まれにいる遊ゆ佐さや幸ゆき村むらみたいにズレた感覚の持ち主だけが好意的に受け取ってくれる俺おれの外見。

　同世代の人間で俺の外見を、否定も肯定もなく本気でまったく気にしなかったのは、この人が初めてかもしれない。

　人を見た目で判断しない──言うのは容易い綺麗事だが、実践するのはとても難しい。

　見た目のせいで何度も嫌な思いをしてきた俺ですら、「あの娘この顔が可愛い」とか「あの人は怖そうだ」とか日常的に思ってしまうし、体育祭で挨あい拶さつをする会長を見たとき、「こんな容姿だったらきっと人生楽なんだろうな」なんて思ってしまったりもした。そしてそれは、仕方のないことだとも思う。

　ましてや、長い付き合いのある知人でもなく会ったばかりの人間に対して、外見から受ける印象を完全に排除して考えるなんて不可能に近い。

　日ひ高だか日向ひなた、か……。

　こんな人が世の中に……この学校にいたなんて。

「どうした羽は瀬せ川がわ？　ぼーっとして」

「あ、な、なんでもないです！」

　怪け訝げんな顔をする会長に、俺は慌あわてて誤ご魔ま化かした。

「そうか。で、どうする？」

　俺は真剣に迷う。

　この人の下で働くのは、悪くない──すごくいいかもしれないと思ってしまった。

　その考えを振り払い、

「……す、すいません、やっぱり俺には生徒会なんて荷が重いんで……」

「そうか……」

　残念そうに顔を曇くもらせる会長に俺は慌てて、

「で、でも、またこういう力仕事とかで手が必要なときは気軽に声かけてください！　基本的に暇なんで！」

　つい反射的に、そんなことを口走ってしまった。

『反射的に』──すなわち、隣りん人じん部ぶに行かないための言い訳作りなんかじゃなくて、純粋な希望から。

　会長、それに遊佐が顔をほころばせる。

「そうか！　ではさっそく明日も来られるか？　図書委員会から図書整理の応援を頼まれているのだ」

「も、もちろん大丈夫です！」

「うむっ、いい返事だ。貴様のような働き者と出会えるとは、今日は良い日だな！　朱あか音ねの目を盗んで抜け出してきた甲斐があったというものだ、くははは！」

　満足げに言って、会長は豪快に高笑いをしたのだった。





強き心に花よ咲け







　翌日の放課後は約束どおり、会長と遊ゆ佐さ、それから図書委員の生徒たちと一緒に、図書室で図書整理をした。

　数週間前、市内で書店を営んでいた学園の卒業生が店を畳み、大量の本の寄き贈ぞうがあったらしい。

　下校時刻になっても終わらなかったので、その翌日も同じく図書整理。

　なぜ生徒会執行部が図書委員の仕事をしているかと言うと、会長の方針で、執行部は他の委員会や部活動からの要請があればそれを手伝うように決まっているからだ。

　はじめのうちはどうしても手が足りないときに呼ばれるくらいだったらしいが、評判が評判を呼び、今では気軽に生徒会を頼る生徒が多いとのこと。

　便利屋のような扱いをされても、「生徒たちから頼りにされるのはいいことだ」と、会長は嫌な顔一つせずに仕事を請け負うのだとか。

　他の委員会の手伝いのほかにも生徒会の仕事は多岐にわたり、書類作りや行事の打ち合わせ、各委員会との打ち合わせなどの決まった活動のほか、先生に頼まれて授業で使うプリントのコピーをとったり部屋の片付けを手伝ったり荷物を運んだりといった、細々とした仕事が次々に舞い込んでくる。

　俺おれには書類を作ったり打ち合わせに出たりすることはできないので、任されるのは専ら力仕事とか雑用ばかり。

　とはいえ、そんな雑用係が一人いるだけでも随分違うというのは事実らしく、会長や遊ゆ佐さには毎日とても感謝され、最初は俺に対してあまり良い印象を持っていなかったらしい他の生徒会役員──副会長の大おお友とも朱あか音ね先輩（ボーイッシュな感じの美人。会長とは小学校のころからの腐れ縁らしい）と書記の神じん宮ぐう司じ火か輪りん（二年生。物静かな純和風の美少女で、ミッションスクールなのに意外なほど少ない本物のクリスチャン）とも、仕事を手伝ううちにけっこう打ち解け、生徒会メンバー全員とメールアドレスの交換もした。

　ただしクラスメートをはじめ一般生徒からの評判はというと、どうも俺が生徒会の仕事を手伝っているのは『何かやらかした罰』ということになっており、『あんな不良まで黙って従わせちゃう日ひ高だか会長スゲー』と、会長の評判だけが勝手に上がり俺の評判は相変わらずという感じらしい。

　……まあ、好き勝手に噂うわさされるのは今に始まったことじゃないし、噂が悪化していないだけまだマシだ。会長の人柄に惹ひかれて働いているのは事実だしな。




　そんなこんなで、あっという間に一週間が過ぎ去った。




　暦こよみはもう十二月。

　星せ奈なの暴発的告白以来、隣りん人じん部ぶには一度も顔を出していない。

　同じクラスの夜よ空ぞらと妹の小こ鳩ばと、それに毎日昼食とヤンキー漫画を持ってくる幸ゆき村むら以外の隣人部メンバーとは顔を合わせることもなかった。

　夜空はもともと教室ではまったく俺に関わろうとしないし、小鳩も俺に合わせて部活に行ってないようで、家でも隣人部の話は出ない。

　幸村はあれ以降もまったく変わった様子はなく、昼休みに俺のところに来ても、俺が部室に顔を出さないことについて特になにか言うこともなく、用を済ませればさっさと教室を出て行ってしまう。

　俺のほうから幸村に隣人部の様子を聞くこともなかった。

　当たり前だが、隣人部のことがどうでもよくなったわけじゃない。

　隣人部を大切にしたい、あの居心地のいい世界を守りたいという気持ちに変わりはない。

　でも、「今日こそは部活に行こう」と思っていても、放課後になると俺の足は礼拝堂ではなく、生徒会室のある特別教室棟へと向いてしまうのだ。

　一度逃げてしまったあの場所に行くのが怖い。

　俺おれの場合とは事情が違うとはいえ、たびたび部室を逃げ出しても後でケロリとして戻ってきた星せ奈なの精神のタフさは凄すごすぎると思う。

「ハァ……」

「どうしたんですか？　小こ鷹だかくん」

　思わず憂ゆう鬱うつなため息をついてしまった俺に、隣を歩いていた葵あおいが不思議そうな顔をした。

「や、なんでもない」

　今日の放課後も、俺はこうして生徒会の仕事を手伝っている。

　今は葵と二人、印刷室で作った大量のプリントを生徒会室に運んでいる最中だ。

　一般教室棟と特別教室棟を繫つなぐ渡り廊下にさしかかったそのとき。

　不意に、前から声をかけられた。




「──ここにおられましたか、あにき」




　そう言って俺のほうへ歩いてきたのは、楠くすのき幸ゆき村むらだった。

　服装は俺と同じ、聖クロニカ学園の男子制服。

　幸村がメイド服やら執事服姿になるのは部活動の時間だけで、毎日昼休みに昼食とヤンキー漫画を持ってくるときは制服姿なので、見慣れた格好ではある。

　……だが、今は放課後──すなわち、部活動の時間だ。

　この時間に学校で幸村が制服姿でいるのは、極めて珍しいことだった。

「お、おう、幸村」

　なぜかひどく緊張を覚える俺。

「ど、どうしたんだ？」

　俺のすぐそばまで近づいた幸村は、いつものようにぽーっとした無表情で、

「あにきが卑ひ劣れつなる生徒会に捕らえられ、きょうせいろうどうさせられていると聞き及び、お助けに上がりました」

「きょ、強制労働!?」

　こいつ、なんかまた愉快な勘違いをしていらっしゃる！

「……卑劣な生徒会だの強制労働だの、聞き捨てなりませんね！」

　葵が頰ほおを膨らませ、ずいっと俺の前に進み出た。

「小鷹くんは厚こう意いで自分を助けてくれてるのです！　失礼なこと言わないでください！」

「……」

　幸ゆき村むらが微妙に顔をしかめ、葵あおいではなく俺おれを見て、

「……まことですか？　あにき」

「あ、ああ……。俺は自分の意志で生徒会を手伝ってる……」

　ばつが悪くて幸村から目を逸そらし、俺は答えた。

　すると幸村は、




「さようですか。ではわたくしもお手伝いいたします」




　俺を咎とがめるでもなく、なんの迷いも躊躇ためらいもなく、当然のように宣言した。

「けっこうです！　小こ鷹だかくん一人がいれば大丈夫ですから！」

　葵が何故かムキになって反発、幸村がそれに対し口を微妙にへの字に曲げる。

「……わたくしはあにきのお手伝いをするのです。勘違いなさらぬよう」

「同じことじゃないですか！　……って、ああー！」

　葵が幸村を指さして驚く。

「よく見ればあなた、隣りん人じん部ぶの部室で自分を毒殺しようとした人じゃないですか！」

「はい」

　それがなにか？　という感じで幸村は頷うなずいた。

「な、なんであなた男子の制服なんて着てるんですか!?」

　今更すぎて逆に新鮮なツッコミをする葵に、幸村は微妙に得意げな顔で、

「わたくしは真の漢おとこを目指しておりますゆえ」

　それに対する葵の反応は、

「……？　なにゆってるんですか？」

　心の底から意味わからんという感じで首を傾かしげた。

「…………真の漢を目指しているのです」

　幸村はもう一度言ったが、葵は半はん眼がんで頭に「？」を浮かべるばかり。

「しんのおとこ……ってなんですか？」

　幸村は言葉に詰まり、

「…………とてもすごい男のことです」

　ざっくりした説明だった。ある意味男らしい。

「はあ。でも君は女子ですよね？」

「さようです。しかし真の漢とは生まれもっての性別など超ちよう越えつするのです」

「は？　なに意味わかんないことゆってるんですか？　変な人ですねー」

　若干ドヤ顔で説明する幸ゆき村むらに、葵あおいは完全に真顔で首を傾かしげた。

「…………」

　自分の言葉がまったく通じず、あまつさえ変な人呼ばわりされて、幸村は押し黙った。

　見ればその手は固く握られ、唇がぷるぷると震えている。

　じわり、と幸村の目に微かすかに涙が浮かび、

「あ……あ、あにきっ！　こやつ斬きり捨ててもっ？」

「待て待て早まるな！」

　こんな幸村初めて見た。

「斬り捨てるとか、相変わらず物ぶつ騒そうなこと言う人ですね！　そんな変な人に生徒会のお仕事を任せるわけにはいきません！」

　両手がふさがっているので、葵は口だけで「しっしっ！」と追い払おうとした。

「むー……」

「フググ……！」

　幸村は口を引き結んで葵を睨にらみ、葵も睨み返す。

　睨んでもせいぜい眉や口元の角度が少し変わるくらいの幸村と、子犬が必死で威嚇している感じの葵、どちらも迫力は全然なくて傍はた目めからは微笑ほほえましいくらいだが、いつまでもこうしていても埒があかない。

「……葵、悪いけど先に行っててくれ。ちょっとこいつと話があるんだ」

「はあ……わかりました。小こ鷹だかくんがそう言うのでしたら」

　俺おれが言うと、葵は微妙に不満そうな顔をしながらも頷うなずき、校舎の中へと歩いて行った。

「……申し訳ありませんあにき、取り乱しました」

　葵が去ったあと、幸村は恥ずかしそうに言った。

「お前にも相性が悪い奴っているんだな」

　からかい気味に俺が言うと、幸村は少し不機嫌になり、

「……あの者は好きません」

「はっきり言うなあ……。ちゃんと話してみると真面目まじめでいい奴だぞ」

　そういえば、葵はどことなく幸村と通じるところがあるかもしれない。

「………………名前が」

　ぽつりと幸村。

「名前？」

「……『葵』は徳とく川がわ家の家紋。大坂夏の陣において真さな田だ幸ゆき村むらは徳川家いえ康やすまであと一歩のところまで迫りながらも討ち果たせず、やがて追い詰められ無念の最期を遂げました」

「……いや真さな田だ幸ゆき村むらの徳とく川がわ本陣突撃は俺おれだって知ってるけど……。……え、まさか名前が葵あおいで幸村の名前的には敵対ポジションだからなんて理由で嫌いなのか!?」

「さようです」

「マジかよ……」

「いえ、じょうだんです」

「さすがにそんな理由で人を嫌うのはどうかと──って冗談かよ!?」

　思わずノリツッコミしてしまう俺だった。

　……完全に真顔で言うもんだから、冗談かどうかわかりにくすぎるぜ……。

　幸村はそんな俺に少しはにかんで、

「見事なのりつっこみです、あにき。……本当は、なんとなく好かないだけです」

「そうか……」

　どうしてもウマが合わない人間の一人や二人いても不思議ではないが、幸村にもそういう好き嫌いがあったことがちょっと驚きだ。

「ま、まあ、葵のことはとりあえずさておき、幸村……」

　俺はおずおずと、ずっと気になっていたことを切り出す。




「……隣りん人じん部ぶの様子はどうだ？」




　幸村は淡たん々たんと答える。

「星せ奈なのあねごはいつものようにぎゃるげえに熱中しておられます」

「……揺るぎねえなあいつは……」

　苦笑する俺。

　俺が一番気になっていたのはやっぱり星奈のことで、いくらタフな星奈でもあんなことがあったあとでは普通じゃいられないのではと思ったのだが、杞き憂ゆうだったらしい。

　あいつは凄すごい。

　凄すぎて、強すぎて、眩まぶしすぎて──……とても遠い。

「星奈以外のやつらはどうしてる？」

「さあ？」

　幸村は軽く小首を傾かしげた。

「……？　『さあ？』って……」




「夜よ空ぞらのあねごと理り科かどのはこの数日部室に来ておりません。マリアどのはたまにお菓子を食べて帰ります」




　────ッ！

　頭がくらくらするのを感じた。

「……つまり、今ちゃんと部活に出てるのは星せ奈なとお前だけってことか？」

「さようです」

　かすれた声で確認する俺おれに、表情一つ変えず、幸ゆき村むらはゆっくり頷うなずいた。

　なんてこった……。

　想像以上に悪い状況になってる。

　以前──夏休みの終わり、髪が燃えてしまうという事件をきっかけに夜空が部活に来なくなったことがあった。

　あのときは部内の雰囲気が暗くなって居心地が悪かったのだが、それでも夜空以外はみんな顔を出してはいた。

　だからもしかしたらあのときみたいに、今回も時間が経たてば──ほとぼりが冷めれば、いつの間にか何事もなかったように元に戻れるんじゃないかと期待していた。

　希望的観測にもほどがあった。

　ギリ……と強く歯は嚙がみする。

　時間が解決するどころか、時間が経てば経つほど悪くなる……急いでどうにかしないといけない、俺がどうにかしないといけない、でも──どうしていいのかわからない。

　平和だったグループが、ふとしたきっかけで崩壊しそうになっている──こんなとき、普通はどうするんだろう？　世の中のリア充の皆さんは、一体どうやって問題を解決しているんだろう？　構築している人間関係が多ければ多いほど、つまりリア充な奴ほど、こんな状況は何度も経験してるはずだ。だったら誰だれか教えてほしい。普通の人にとってはありふれた出来事でも、友達がいない俺にとっては初めての一大事なんだ。

　そんな俺の思考を遮さえぎるように、

「──あにき、半分お持ちします」

　幸村が言った。

「半分……？　あ、ああ、このプリントのことか？」

　こくんと頷く幸村。

「……いや、いいよ。これくらい一人で運べる」

「さようですか……」と幸ゆき村むらは残念そうに言う。

「では、他になにかお手伝いできることはありませんか？」

「いや……今日は特にないと思う」

「わかりました。では明日また参ります」

　やんわりとそう言う幸村に、俺おれは困惑を隠せずに訊たずねる。

「なあ幸村……なんでお前、そこまで俺に尽くそうとしてくれるんだ？」

「わたくしは、あにきの舎しや弟ていですゆえ」

　なんの迷いもなく、いつもの答えが返ってきた。

　隣りん人じん部ぶ崩壊の危機のことなど特に気にしている様子もなく、まったくいつもどおりに、隣人部の部室で話すときとまったく同じ調子だ。

　そんな幸村に俺は微かすかな苛いら立だちを覚えながら、

「……わかった。質問を変える」

「はい」

「……なんで俺の舎弟なんていつまでも続けてくれてるんだ？　お前だって本当はもうとっくに気づいてるんじゃないか？　俺が……お前が目指してるような『立派な日本男児』だとか『真の漢おとこ』なんかじゃなくて、ちょっと見た目がワルっぽいだけの、ただの情けないヘタレだって」




「はい」




　幸村ははっきりと肯定した。

　…………自分で訊きいておいてなんだが、まさかこうもあっさり肯定されるとは思ってなくて、俺は動揺する。

「え……マジで気づいてたのか？」




「わたくしは、あにきの舎弟ですゆえ」




　さっきと同じ言葉を幸村は言った。

　舎弟だから、自分のアニキのことくらい当然わかっている。

　そういうことだろうけど、

「だ……だったら尚なお更さらなんでなんだよ!?　なんでいつまでも俺なんかの舎弟やってんだよお前!?　意味ねえじゃねえかよそんなの!!」

　悲鳴のように声を荒げる俺おれ。

　幸ゆき村むらはそんなみっともない俺に不思議そうに少し首を傾かしげ、




「意味がなくてはいけませんか？」




　こともなげに、当然のごとく、そんな不思議な言葉を──少なくとも俺には思いもよらなかった言葉を口にした。

　俺はますます混乱する。

「いけませんか……ってお前……や、意味がないなら、だって、え……？　いや、意味はだって、そんなの、なかったら俺、お前にとって俺、意味なきゃ、必要なきゃ……」

「必要でなくてはいけませんか？」

　上う手まく言葉にできずブツブツと呟つぶやいている俺に、幸村は微笑ほほえんだ。




「わたくしは、わたくしがそうしたいからあにきのおそばにいるのです」




　──そうしたいから──。

　意味があるとか、必要があるとか、そんなことは関係なく。

　自分が望むから、望むようにするのだと。

　楠くすのき幸村は、迷いも躊躇ためらいもなくそう断言した。

　……一週間ほど前の遊ゆ佐さとの会話の中で一つ、俺が気づいてしまったことがあった。

　──三み日か月づき夜よ空ぞらも柏かしわ崎ざき星せ奈なも楠幸村も志し熊ぐま理り科かも羽は瀬せ川がわ小こ鳩ばとも高たか山やまマリアも、隣りん人じん部ぶがなくても生きていける。

　もちろん俺だってそうだ、少なくとも生きていくだけなら何の問題もない。

　隣人部に入る前までそうだったように、また独りぼっちに戻るだけだ。

　隣人部には、存在する意味も、必要性もない。

　それどころか、優れた力を持った彼女たちが華やかな光の当たる場所で活躍するのを妨げる、足かせですらある。

　これも、俺がこの一週間身動きできなかった理由の一つだ。それなのにこいつときたら。

「……お前……かっこいいな……」

　俺の口からぽつりと感嘆が漏もれた。

　正しさではなく、自分の気持ちに従い生きる。

　かつて幸村が入部したときに言った、彼女の理想とする漢おとこの在あり方──。

　つまらぬ規則に縛られることなく己の生きたいように生きるその姿は、豪ごう放ほうにして磊らい落らく。

　人の世の善悪を凌りよう駕がし、神をも怖れぬその振る舞い、天てん上じよう天てん下げ唯ゆい我が独どく尊そん。

　……幸ゆき村むら……お前、もうそれ、できてるじゃないか。

「……お前さ、もしも隣りん人じん部ぶがなくなったらどうする？」




「特になにも変わりません。これまでどおり、あにきにお仕えするだけです」




　隣人部の中で唯一、『友達を欲していない』という極めつけの特異性を持ち。

　他の部員たちから「一緒にいたくない」だの「入部させたのは失敗だった」だの酷ひどい評価を甘んじて受けながらも、常に悠ゆう然ぜんと隣人部に居続けた彼女は。

　あっけなく、そう言ってのけた。

「……お前、俺おれなんかよりもずっと漢おとこらしいよ」

　ぐだぐだうじうじ女々しい俺なんかよりも、ずっと漢らしい。ずっとかっこいい。

　物静かであまり自己主張することがないから、俺はずっと勘違いしていた。

　こいつにだって好きなものや嫌いなものがちゃんとあって、そしてそんな己おのれ自じ身しんの価値観に迷うことなく従って生きられる、とても強い人間だ。

　隣人部の中では星せ奈なと同じ種類……言うなれば『恒こう星せい』──自分の力だけで輝ける者。

　眩まぶしすぎて……直視できないほどだ。

　こんな超かっこいい舎しや弟ていに比べて、この俺のなんてかっこ悪いことか。

「……なんかもう……ごめんな幸村。お前は俺の舎弟に……違う……、俺が、お前のアニキとして、全然相応ふさわしくねえよ……」

　情けなく弱々しく女々しく微かすかな苦笑いを零こぼす俺に、幸村はなぜか少し頰ほおを赤らめ、ぽーっとした表情で真っ直ぐ見つめてきた。

「……？　ど、どうした？」

　訝いぶかる俺に幸村はわなわなと震え、




「あにき……わたくし、今このときほど自分が男子でなかったことを悔しく思ったことはありません……！」




　大おお真面目まじめな声でカッと目を見開き、よくわからないことを言う。

「は？　どういうことだ？」




「今のあにき、とてもきゅんきゅんしますっ。わたくしが屈強な男であれば、今すぐあにきをこの場で押し倒し、あにきのやおい穴に猛たけり狂う己おのれ自じ身しんをぶちこみますものをっ」

「ボブォッ!?　なに言ってんのお前!?」

　あまりにもあんまりな台詞に噴き出し、激しく噎むせる俺おれ。

「まったくもって残念です……」

「お前の発言が残念だよ！」

　幸ゆき村むらに対する畏敬や憧どう憬けいが一気にぶっ飛ぶレベルの超残念台詞だった。

「理り科かどのに教わりました。真の漢おとこならば愛する男をためらわず奪うものだと。わたくし、あにきをれいぷしたいです。あにきのやおい穴の中を、わたくしのほとばしる情熱で満たしてさしあげたいですっ」

「レ、レイプしたいですとか言うんじゃねえアホかお前は！　つーか、やおい穴なんて器官は存在しない！」

　俺の悲鳴じみた言葉に幸村は一瞬きょとんとした顔になり、それから柔らかく微笑ほほえみ、

「またまたごじょうだんを」

「冗談じゃねええええええええええええ!!」

　渡り廊下を歩く他の生徒がギョッとするのにも構わず、絶叫する俺。

　……そ、そうだった……。

　色々あったせいで完全に忘れていたが、理科先生のハチミツ授業のせいでこいつはとんでもない勘違いを抱えていたのだった。

　……やっぱり、現実を突きつけるしかないのだろうか。

　やおい穴なんて存在しないのだと、実物を見せて証明するしか手はないのか。

　それが、俺がアニキとして舎しや弟ていの幸村にしてやれる唯一のことなのかもしれない……………………って血迷うな俺！　誰だれがそんなしょうもない性教育の生いけ贄にえになるか！

「ほんとにお前は……とんでもねえよ……」

　初めて会ったときから……正確にはこいつが俺をストーカーしていたときから、こいつには驚かされっぱなしだ……。

　精神力をごっそり削られて、俺は深々とため息をついた。

　と、そのとき。

　不意に俺のポケットの中でケータイが鳴った。

「ん？　メールだ」

　ちょっと前まで学校ではほとんど鞄かばんの中に入れっぱなしだったのだが、今はちゃんと生徒会との連絡が取れるよう持ち歩くようにしているのだ。

　俺おれがなかなか戻ってこないものだから、葵あおいがメールしてきたのか？

「……ちょっとすまん、これ持っててくれ」

「はいっ」

　俺が頼むと、幸ゆき村むらはものすごく嬉しそうにプリントの束を受け取った。

　両手が自由になり、俺はケータイを確認する。

「……！」

　メールの差出人は葵ではなく、他の生徒会メンバーでもなく──志し熊ぐま理り科かだった。

　緊張で固くなる手で、俺はそのメールを開く。




　小こ鷹だか先輩へ。

　今すぐ屋上へ来てくださいｐ　三分以内に来なければあのときこっそり録音しておいた、先輩のＢＬ小説の朗読を全校放送で流します♥




「ひぃ……っ!?」

　裏返った、間抜けな悲鳴を上げる俺。

　い、いつの間に録音!?　つーか、なんで!?　なにがしたいんだ!?

　来てください、のあとの『ｐ』が言いようもなく不安をかき立てる。

『ｂ』がグッと親指を立てているのを表すなら、『ｐ』はその逆じゃないのか？

　……いや、今はごちゃごちゃ考えてる場合じゃない！

　あんなもん流されたら、俺の高校生活がリアルに終わるぞ……！

　三分……急がないと……。

「あにき？」

　幸村が不思議そうに首を傾かしげる。

「……すまん、急用ができた。悪いけどそのプリント、生徒会室まで持って行ってくれないか？」

「わかりました」

「おう、頼んだ！」

　俺は急いで、渡り廊下を一般教室棟の方に向かって走り出した。

　特別教室棟と一般教室棟の屋上、どちらなのか迷うことはなかった。

　理り科かが俺おれを呼び出すのなら、体育祭のときに俺と理科が話をした場所──『あの言葉』が風に消えた、一般教室棟の屋上だという確信があった。

「あにき」

　俺のうしろから幸ゆき村むらが声をかけてきた。

「ん？」

　急いでいたが立ち止まり、顔だけ振り返る。

　幸村はそんな俺に、花が咲くようににっこりと笑った。




「────ご武運を」




　初めて見る幸村の可か憐れんなその笑顔は、俺の心に楠くすのき幸村という『女の子』の存在を強く刻みつけるのに十分だった。












プロローグの終わり／羽は瀬せ川がわ小こ鷹だかが主人公になるとき







　廊下を全力疾走し階段を二段飛ばしで駆け上がり、屋上へと続く扉を勢いよく開ける。

　冷たい風が俺おれの全身に吹き付ける。

　あの日のように強い風ではないが、十二月なので冷たさは今のほうが上だ。

　そんな冷え冷えとした屋上で、志し熊ぐま理り科かは待っていた。

「…………ハァ……ハァ……り、理科……」

　息を切らして睨にらむ俺に、

「……メールを送信してから３分26秒ですか。時間切れですが、届いてから開くまでの時間や読む時間を加か味みして、まあセーフにしておきましょう」

　くすくすと可お笑かしそうに理科は言った。

「……んなこと言って、ほんとはそんなもん録音してなかったんじゃないか？　そもそも、どうやって全校放送で流すんだよ」

　考える猶ゆう予よがなかったのでつい焦ってしまったが、こうして呼吸を整えながら冷静になって考えればそんなこと、

「ふふ」

　理科は優しく笑い、右手に持っていた携帯端末のボタンをポチッと押した。

　ばっつん、とスピーカーがＯＮになる音が響き、




『ふっふっ──』




　ぶつっ。

　一瞬だけ、しかし確かにスピーカーからドＳ生物教師を演じる俺の声が流れた。

「マジじゃねえか！」

　悲鳴を上げる俺に、理科は「ふん」と鼻を鳴らした。

「理科だってそう甘くはないんですよ、先輩。これくらいの仕掛けは朝飯前です。理科は普段朝食食べませんけど」

「わ、悪かったよ……だから全校放送だけは勘弁してくれ……」

　がっくりとうなだれて懇願する俺に、

「まあ、セーフだって言っちゃいましたからね。約束は守ります」

　そう言って、携帯端末を白衣のポケットへと突っ込む。

　理り科かの服装は制服に白衣。眼鏡はなし。

　髪は黒のストレート……なのだが、髪型は普通なのに、今はなぜか頭に黒いネコミミ型のカチューシャを付けている。

　過去には金髪やら銀髪にしていたこともあるので今更ネコミミ程度では驚くに値しないのだが、そんなあざとい萌えパーツを付けなくても十分可愛いのになあとは思う。思うけど口には出さない。

「……で、なんの用だ？」

　俺おれが訊たずねると、

「用というほどのこともないんですが──」

　理科は両手を白衣のポケットに突っ込んだまま、気だるげな笑みを浮かべて俺を睨にらむ。




「『隣りん人じん部ぶを大事にしたいんだー』とかカッコつけたことをほざいておきながら無様にも逃げ出しちゃったヘタレヤンキーを、ちょっとシメてやりたいと思いまして」




　俺は「う……」と小さく呻うめき、

「………………ごめん」

　素直に謝った。

「……随分と素直ですね。言い訳くらいしないんですか？」

　面白くもなさそうに理科。

　それに合わせてピクピクと頭のネコミミが動いた。

「……お前にだけはなにを言われても仕方ないからな」

　あの日の屋上で、俺の聞こえないフリを糾きゆう弾だんして力ずくで前に進ませようとした理科から、俺は逃げた。

　あれから理科は、それまでどおりのハイテンションな変態腐女子へと戻った。

　自分の考えを曲げてまで、今の隣人部を維持したいと願う俺に協力してくれた。

　そんな理科を、俺は裏切ってしまったのだ。

「……殴るなり蹴るなり、お前の好きなようにしてくれ」

　それでちょっとでも理科の気が晴れるのなら。

　それが俺にできる、せめてもの償いだ。

　理科のネコミミがパタパタと前後に動く。

　風で揺れているわけではなく、まるで本物の猫の耳のように理科の意思と連動して動いているようだ。

「ふん……殊しゆ勝しような心がけですね。では遠慮なく」

　そう言って、理り科かは右手を白衣の外ポケットから出して内ポケットをまさぐり、ピンポン球より少し大きいくらいの鈍く輝く球を三つ取り出した。

「……？」

　……なんだあれは？

「えい」

　訝いぶかる俺おれの目の前で、理科はひょいっとその球を自分の前の空間へと無む造ぞう作さに放ほうった。

　放られた三つの球体は、地面に落ちることなくそのままフワフワと空中に浮かぶ。

　……なんだろうな……見たところ何の変哲もない金属（？）の球なのに、なんかとても禍まが々まがしい感じがするぞ。

「……なんだそれ？」




「脳波遠隔操作式砲弾《ナインライブス・ブレイカー》です」




　淡たん々たんと理科は答えた。

「…………それはなんですか？」

　改めて、英語の直訳みたいな口調で訊たずねる俺。

「脳波で遠隔操作する砲弾です」

　そのままの答えが返ってきた。

「……名前は、小こ鳩ばとさんの好きなアニメ『鉄くろがねの死霊術師ネクロマンサー』第三期の終盤で主人公が新たに習得する必殺技、《救世の九星ナインライブス・ブレイカー》から拝借しました。輪りん廻ねの鎖を断ち切り、敵を魂ごと完全に消滅させる恐るべき攻撃魔法です。この魔法を受けた相手は生き返ることはおろか、二度と生まれ変わることさえできません」

「いやアニメの設定はいいから。……で、結局なんなんだそれ」

　果てしなく嫌な予感を覚えつつもさらに訊ねる俺に、

「実際にお見せしたほうが手っ取り早いでしょう」

　理科はニヤリと嗜し虐ぎやく的な笑みを浮かべ、

「魂ごと撃うち砕くだけ！　《救世の九星ナインライブス・ブレイカー》!!」

　かつてちらっと小鳩が観ているのを見た、《ヘルブレイズバスター》を放つときのゲルニカちゃんのような裂れつ帛ぱくの気合を込めて理科が叫ぶと、ネコミミがピンと立ち、同時に三つの球体が俺おれめがけて飛んできた。

　速っ!?

　驚き避ける間もなく、

　ドゴッ！　ドフッ！　ドガッ！

「ぁぐがッ!?」

　三つの球体がほぼ同時に俺の胴体に直撃。

　激しい衝撃に苦悶の悲鳴を上げる俺。

　球体はすぐに俺の身体を離れ、理り科かの前に戻った。

「……いづづ……」

　苦痛に腹を押さえながら、俺は理科を睨にらむ。

「……て、てめ……なんてことしやがる……」

「好きにしていいと言ったのは小こ鷹だか先輩ですよ」

　俺の呻うめきにも眉一つ動かさずに理科は言った。

　ネコミミがピコピコ激しく動いているのがとてもイラッとする。

「……だからってお前、こんなの、反則だろうが……殴るなら素手にしろよ……」

「非力な理科がどれだけ殴っても、小鷹先輩にとっては大したことないでしょう。そんな軽ーいダメージで罪悪感から逃れようなんて、虫が良すぎですよ先輩」

「う……」

「だから発明家らしく、自作の戦闘用アイテムでボコることにしました」

「……そこまでして俺をボコボコにしたいのか？」

　俺の問いに、理科は据すわった眼で俺を見た。




「……理科は怒ってるんですよ、先輩。……アニメみたいに魂ごと撃うち砕くだくとまではいきませんが──逃げ癖のついたその性しよう根ね、こいつで叩たたき直してやりますッ!!」




　理科の鋭い声と同時に、再び《救世の九星ナインライブス・ブレイカー》が俺に向かってくる。

「うおっ！」

　反射的に大きく回避、しかし二つはどうにか躱かわせたものの、一つが脇腹にヒット。

「あぐっ！」

　鋭い痛みに呻く俺。

　当たらなかった二つの弾丸はコンクリートの床にぶつかり一瞬「カンッ」という軽い音と「ガガッ」とコンクリートが抉えぐれるような音を立て再び浮上し、もう一つと一緒に理科のもとへと戻っていく。

「に、逃げ癖って、あのときはどう──」

　俺おれの台詞を遮さえぎって、




「──あのときはどうしたらいいかわからず混乱して思わず逃げちゃった。そこはまあ、心情的にわからなくもないです。理り科かだって、まさかあそこでいきなり、みんなのいる中で星せ奈な先輩が告白するとは予想できなくて焦りましたし」




　ムスッとした顔で言う理科。

「だ、だろ？　あんな状況どうしようも──」

　しかし理科はキッと俺を睨にらみ、再び俺に弾丸を放つ。

「な──うおっ!!」

　狙いが甘かったため、今度は三つとも躱かわせた。

　理科は「ちっ」と少し悔しげに舌打ちして、

「理科が怒っているのはそのあとです！」

　怒鳴り、理科はさらに白衣の内ポケットから新しく三つの《救世の九星ナインライブス・ブレイカー》を取り出し、空に放ほうった。

「行けッ!!」

「いいっ!?」

　六つの弾丸に同時に襲われ、二発が俺の身体を直撃する。

「あがごぼっ！」

　しかも一つは頰ほお。

　重いストレートパンチのような衝撃に、一瞬、意識が飛びかけた。

「……そ、その、あと……？」

　訝いぶかる俺に、理科は怒気を孕はらんだ声で捲まくし立たてる。

「……逃げた当日はともかく、その翌週になっても部室に顔を出さないから、なにをしているのかと思えば……」

「う……」

「なんで隣りん人じん部ぶを潰そうとした女の子とイチャイチャしてるんですか────ッ!!」

　六つの弾丸と同時に糾きゆう弾だんの言葉。

「いだっ！」

　弾丸を一発だけ肩に受けて呻うめきつつ、

「……あ、葵あおいとはべつにイチャイチャなんてしてない！　仕事を手伝ってただけで！」

「いつの間にか葵って呼び捨てにしてるし！」

「あいつが名前で呼んでほしいって言うからしょうがないだろ!?」

「うが────ッ！　あんな見るからにチョロそうな女の子に懐かれてデレデレしちゃって、ほんとにー！　ほんとにもうあんたって人はああああああ!!」

　ドドドドドドッ!!

　連続して襲い来る弾丸を全力でダッシュしてどうにか回避。

「しかもあの遊ゆ佐さ葵って人だけじゃなくて、生徒会長にまでデレデレ尻尾振って！　年上の色香か!?　実は年上好きだったんか!?　隣りん人じん部ぶのみんなには全然なびかなかった鋼はがねの自制心はどこに行ったんですか！　年上美人の色香にあっさり惑わされおってこのムッツリスケベが!!」

「失礼なこと言ってんじゃねえ！」

　俺おれはたまらず叫んだ。

「え……!?」

　あまりに俺の様子が真剣だったからだろう、理り科かが攻撃の手を止めた。

　俺は理科の目をしっかり見み据すえて、誤解を解く。

「……俺は日向ひなたさんの外見に惑わされてなんかない。それだけは誓って絶対だ」

「む……そ、そうなんですか？」

「……ああ」と俺はゆっくりと頷うなずき、




「…………見た目なんかじゃなくて、日向さんの内面にガチで惚ほれてる」




「もっと悪いわあああ──────ッ!!」




　火に油を注いでしまった。

　理科が怒りにまかせてさらに三つの弾丸を取り出し宙に投げ放つ。

　九つの弾丸──《救世の九星ナインライブス・ブレイカー》が理科の前で円の形になって俺に狙いを定める。

「い、いや、惚れてるってのはほら、そういう恋愛的な意味じゃなくて！　人間として尊敬してるってことで！　日向ひなたさんに対してやましい気持ちなんて一切ない！」

　慌あわてて弁明する俺おれに、理り科かは半はん眼がんで、

「ふん、どーだか。どうせ小こ鷹だか先輩のことだからラッキースケベ的に会長さんのパンツを見ちゃったりして、平静を装よそおいながら『なにも見えなかったですよー』みたいなこと言って誤ご魔ま化かしたりしてたんじゃないんですか？」

「な、なんでそれを!?」

　思わず動揺して聞き返してしまう俺。




「三日前にうっかりノックを忘れて生徒会室に入ったときちょうど日向さんと葵あおいと朱あか音ねさんと火か輪りんが作業のためにジャージに着替えようとしてる真っ最中で四人全員がほぼ全裸になってるのをバッチリ見ちゃったことを、どうしてお前が知ってるんだ!?」




　………………ぶちん。

　理科の血管がプッツンする音がはっきりと聞こえた気がした。

「死っねえええええええええええええ!!!!!!!!!!」












　九つの弾丸がいったん放射状に拡散、それから俺おれに向かってこれまで以上のスピードで襲い来る。

　前方１８０度全てから高速で向かってくる弾丸を躱かわし切るすべはなく、立て続けに直撃を受けた。

「……ごぶっ……ぅぐ……ぁ……く……！」

　ダメージに耐えきれず、ついに膝ひざをついてしまう俺。

　理り科かもまた、ぜぇぜぇと荒い息をついて俺を睨にらむ。

「……はぁ……はぁ…………なんかもう、本気で殺したくなってきました。こんな殺さつ傷しよう力が低いおもしろグッズじゃなくて、とある人気アニメのヒロインみたく電磁加速砲レールガンでも持ってくれば良かったです。あれって意外と簡単に自作できるんですよ」

「よくわかんねえけどそんなもん、銃刀法違反で逮捕だろ……」

　よろよろと立ち上がりながら言う俺に、理科は笑い、

「銃刀法の『鉄砲』の定義は圧縮気体を利用して弾を発射するものなので、電磁加速砲レールガンは対象外なんです」

「……どうでもいい豆知識どうも……」

　苦痛を誤ご魔ま化かしながら、俺は苦笑いを浮かべる。

　しかし軽かる口くち叩たたいてる場合じゃないな……そろそろ本気でなんとかしないとまずい……リアルに命の危険を感じる。

　殺傷力が低いと理科は言ったが、たとえ素手でだって人は傷つくし、死ぬのだ。

《救世の九星ナインライブス・ブレイカー》の一発の威力は、俺が中学二年のとき食らったゲーセンのパンチングマシンで新記録を出したことが人生で一番の自慢のあいつ──名前は忘れたというかそもそも覚えてない──のパンチよりも、少し弱い程度か。

　あの弾丸、宙に浮くだけあって相当軽いのだろう。

　だから威力には限度があるが、それでも何発も食らえば危険だ。

　しかしどうしような……。

　不本意ながらケンカに慣れてないわけじゃないけど、こういうのは初めてだ。

　俺の必勝法は、機き先せんを制して相手よりも精神的に優位に立ち、さらに自分の顔や声も利用したハッタリで戦意を削ぐというもの。

　しかしもちろん理科にはそんなハッタリなど通じない。

　インネンをつけてきた不良とかではなくて、俺のことをちゃんと知っている相手とのケンカは、初めてだ。

　そうこう考えている間にも、

「がふっ！」

　再び腹に一撃を食らい、呻うめく俺おれ。

　……ちくしょう、とにかくあの九つの弾丸をどうにかしなければ、落ち着いて話し合うことさえできない。

　どうにか……しよう。

　意を決し、俺は理り科かを──正確には理科の頭のネコミミを睨にらむ。

　常にピコピコ目め障ざわりに動いているあのネコミミ。

　弾丸が俺を攻撃している最中はいつも威嚇するようにピンと立ち、フワフワと理科の近くで浮いているときはそれに合わせるように細かく揺れていることが多い。

《救世の九星ナインライブス・ブレイカー》は脳波で操作する砲弾だと理科は言った。

　恐らく──いや、間違いなく──あのネコミミカチューシャが、理科の脳の命令を弾丸に伝えるためのアンテナみたいな機能を持っているのだろう。

　あれを力ずくで奪う。

　そうすれば《救世の九星ナインライブス・ブレイカー》は無力化できるはずだ。

　理科が再び九つの弾丸を俺めがけて射出。

　大きく横に跳んでそれら全てを回避し、次の瞬間に理科めがけてダッシュ。

「うおおおおおおおお!!」

「……！」

　雄叫びを上げて迫る俺に、理科が驚いて目を見開く。

　白衣を翻ひるがえして距離をとろうとする理科。

　逃がすか！

　俺はネコミミ目がけて手を伸ばし、あと数十センチで届くというところで、

　ドガガガガガガガッ!!

「あがああっ!?」

　不意に激しい衝撃が俺の背中を連続して襲い、無様に地面に叩たたきつけられる。

「……あぐっ……」

「ふう……ちょっとびっくりしましたよ」

　倒れた俺から距離をとってため息をつく理科の前に、再び九つの弾丸がフワフワと戻ってくる。

　どうやらあの武器、理科の近くからこちらに向かってくるだけでなく、離れた位置から再び対象を狙い直して攻撃することも可能らしい。

「くっそ……」

「……まったく、油断も隙もないですね！」

　倒れた俺おれに、トドメとばかりに再び放たれる弾丸。

「それはこっちの台詞だ！」

　飛び跳ねるように立ち上がり、姿勢を低くして疾しつ駆く、向かってくる弾丸を下からくぐり抜けて理り科かに向かう。

「くっ!?」

　理科は再び走って俺から距離をとる。

　またも後ろからの攻撃を肩に受け、激しい痛みが俺を襲う。

　怯ひるんでいるところを、戻ってきた他の弾丸が俺の前に回り込んで激しく打ち据すえる。

「ぐがっ!?」

　前後からの攻撃に耐えかね、膝ひざをつく俺。

　理科は疲労の色を浮かべながら、

「……まったくもう！　いい加減にしてください！」

「だからそれはこっちの台詞だ！」

　ズドドドドドドドドドッ!!

　九連続の攻撃を後ろにダッシュしてどうにか避ける。

　九つの弾丸は地面にぶつかって跳ね返ったあとそれぞれ別方向に拡散し、さらに立て続けに俺を襲う。

「くそっ！」

　軌道がまったく予測できない九つの弾丸を避けたり防御したり直撃されたりしながら、どうにか理科への接近のチャンスを窺うかがう。

　だが理科は俺が近づこうとすると距離をとり、巧みに逃げ回る。

「くっそ、逃げるなよちくしょう！　卑ひ怯きようだぞ！」

「せ、先輩にだけは言われたくないです！　ゲホゲホッ！」

　俺の文句に叫び返し、激しく噎むせる理科。

　その顔は疲労の色が濃くなってきていた。

　脳波で弾丸をコントロールしながら逃げ回っているのだ、もしかすると相当に体力の消耗が激しいのかもしれない。

「あれから星せ奈な先輩に聞きましたよ！」

　攻撃を繰くり出しながら理科が叫ぶ。

「ああ!?　なにをだ!?」

　避けながら叫び返す。




「いつから小こ鷹だか先輩のことが気になり始めたのかって！」




「！　……ぶごふっ!?」

　動揺して腹に弾丸の直撃を受ける。

「星せ奈な先輩がプールで悪い人たちに絡まれてたところを助けたらしいですね！　かっこいいじゃないですか！」

「悪い人たちっつーか、ただのナンパだけどな！」

　しかもあれは、星奈が無駄に挑発したからこじれたようなものだ。

　可愛い女の子にちょっと声かけたら口汚く罵倒されて、俺おれに腕を捻ひねられて肉体的にも痛い目にあって、あの男たちには少し同情する。

「あはっ、小鷹先輩にも男らしい時代があったんですねー！　それが今ではこんなヘタレになっちゃって！」

「う、うるせえ！」

「それからも理り科かたちの知らないところで、おうちにお泊まりやらなんやらで星奈先輩と順調にフラグを立ててたんですね！」

「フ、フラグとか言ってんじゃねえよ！　ギャルゲーじゃあるまいし！」

　顔を赤くして叫ぶ俺にかまわず、

「隣りん人じん部ぶのみんなで永なが夜やに買い物に行ったときにも、告白まがいのことまでされちゃったらしいじゃないですか！」

　永夜……というと。

　……彼女がほしくないのかって訊きかれたことか？

　……それとも、「このあたしが気に入ってる人間が、つまんないヤツなわけないじゃない」って台詞のことか？

　どっちにしろ、

「『まがい』であって『そのもの』じゃないからノーカンだ！」

「こンのヘタレ糞虫────ッ!!」

「がはっ!?」

　一発が鳩尾みぞおちに直撃し、激痛で意識が飛びかける。

　理科もハァハァと肩で息をしながら、

「……それからも婚約者だったり幼馴染みだったことが発覚したり、なんなんですかあのチートお嬢様は……！　これがギャルゲーだったらほんとにチートすぎてどんなプレイしても強制的に『星せ奈なルート』入っちゃうレベルですよ！　理り科かはチートキャラはゲームをつまらなくするので嫌いです！」

　痛みで動きの鈍った俺おれに、さらに立て続けに弾丸が当たる。

「……ぅぁぐっ……！　……そ、その文句は、ぐぇっ！　……お、俺じゃなくて、げふぉっ！　せ、星奈に言ってくれ……！」

　弱々しい俺の抗議は無視され、

「……しかもそのせいで、夜よ空ぞら先輩なんて完全にいじけちゃって、負け犬モード入っちゃいましたし」

「……しょうがねえだろ、大事な思い出で、心の支えだったんだ……」

　十年前の俺との思い出は、夜空にとってとても大事なものだった。

　いや、今でもすごく大事にしている。

　もともと記憶力がいいということもあるのだろうが、俺が忘れているようなことまでずっと憶えていてくれた。

　夜空にとって『羽は瀬せ川がわ小こ鷹だかの一番古い友達』というのは、いわばアイデンティティを形成する重大なパーツなのだろう。

　それが星奈という『もっと古くからの、家族ぐるみの知り合い』の存在によって揺らいでしまったのだ……そりゃショックくらい受ける。

「ハッ」

　理科は小馬鹿にしたように吐き捨てた。

　それからとても忌いま々いましげに、




「出で逢あった順番がなんだってんですか。思い出がなんだってんですか。そんなのが今この時よりも大事だって言うなら、永久にママのおっぱいでもしゃぶってろよバーカ！」




「はは……はっきりと言ってくれるなあ……」

　思わず苦笑が漏もれた。

　一理ある。言わんとしていることはわかる。

　だが、人の気持ちはそんな簡単に割り切れるものじゃない。




「……ていうか、その理屈で言うなら俺が葵あおいや日向ひなたさんと仲良くなろうが、お前に文句言われる筋合いなくね？」




「ふぇ!?」

　ふと思いついたことを言うと、理り科かが間抜けな顔をした。

　俺おれの言葉はどうやら痛いところを突いたらしい。




「……え……えーと、それは、ええと……うん、まあ……それはそれだ！」




「んな無茶な!?」

　暴力で強引に誤ご魔ま化かそうとした理科の攻撃を、かろうじて回避。

　その隙に理科に接近を試みる。

「く……っ」と理科は後退し、そして怒りを吐き出す。

「ったく、次から次へと女の子に片っ端からフラグばっか立てて……！　優しさだけでモテまくるハーレムラブコメの鈍感主人公ですかあなたは！」

「っざっけんなあああああああ────ッ!!」

　あまりにもふざけた物言いに俺は怒鳴る。

　襲い来る九つの弾丸を真正面から受けて足下がふらつくも、それでも今度は意地でも倒れなかった。

「な……!?」

「…………ハーレムラブコメの主人公だ……？」

　驚きよう愕がくに目を見開く理科に向かって弱々しく歩を進めながら、俺は叫ぶ。




「そんなもん──なれるもんならなってみてえよ！　優しさと鈍感さだけで何から何まで大事なもん全部ハッピーエンドにしてやりてえよ！　でもそれができねえから……どうしようもならないことを、物語の主人公なんかじゃない俺にはどうしようもできねえから、こうしてどうしようもなく困ってるんだろうが!!」




「逆ギレですか!?　かっこ悪いんですよ！」

　周り全方向からの攻撃は続く。

　顔を身体を腰を腕を足を何度も何度も撃うたれてボロ雑巾のようになりながら、それでも俺は理科に向かって歩くのをやめない。周り全部から攻められることくらい、慣れている。

「かっこ悪いことくらいわかってんだよ馬鹿野郎！」

「う……」

　理り科かが怯ひるみ、こちらを向いたままじりじりと後退する。

「そうだよ……かっこ悪いんだよ……女々しいんだよ……！　でもしょうがねえだろ、こんなの初めてなんだ。俺おれにとって初めての、奇跡みたいな場所なんだ。俺とか夜よ空ぞらとか星せ奈なとかお前とか幸ゆき村むらとかマリアとか小こ鳩ばとみたいなヤツが、我慢せずありのままで居ることが許される奇跡みたいな場所なんだ。だから……絶対に壊したくないんだよ！」

「こンの…………バカがッ!!」

　理科が吐き捨て、これまでで最大級の強烈な打撃が俺を襲う。

「ぁが……ッ!?」

「我慢せずありのままで居られる場所を壊したくない!?　はいはいそりゃ立派なお考えですね！　でもそれは間違ってます！」

「なにがだよ!?」

「だってあなたが我慢してるじゃないですか！」

「……ッ！」

　悲鳴のような理科の叫びに、進み続けていた足が止まる。

「……世間から浮いてるようなちょっと変な人たちがありのままでいられる場所を守るために、鈍感なフリして『ハァやれやれ……』なんてため息つきながら傍ぼう観かん者しや気取りで！　それができなくなったら逃げ出して！　自分の大事な場所を守るために自分自身がいなくなってどうするんですかバカなんですか!?　そんなやっすい自己犠牲で守られてる世界なんていらねえんですよ！　なめんなバカ！」

「お前が言うなバカ！」

「!?」

　激しく言い返されて、今度は理科が絶句する番だった。

　よろめきながら再び前進する俺。

「傍観者気取りの自己犠牲野郎はどっちだよくそったれ！　いっつもいっつもハイテンションで賑にぎやかしやがって、そのくせ裏では隣りん人じん部ぶを支えるためにこっそり色々働いてくれてて、ありがたすぎるんだよ畜生！　今だってこうして憎まれ役を買って出て、我慢してんのはどっちだよ!?　ちょっと社会で認められてて大人とも付き合いがあってコミュ力あって空気読めるからって、上から目線で保護者気取ってんじゃねえぞ！　お前は俺たちの母ちゃんかっつーの！　俺たちのために色々やってくれてて正直死ぬほどありがたいけどなあ！　お前自身は一体なにがしたいんだよ!?」

　がしゃん。

　後退し続けていた理り科かの背中が、屋上のフェンスにぶつかる。

　理科は俯うつむき、

「……なにがしたいか……？」

　無感情な声でぽつりと呟つぶやいた。

「……そんなの、決まってるじゃないか……」

　消え入りそうな声で言ったのち、理科は顔を上げた。

　ギラギラと強い意志の光を放つ鋭い眼まな差ざしで俺おれを見み据すえ、




「僕は友達がほしいんだよ!!」




　これまでずっと表に出すことなく隠し続けていた、彼女自身の本当の願いを口にした。

　と同時に、《救世の九星ナインライブス・ブレイカー》が俺の全身を激しく打ち据える。

「ぐあ……っ！　あがぁ……っ！」

　激痛と衝撃に耐えながら、俺はあと一メートルもない距離にいる理科の、ネコミミに向かって手を伸ばす。

　さらに襲い来る衝撃。

　脇腹、頰ほお、肩、太もも、尻、脛、二の腕、後頭部、背骨に強烈なダメージ。

　それでも諦あきらめず必死に伸ばした手が、ついに理科のネコミミを摑つかむ。

　意外なほどあっさりとカチューシャは外れた。

　機械仕掛けだけあって見かけによらずずっしりとした重みがあり、こんなものをずっと付けていたら首が痛くなりそうだ。

　俺は奪ったネコミミカチューシャを地面に投げ捨てる。

「……へへっ」

　ボロボロになりながらも、最後の力を振り絞って俺は勝利の笑みを浮かべた。




　──その瞬間、九方向からの強烈な衝撃。




「へ？」

　無力化されたはずの《救世の九星ナインライブス・ブレイカー》は何故かなおも健在で、ぽかんとした間抜け面を浮かべたまま、俺はついに力尽き──どさっと地面に仰向けに倒れた。

　そんな俺おれを見下ろしながら理り科かは微苦笑を浮かべ、戦いの間中ずっと白衣のポケットに突っ込んでいた左手を外に出した。

　……その手には、アナログスティック付きのリモコンのようなものが握られている。




「すいません先輩。脳波による遠隔操作というのは噓うそです」




　理科が片手でリモコンを持ったまま親指でスティックを動かすと、それに合わせて九つの球が空中で踊るように動く。

　さらに一つのボタンを押すと、一つをのぞいて他の球がゆっくりと地面に落ちた。

「ラ……ラジコン……？」

「てへぺろ」と理科はいたずらっぽく笑い、一つだけ浮いていた球を手に取る。

「ちなみに操作してたのは親おや機きのこれ一つだけで、残りの八つはこれを中心に自動的に動きます。バラバラに独立して動いてるように見えたでしょう？　アルゴリズムにカオス理論を利用してみました」

　よくわからないことを自慢げに言う理科。

　俺はギギギ……と視線を地面に転がるネコミミカチューシャに向け、

「……え……じゃあ……アレ、は？」

「ただのおもちゃです。装着している人の脳波を読み取って、その状態に応じてネコミミが動きます。集中してるとピンと立って、心が乱れてるとピコピコ激しく」

「…………な……なんじゃそりゃ……」

　ごん。

　脱力し、後頭部が地面にぶつかった。痛い。

　そのまま深々と深呼吸。冷たい空気が肺から全身に染み渡るのを感じる。




「…………はは……やるなあ、お前……」




　自然と笑ってしまった俺に、理科もクスッと微笑ほほえみ、




「……そっちこそ」




　言うが早いか、理科はフェンスに背中をあずけたままずるずると崩れ落ち、地面にへたり込んだ。

「なんだよ……お前も限界だったのか？」

「……正直、立ってるのがやっとでした。身体を動かすのは苦手なんですよ」

　白い息を吐きながら理り科かは言った。

「朝飯をちゃんと食わねえからだよ」と俺おれが軽かる口くちを叩たたく。

「そうかもしれませんね……」と理科は苦笑し、

「…………ねえ、小こ鷹だか先輩」

「……おう」




「……自分一人じゃどうにもならないことがあるなら……理科を頼ってくださいよ。ここにいるのが誰だれだと思ってるんですか。天才発明家、志し熊ぐま理科様ですよ？　……不可能くらい……いくらでも可能にしてみせますよ」




　ふてぶてしくも優しく言う理科に、俺は思う。

　こんなふうに屋上でぶつかり合って、お互いの思いの丈たけをぶちまけあって。

　なかなかやるな、お前もな、なんて昔のベタな少年漫画みたいなやりとりまでして。

　こんなもん、どうしたって認めるしかないじゃないか。












　どう考えたって、前に進むしかないじゃないか。

　これだけやっといてそれでも一歩も前に進まないなんて残念な展開は、いくらヘタレな俺おれでも認められない。

　そんな残念なヘタレが、これからどの面さげて本当の友達がほしいとか、真実の友情がどうのなんて言えるんだ。

　だから、

「…………なあ、理り科か」

「はい？」







「俺と友達になってくれ」







　……そんな俺の『告白』に、

「え？　なんだって？」

　理科はからかうように、とぼけた口ぶりでそう言った。

「……いや、『なんだって？』じゃねえよばか……。これ、実際に言われるとイラッとするもんだな……すまんかった……」

　これまでの自分のことが猛烈に気まずくなって赤面する俺に、

「なにを頓とん珍ちん漢かんなこと言ってるんですか先輩」

　理科はいつもの飄ひよう々ひようとした笑みを浮かべて、こともなげに言った。







「だって理科たちは、もう友達じゃないですか」







　今度こそ、その言葉は風に消えることなく、澄み渡る十二月の夕暮れの空の下、はっきりと響いた。

　それから俺と理科は、どちらからともなく笑い出した。

　なにが可お笑かしいのかもわからずに、ただただ声を上げて笑った。

　それはまるで十年前のソラとタカの再現のようで──でも決定的に違う。

　ここにソラはいない。

　そして……タカもいない。

　自分に差し伸べられた手に対してさえ「俺おれは弱いものじゃない！」と叫び、がむしゃらに殴りかかった、誇り高き小さな鷹タカはもういない。

　ここにいるのは孤高のタカではなく、弱くて情けないただの羽は瀬せ川がわ小こ鷹だかだ。

　自分の身に起きた奇跡に気づかないほど鈍感ではいられず、かといって奇跡を平然と甘受できるほどの器もない、どうしようもないくらい普通の高校生だ。




「……理り科か、俺を助けてくれ」




　一人じゃなにもできないから、俺は、大切な友達に助けを求める。




「いいよ」




　俺の友達──志し熊ぐま理科は、気負いのない自然な笑顔を浮かべて、軽やかにそう答えた。





　　






　こうしてようやく、長い長いプロローグは終わった。

　残念な滑稽劇コメデイが終しゆう幕まくを迎え、やっぱり残念な恋と笑顔の物語ラブコメデイが幕を開ける。




　まずは手始めに、柏かしわ崎ざき星せ奈なに先日の告白の返事をしに行こうか──。





（終わり）







あとがき







　そんなわけでナンバリング本編はお久しぶりの、『僕は友達が少ない』第８巻でした。楽しんでいただけたなら幸いです。どうにかヤマは越えたので、あとは１巻のあとがきで希望した感じで最後まで行ければいいなーと思っておりますが、そう簡単にはいかない予感がひしひしと。ギャルゲーのように決まったルートなどない小こ鷹だかたちのフワフワした青春に、どうかこれからも付き合ってやってください。




■日ひ高だか日向の名前は「ひなた」が正解です。７巻ではすみませんでした。

■「風に消えた言葉」は７巻11ページです。見落とされた方が多いようなので一応。

■一ヶ月ほど急病で入院しました。夜中にお腹が超痛くなって嘔おう吐とも酷ひどく胃液しか出なくなっても治まらず、どうにか朝まで我慢して近所の病院に行ったところただの胃腸炎と診断され薬を出されたもののまったく効かず、どう考えてもこれはヤバいと思い救急車を呼んで大きな病院に搬送され、最重症の急性膵すい炎えんで極度の脱水症状を起こしててマジ超ヤバいと判明し即入院となりました。駆けつけてくださった編集長と担当さんによると、顔が真っ白で死んでるかと思ったそうです（笑……えない）。入院中は点滴いっぱいで身動きできず、退院後も普通の生活に戻れるまで非常に時間がかかました（今は元気です）。皆さんも健康にはくれぐれも気をつけてください……いや本当に、いのちをだいじに。あと、ヤバいと思ったときはちゃんとした設備のある大きな病院に行くべきです。最初の医者を信じてあと数時間救急車を呼ばないでいたら多分アレだったそうで……（笑……えない）。

■この一年ほどずっとやっているゲームやアプリなどの『監修』の仕事。これはどういうものかとたまに聞かれるので参考までに自分のケースでお答えすると、他の人が書いたテキストの「この人物はこんな台詞を言わない、こんな行動をしない、こんな思考をしない」という部分を直す作業です。はがないは思考や言動がめんどくさい奴が多いため、実質的に書き下ろしに近くなることもあります。手のかかる子ほど可愛いとはよく言ったもので、実際に商品が完成したときの喜びはとても大きいです。

■はがない関連だと他には生徒会コラボ、うんこマリア、キャラコメ、作詞、イベント台本などをやらせていただきました。こんな機会は人生でもう二度とないだろうということで、今後も色々やっていくと思いますので、本編ともども宜しくお願いいたします。なお、はがない関連情報はＭＦ文庫Ｊブログやコミックアライブ等でチェックできます。


２０１２年５月下旬　平ひら坂さか読よみ











　著者

　平坂読（ひらさか・よみ）

　　１００メートル先のスーパーに行くだけで息が切れます……。歳ではなく病気で体力が落ちているせいだと思いたい。




　イラストレーター

　ブリキ

　　夢の中でも息が切れます……歳ですね。

















　　カバー・口絵・本文イラスト／ブリキ

　　装丁／blue











僕は友達が少ない⑧








平坂読
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